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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















この作品はフィクションです。実在の人物、団体名等とはいっさい関係ありません。
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　ガタンゴトン、電車の中から窓の外を覗のぞくと紫陽花あじさいが並んでいた。昨日は雨が降ふり続いていたけど本日は快晴。梅つ雨ゆの晴れ間のお出で掛かけ日和びよりだ。

　今日は私の愛する野球漫まん画が『フライングバッター』のオンリーイベント開かい催さい日び。高校生になってから始めた総そう菜ざい屋やのバイトで貯めたお金を財布に詰つめ込み、喜び勇いさんでの参戦だ。

「にしても、今日も見つかってしまうとは……」

　先程の攻防を思い出して深い溜ため息いきをつく。

『悠ゆう子こちゃん、俺おれに黙だまってどこに行こうとしてるのかな？　その用事は来週じゃダメ？』

『ど、どこでもいいじゃないですか、今日行かなきゃ意味がないんですよ』

『──それって、誰だれと行くの？　俺が一緒に行っても』

『私は一人で行きたいんです！　和泉いずみさんは絶対についてきたりしないで下さいね』

　と、肩かたに掛けられた手を振り払って家を飛び出してきた。

　出掛ける私を玄げん関かんで引き止めようとした相手、冴さえ草ぐさ和泉さんは三年前に母の再婚によってできた義あ兄にである。母曰いわく、スポーツ万能、成績優秀、容よう姿し端たん麗れいの三さん拍びよう子しが揃そろった理想的なお兄さんらしいのだが、腐ふ女じよ子しの私にとっては恐きよう怖ふの対象でしかなかった。

　小学生の頃、同級生の男子に『オタクメガネ』とからかわれてイジメられた経験からただでさえ同年代の異性が苦手なところに、お洒落しやれな服装で挨あい拶さつに現れたキラキラの美青年──キング・オブ・リア充じゆう。

　他人だったら真っ先に逃にげていただろう。しかし、女手ひとつで育ててくれた母のために私は踏ふみ止とどまった。たとえ相手が美形のリア充であろうと、家族として歩み寄るべきだと考え、兄に嫌けん悪お感を抱いだかれないためにもＢＬ好きであることを隠かくし、一般人を装よそおう決意をした。リビングに置いてあった漫画・アニメのグッズは全て部屋に持って行き、自室への侵しん入にゆうは阻そ止ししたうえで、家事は完かん璧ぺきにこなして家庭的な子として印象付けようと頑がん張ばった。

　その努力の成果もあってか、兄は私を妹として大切にしてくれるようになったが──そこで落とし穴があった。

　兄は私に対して異様に過か保ほ護ごになっていったのだ。友達の家に行けば兄からの不在着信の嵐あらし、行き先を告げずに出掛ければストーキング。母から兄は女嫌いだと聞いていたのに、過か剰じようなスキンシップまでされて鳥とり肌はだものだった。そんな生活に耐たえきれず、我が慢まん強づよい私も遂ついに爆ばく発はつして泣いた。あんなかっこいい人じゃなくて普通の人が良かったと嘆なげいた日もあった。

　それでも最終的に許すことができたのは、兄が私の好きな漫画を自分で買って歩み寄る努力をしてくれたり、風邪を引いた時に看病してくれたり、優しい人だとわかったからだった。

　その後も一ひと悶もん着ちやくあり、兄の婚約者で従姉いとこの高たか飛び車しや令れい嬢じよう、安あん里りさんと拳こぶしと拳で戦ったり、安里さんの父親に安里さんとの婚約を破は棄きするようお願いしたり。以前の自分では考えられないような変化に自分でも驚いた。人見知りで臆おく病びような自分が、傷ついてでも誰かのために戦う日が来るなんて──それだけ私の中で、兄は大切な存在になっていた。その思いは今も変わらないまま続いている。

　けれどこの胸に抱かかえた思いは、伝えるつもりは毛頭ない。兄は私のことを完全に妹として見ているし、今の私にとって恋愛は二の次、三の次。

　一番は腐女子ライフの充実で、二番は我わが愛いとしの弟を愛めでることだ。四カ月前に生まれたばかりの弟の豊ゆたかは、それはもう可か愛わいい。つぶらな瞳ひとみにふっくらした頰。紅葉もみじのような手はずっと握にぎっていたくなる。今は母と共に里帰りしているが、今日の夕方頃には帰ってくる。楽しみだ。

　目的地の駅のアナウンスが流れて電車が止まる。私は軽い足取りで電車を降りて会場へと走っていった。




　数時間後、左手に同人誌が沢たく山さん入った手て提さげ袋ぶくろ、右手にパンフレットを持ちながらオンリーイベントの会場内を歩き回っていた。フラバタ一色の会場は満まん員いん御おん礼れい。整理券を配布して、時間を分けての入れ替え制にしているにもかかわらず中は混雑していた。

　連れん載さいが始まって三年経ってもフラバタの人気は衰おとろえを知らず、今月からはアニメの二期放送が始まった。今最さい高こう潮ちようのジャンルだ。しかも私の好きな穂積ほずみ×飛人たかとは、フラバタの中では一番サークル数が多い王道カップリングだから笑いが止まらない──のだが人気がありすぎるが故ゆえに困った事態も起きていた。

「また、売り切れ……っ」

　私は目当てのサークルスペースの前に立ってがっくりと肩を落とした。机には《完売》と書かれた紙がペタリと一枚貼はられている。ツイッターに沢山在庫を持ってくって書いてあったし友情本だからまだあると思っていたのに──これが一人参加の限界なのか！

　パンフレットのサークルマップを色分けして塗ぬり、順番を書いて効率よく回ったつもりでも、どのイベントでも何冊かは買えない本が出てきてしまう。

「ハァ……」

　と吐いた深い溜息が偶然重なった。ちらりと隣から聞こえてきた溜息の主を見るとそこには同年代の眼鏡めがねを掛けた男がいて私は目を瞠みはった。

　男の人なんて珍めずらしい。姉か妹に買ってくるように頼まれたのかな。

　見下ろすと、その男の手には私とどっこいどっこいの量の同人誌が入った袋ふくろ──頼まれ物にしては多いような気がした。もしかしたら、昨今増加しているという腐ふ男だん子し？

　物珍しげに観察していると男は私の視線に気付いた。少し吊つり気ぎ味みの目で睨にらまれた気がして、サッと顔を逸そらす。

　じろじろこっち見てんじゃねぇよ、と言いたげな表情に見えた。因いん縁ねんを付けられる前にここから離はなれよう。私はそそくさと他のサークルさんの元へ歩き出した。




　入れ替えの時間を迎むかえ、重い荷物を持って会場を出た。外の空気に触ふれて、深呼吸する。会場内は人の熱気がこもっていたから、外の方が涼すずしく感じるくらいだ。

　残念ながら手に入らなかった本もあったけど、豊作だった。オンリーイベントにしては規模も大きく本も千差万別、選び甲が斐いのある即売会だったと言えよう。

　重い手提げを置いてリュックから取り出した大きめの布を中身が見えないように被かぶせる。他人は勿もち論ろん、兄にばれないようにするための目め隠かくしだ。

　友達の麻ま紀きちゃんには、兄に腐女子であることを話してもいいんじゃないかと言われたことがあるけど冗じよう談だんではない。私は兄ほど、腐女子から掛け離れた人はいないと心の底から思っているのだ。

　綺き麗れいな亜あ麻ま色いろの髪かみに整った目鼻立ち、出会った時は中性的な雰ふん囲い気きもあったが今は男性的な魅み力りよくが増して色気がすさまじいことになっている。兄は私が出掛ける時、一緒に行きたいなんて言ってたけれど、あんな人がオンリーイベントの会場にいたら間違いなく浮うく。腐男子も増えてきたとはいえ、リア充の兄は間違いなく二次創作の存在自体を知らないし、それを説明する勇気も私にはなかった。

　ボーイズラブにどっぷり浸つかった腐女子を男性はどう思うか。好意より嫌悪感を抱かれる可能性の方が限りなく高い。だから今後も兄に腐女子だと明かす予定はない。たとえ、兄に追つい及きゆうされようとも！　逃げ切ってみせる。決意を固めた私はよっこいしょと手提げを持ち上げて家を目指した。




「た、ただいまー」

　聞こえないくらいの小さな声で、そろりと中を覗きながら玄関の扉を開けた。できれば兄に見つからずに、部屋に戻りたい。

「おかえり、悠子ちゃん！」

　三十センチも開けていないのに、兄が抱だきついてきてぎょっとする。忠犬のごとく扉の前で待たい機きしてたんですか!?　私は伸ばされた両りよう腕うでをするりと抜ぬけて家の中へ滑すべり込んだ。

「悠子ちゃんがいないから寂さびしかったんだよ。──で、どこに行ってたの？」

　最後の質問だけ、兄の声のトーンが下がる。帰ってきて早々、また同じ争いを繰くり返さなければならないのか……。同人誌の即売会に行ってきたとは口が裂さけても言えないのでいい加減諦あきらめて欲しい。

「ほ、本屋ですよ。都会の本屋は品しな揃ぞろえがとてもいいんです」

「先週はＣＤ屋さん、今週は本屋、どちらも俺が一緒に行っても良かったよね」

　良くないです!!　先週はキャラソンの発売日だったからアニメ専門ショップまで行ってきた。買うからには特典付き、ファンの自じ明めいの理りだ。

「私は子供じゃありません。一人で出掛けたっていいじゃないですか」

「悠子ちゃんに限っては子供とか大人とか関係ない。むしろ歳としを重ねるごとに気を付けてもらわないと」

　それはつまり、この状じよう況きようが今後改かい善ぜんされる予定はないということですね。私がおばあちゃんになっても同じことが言えるのか。兄なら言うかもしれないと思ってしまうのが痛いところだ。

「それより豊と母さんは帰ってきてませんか！」

「まだ帰ってきてないよ」

　豊が母と帰き省せいして一週間。早く会いたいけど、あと数時間、耐えるしかない。

「本、随ずい分ぶん沢山買ったんだね。重そうだから俺が持つよ」

　颯さつ爽そうと兄が手を伸ばしてきたので、ひしっと手提げ袋を胸に抱き締しめた。

「大丈夫です。まったく、全然重くないですから！」

　冷ひや汗あせをたらたら流しながら、全力で首を振る。いくら厚こう意いであっても、兄に任せられる代しろ物ものではない。私は固まっている兄を置いて、胸にお宝を抱き締めながら階段を駆かけ上がった。自室の扉を開けて、すぐさまガチャリと鍵かぎを閉める。

　床ゆかに手提げ袋を置くと一気に脱だつ力りよくした。おそろしいことに、兄の心配性は悪化の一いつ途とを辿たどっている。私は充分に品行方正な女子高校生だと思うんだけど……信用がないのかな。

　去年、高校生になり私が総菜屋のバイトを始めると話した時も兄はかなり五う月る蠅さかった。

「不特定多数の男が関かかわる仕事じゃないよね？」って。私が萌もえ喫きつ茶さで働くとでも思ってるのか。

　私自身、異性と関わるのは苦手なので接客業は最初に除じよ外がいしている。だから、総菜屋のキッチンという私にとって理想的なバイト募集の貼り紙を見つけた時、すぐに応募した。その後、面接も受かっていたところに、兄の反対によって危うく辞退させられそうになったけど、そこは母の協力を得て何とかバイトを始めることができた。

　お金がないと、趣しゆ味みの幅はばはかなり制限されてしまう。こうしてオンリーで同人誌を沢山買えたのも、バイトのおかげだ。私は早さつ速そく、手提げ袋の重じゆう装そう備びを解といて中から薄うすい本を取り出していく。どこにしまうかなんて考えるのは後回しだ。

　この三年で私の部屋は、更さらに進化を遂とげフラバタの館やかたと化していた。収納という収納は、全て飛人と穂積君の住家すみかと言っても過か言ごんではなく、二人への愛は高まっていくばかりだ。

　そんな中、今本誌では大変な事態が起こっていて、フラバタ腐女子界には大だい旋せん風ぷうが吹き荒あれている。我われらがアイドル、飛人がスランプで落ち込んでいるところにつけ込む女子マネージャー、アヤカの登場に阿あ鼻び叫きよう喚かん、私もその中の一人だ。

　可愛くて、野球の知識も深くて、働き者のアヤカに野球部員の皆は虜とりことなっている。原作者である倉くら敷しき先生のヒロイン、アヤカへの力の入れように、最近は本誌を読むのがつらい。アヤカと飛人が恋人同士になってしまったら、私の好きな穂積君は幼おさな馴な染じみらしく二人の仲を応援し始めてしまったりするのだろうか。

　そこはぜひ嫉しつ妬として邪じや魔まして欲しいところだけど──原作ではあり得ないことだ。原作では困こん難なんなことを、同人誌の中に求める。それが腐女子の嗜たしなみ。私は積み上がった本の山から一冊手に取って、夢中で読み始めた。




　ふと時計を見上げると夕飯の時間が間ま近ぢかに迫せまっていた。私はすぐに同人誌を閉じて、立ち上がった。今日は私が夕飯を作る当番だ。急いで作らないと。

　素す早ばやく扉を開けて部屋を出ると階段の下から、いい匂においが漂ただよってきた。

　もしかしてとキッチンを覗いてみると、

「夕飯できたからそろそろ呼びに行こうと思ってたんだ」

　兄がお玉とお椀わんを手にお味み噌そ汁しるをよそっていた。きらきらしい兄と味噌汁、何だかミスマッチだ。

「あの今日、私が当番の日でしたよね？」

「うん、でも日中やることなくて暇ひまだったから」

　暇だから料理、私にはない発想だ。自分なら暇があればパソコンつけてフラバタサーチで穂×飛サイトを探しているだろう。

「すみません、ありがとうございます！」

「どういたしまして」

　兄は嬉うれしそうににっこりと笑う。兄は嫌いや々いやじゃなくて進んで家事をやってくれるから私としても気が楽だ。

　兄と一緒にテーブルにお皿を並べていると、上の部屋から両親と豊が下りてきた。海外から帰ってきたばかりの父は豊をだっこしながらニコニコしている。

「おっ久しぶりの和食だ。悠子ちゃんが作ってくれたの？」

　父は椅い子すに座り、テーブルに箸はしを並べている私に礼を言った。

「今日は和泉さんですよ」

「和泉だったのか、ありがとな」

「別に、俺は悠子ちゃんの好きなものを作っただけだから」

　それはわざわざ言わなくてもいいような気がする。

　兄の返事に「だろうな」と苦笑して父は肩を竦すくめていた。

　家族で席につき「いただきます」と手を合わせる。今日は一カ月ぶりに家族五人が揃った。母は子育て真っ最中のため、比ひ較かく的てき家にいるがフォトグラファーの父は海外の仕事のオファーが続いていて、なかなか日本に帰ってこられないのだ。

「お父さん、今回はどのくらい日本にいられるんですか」

「三カ月はいられるように調整したよ。豊の成長が早すぎて離れる時間が勿もつ体たいない。ねぇ、妃きさきさん。やっぱり一年くらい育児休業しちゃダメ？」

「一家の大黒柱として頑張って働いてね、正まさ輝きさん」

　にっこり提案を断った母に父はがっくりと肩を落としている。豊と会えないのは寂しいだろうから、せめて私なりに父を応援しよう。

「お父さん、三カ月もあれば色んなことができますから！」

　いつもより長期間いられるのだ。この時期の成長は早いから一緒にできることも増えていって、父もたっぷり豊との時間を満まん喫きつできるはずだ。

「そうだね、一緒にお風呂とか、散歩とか、夜泣きもあるけど！」

「それが赤ちゃんの仕事なのよ、正輝さん」

「わかってるよ、豊が元気な証しよう拠こだろう。オレにも色々手伝わせてね」

「ええ、頼りにしてるわ」

　私は二人の会話を聞きつつ卵焼きを口に運んだ。このふわふわの触感、程よい甘あま味み、見た目も綺麗に焼けていて食が進む。兄は三年前から料理に興味を持つようになり、その腕は子供の頃からおさんどん担当だった私と同レベルの域に達している。最初は包ほう丁ちようを握る手も危なげで炊すい飯はん器きの使い方も知らない人だったのだが、今やその影はない。

「美お味いしい？」

　隣となりの席から尋たずねてきた兄に、こくんと頷うなずいた。

　料理の他にも兄は色々家事を手伝ってくれている。この前の休みは布ふ団とんも干してくれていたり、なくなりかけのシャンプーを買ってきておいてくれたり、換かん気き扇せんを洗っておいてくれたり、痒かゆいところに手が届く。そのやる気はどこから湧わいてくるのか。主夫の入社試験があったら即決で合格を出す積せつ極きよく性せいだ。

「悠子ちゃんも手伝って欲しいこととかあったら俺に何でも言ってね」

「料理だけでも私は充分助かってますよ」

　兄の協力のおかげで自分の時間が取れるようになり、以前より生活が充実しているのだ。

　私はぱくりと美味しいご飯を口に含んで、久々の家族の会話を楽しんだ。
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　イベントの翌日の月曜日。それは学校＝現実との闘たたかいの場でもある。五時間目終了のベルが鳴り、私は一人で教科書とノートを手に持って教室を出た。

　二年生になった今でも、私にはクラスに仲のいい友人がおらず基本単独行動ぼつちだ。中学と違うのは、クラスのみならず学校全体でも友達らしき人がいないこと……コミュ障しようにも程がある。

　麻紀ちゃんは私とは違う高校に進学したし、この高校には漫まん研けんが存在しない。だから漫画以外の話は無口になってしまう私は、友達作りに難なん航こうした。最初は焦あせりも感じて、大人しそうな子と話してみたりしたけど、すぐに喋しやべることがなくなってしまって結局一人でいることを選んだ。卒業まであと二年、我慢あるのみだ。

　廊ろう下かの角を曲がった瞬しゆん間かん、スッと人影が現れる。避よけなければ、そう思った時にはもう既すでに遅かった。

　ドンッとぶつかった衝しよう撃げきで教科書とノートが手から滑すべり落ちた。すぐに拾ひろおうとすると、その上に相手のノートや筆箱の中身がぶちまけられる。

「あ、わりぃ、手滑ったわ」

　その低い声に思わず、びくっと体が強こわ張ばった。小学生の時、同級生の男子にいじめられた経験のある私は、どうしても同年代の異性相手だと身み構がまえてしまう。聞こえた口調が元同級生を彷ほう彿ふつとさせて、きゅっと口を噤つぐんだ。

　ぶつかった男子は足元に落としたペンをかき集めている。近づきたくはないけれど、早くしないと授業が始まってしまう。私もしゃがんで自分の物を回収しようとした時、手の上に大きな手が重なった。バッと手を引いて男子から距きよ離りを取る。

「い、今のは、わざとじゃないぞ」

　男子は無実を証明するように慌あわてて両手を振っている。怖こわくて顔も見ていなかったが、黒くろ髪かみで眼鏡を掛けた吊り目気味の男子だった。どこか見覚えがあるような気がするが思い出せない。

「い、いえ、びっくりしただけなんで気にしないで下さい」

　私は拾った自分の教科書とノートを胸に抱いて、化学室へと走った。




　化学室で授業が始まり、教師がカツカツと黒板にチョークを走らせる。教科書を机に置き、ノートを広げて驚おどろいた。

　これ、私のノートじゃない。

　開いたページに書かれた文字は、シャーペンじゃなくて鉛筆で書いてるのかと思うくらい筆ひつ圧あつが濃こい。触ったら手が黒くなりそうだ。

　さっき、ぶつかった時に入れ替わったんだ……。デザインが同じノートだから気付かなかった。誰のノートなのか確認しようとした時、他のページにイラストを見つけて目が釘付けになった。

　──これは、飛人と穂積君!!

　お世せ辞じにも上手とは言えない絵だが二人の特とく徴ちようをよく摑つかんでいて、私にはすぐわかった。野球部のユニフォームを着た黒髪眼鏡の穂積君を短髪の飛人が不自然な角度に曲がっている肘ひじで後ろから抱き締めている。

　しかもこの構図だと飛人×穂積……逆カプか!!

　更にイラストの左右には吹き出しで台詞せりふまで書かれていて、

『こんな所でやめろよ』

『大丈夫だ、月しか見てない』
















　って私が見てるよ!?　これは、見たらあかんヤツや……。私はパタンと静かにノートを閉じた。私もノートにポエムめいた文章を書いたりするからわかる。間違いなく、このノートの持ち主は腐ふの色に染そまった仲間だ。

　今はっきり思い出した。あの男子、見覚えがあると思ったら、昨日の即売会で私の隣に立って溜息をついていた腐男子だ。ノートの表紙を見てみると《２─Ｂ　仲なか島じま新あらた》とクラスと名前が書かれていた。

　きっと落書きしてあるノートが他人の元にあると気付いたら恥はずかしくて死にたくなるに違いない。このノートは一いつ刻こくも早く返してやらねば。胸の中には使命感が生まれていた。私は先生の長い化学式の説明を右の耳から左の耳へ聞き流し、授業が終わるのを待った。




　授業が終わり、まっすぐ隣の二年Ｂ組に向かう。自分から同級生の男子に話し掛けるのなんて何年ぶりだろう。緊きん張ちようするが、先延ばしにはできなかった。

　扉から一番近い席には男子しか座っていない。しかも私が特に苦手としているチャラいタイプ……仕方なく声を掛けると、彼は「仲島ー、女が呼んでるぜ！」と大きな声で手を上げた。教室の中の数人がきょろっとこちらを見る。目立つから、できればもっと静かに呼んで欲しかった。

「仲島だけど。ん？　あんた、どこかで顔見たことがあるな」

「そ、それはさっき廊下でぶつかったからですよ。これ、仲島君のノートです。ぶつかった時に入れ替わってしまったみたいで。私のノート持ってませんかっ」

　教室の入り口までやってきた腐男子、仲島の前にノートを差し出すと、ジィッとノートを注ちゆう視ししている。もしや、私が見たと気付いたか？　大丈夫、月しか見てないことにするから！

「……どうも。今ノート取ってくるから、ちょっと待っててくれ」

　もちろん昨日のイベントでの邂かい逅こうについて口にする気はない。私は隠れ腐女子、自ら腐属性だと明かしたりはしない。

「持ってきてくれてあんがとな。ほい、あんたのノート」

「こちらこそありがとうございます」

　仲島の手からノートを受け取ろうとすると、ひょいっと腕を上げてノートを遠ざけられた。届かない。これはいじめか……？

「ノート返す前に聞きたいんだけど、オレのノートの中身、見てないよな」

「だ、大丈夫です。月しか……っ、ではなく、誰も見てません」

「ってお前その台詞……見たんじゃねぇかっ」

　つい無意識の内にノートに書いてあった台詞を口走ってしまった。あまりに印象的なイラストと吹き出しだったから頭にこびりついて離れなかったのだ。

　突とつ然ぜんの怒ど声せいに体が震ふるえる。怖くなった私はノートも受け取らないまま踵きびすを返して走り出した。勝手に見たのは悪かったけど、親切で返しに行ったのにあんなに怒おこることはないではないか。仲島が追いかけてくるのを恐れて女子トイレに逃げ込んだ。

　個室のトイレに座って大きな溜息をつく。ノート、返してもらってないけどどうしよう……、トイレの天てん井じようを見上げて途と方ほうに暮れた。




　あれから、幸か不幸か仲島が私のノートを返しに来ることはなかった。放ほう課か後ごまでずっと考え続けていたが仲島の手にあるノートは諦めようかと考えている。クラスメイトに頭を下げて写させてもらうか、或あるいは先生にノートを紛ふん失しつしてしまったと伝えて救済策を求めるか。どちらにしても究きゆう極きよくの選択なのだが、怒っているだろう仲島の元へはもう行きたくなかった。

　ホームルームを終え、教室を出た私は階段を下りていった。下げ駄た箱ばこのフタを開けて靴くつを取り出そうとした時、自分の目を疑うたがった。靴の上に手紙が乗っている。

　パソコンやスマホでの連絡が主流になったこのご時じ世せいにわざわざ手紙をしたためてきたと。

　もしやこれが噂うわさの──不幸の手紙？　恐る恐る手を伸ばして白い封ふう筒とうを手にした。

　封筒の宛あて名なには「冴草悠子殿」の文字。裏には仲島の名前が書いてあった。

　……カッターの刃はとか、入ってないよね。私は警けい戒かいしながらその場で封ふうを切った。




　腐女子冴草悠子に告つぐ。

　明日の昼休み校舎裏にて待つ。

　必ず一人で来るように！




　プルプル手紙を持つ手が震えた。な、何で腐女子だってバレてるんだ。あの後、私とイベント会場で会ったことを思い出してしまったんだろうか。ノートを返した時の会話に滲にじみ出るものがあって察さつしてしまったとか？　だとしたら怖すぎる。

　何のために呼び出すのかはわからないけど行きたくないことだけは確かだった。もしかしたらあの落書きを私が勝手に見たことによって恨うらみを抱かれているのかもしれない。

　大体少年漫画では校舎裏に呼び出されると、その傍かたわらに数人の仲間が隠れていて呼び出した相手を羽は交がい締じめにし、ボコボコにするのだ。インドア派で小こ柄がらな私の戦せん闘とう力りよくは計測器スカウターで覗くまでもなく低い。一対一でも仲島に勝てる要素はなかった。

　自分の身を守るのが先決だ。ノートのことは惜おしいけど呼び出しには応じない、と判断を下した。仲島に私が腐女子だと知られていようとも相手だって腐男子。偏見はないだろうし私が腐女子だと学校中に言いふらすなんて非ひ人じん道どう的てきな真ま似ねはしないはずだと自分に言い聞かせた。

　手紙を鞄かばんにしまい、校舎を出た。仲島のことは忘れて、楽しいことに思いを馳はせよう。家では愛しの弟が私を待ってくれている。私は少しだけ軽くなった足取りで家路についた。
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「悠ゆう子こちゃん、俺おれに黙だまってどこに行こうとしてるのかな？　その用事は来週じゃダメ？」

「ど、どこでもいいじゃないですか、今日行かなきゃ意味がないんですよ」

「──それって、誰だれと行くの？　俺が一緒に行っても」

「私は一人で行きたいんです！　和泉いずみさんは絶対についてきたりしないで下さいね」

　引き止めようとした俺の手を振り払って悠子ちゃんは家を飛び出していった。バタンと閉じた扉とびらに俺は片手をついて項うな垂だれた。

　今日は楽しみにしていた日曜日。悠子ちゃんが気になると話していたケーキの美お味いしい喫きつ茶さ店てんに誘さそおうと思っていたのに……。俺はリビングに移動してドスンとソファに腰を落とした。

　オカシイ。俺の計画では車の免めん許きよも取ったから、これからは悠子ちゃんを連れて色々な所に出で掛かけて、毎週のようにデートができるはずだったんだけど、悠子ちゃんは殊ことの外ほか忙しそうにしている。

　今日もどこへ行ったのやら、行き先も告つげずに出掛けてしまった。

　──そのくらい、教えてくれてもいいんじゃないの？

　三年前、父親が再婚して俺の義妹いもうとになった悠子ちゃんは出会った当初から俺に隠かくしごとを続けている。悠子ちゃんの噓うそが上手だったら俺もここまで気にしなかったんだろうけど悠子ちゃんは基本的に思ってることが顔に出て、噓が下へ手たなタイプだから、暴きたくなってしまうのだ。

　俺からすると、何な故ぜ出掛ける場所を教えてくれないのかがわからない。最初は漫まん画がが好きなことも俺に隠したがってたし──悠子ちゃんには出会った時から一線を引かれていて、家族として認められていないようで悲しかった。




　女性恐きよう怖ふ症しようの俺が触っても蕁じん麻ま疹しんが出ない小動物のような妹が可か愛わいくてたまらないんだけど、この思いは一方通行。理想とする相思相愛の兄妹になるには程遠い。

　従姉いとこの安あん里りから守ってくれた時は、もっと近くに感じたんだけどな……。あの時、悠子ちゃんは俺をいつになっても大切な人だと言ってくれた。その言葉を支えにして生きているようなものだ。

　俺にとって悠子ちゃんは希望だ。普通の生活を教えてくれた、家庭的で友達思いの芯しんが強い妹。彼女と幸せな未来を築きずけるよう、俺なりに頑がん張ばるしかない。

　悠子ちゃんは一人で颯さつ爽そうと外へ出掛けてしまった。今日は喫茶店に誘うのは諦あきらめて、夕飯を作って悠子ちゃんを待っていよう。

　俺はソファから立ち上がって、キッチンに向かった。

　料理がまったくできなかった三年前、俺は料理の勉強を始めた。というのも、三歳下の悠子ちゃんは俺よりしっかりしていて、家事に関してはパーフェクト。それに比べて俺はと言えば、てんで役立たずだったのだ。

　炊すい飯はん器きの使い方から、洗剤の使い分け、お風呂の掃そう除じと日常生活をする上でできないことが多すぎた。未み熟じゆくな俺でも悠子ちゃんは責めたりしなかったが、不ふ思し議ぎそうにしていた。

「知らずに生活できていたのがすごいです」

　と悠子ちゃんに言われた時は顔から火が出そうだった。実家でも寮りようでも周りには進んで家事や雑用をやってくれる人間がいたし、自らやりたいとも思わなかった。その時のツケが後になって回ってきたのだ。

　このような自分では、悠子ちゃんの理想の兄にはなれない。

　俺は一いち念ねん発ほつ起きして自分改かい革かくに挑いどんだ。昔の俺とは決別して新しい自分に生まれ変わる。以前の自分のままでは、普通の家庭の中に馴な染じめないように感じたのだ。

　悠子ちゃんのように家事をして、家族を助けられる人間になりたい。更さらにもっと欲を言えば、悠子ちゃんが甘あまえてくれるくらい完かん璧ぺきな兄になりたい。

　目標を決めた俺の行動は早かった。毎日、悠子ちゃんのいない時間に家事の猛もう特とつ訓くんを始めた。何をしても苦にならなかった。誰かのために何かをすることがこんなに楽しいものなのか。そして日に日に自分が変化していくのがわかった。

　悠子ちゃんと暮らし始めた時は、彼女を怯おびえさせたり、泣かせてしまったり、自分のダメさ加減に打ちひしがれたけど、家事をすれば確実に喜んでもらえる。俄が然ぜん包ほう丁ちようを握にぎる手にも力が入った。俺は卵焼き器の上でパタパタと卵を巻きながら、悠子ちゃんの帰りを楽しみに待った。




「た、ただいまー」

　夕飯を作り終えてリビングでのんびりしていた俺は、その声を聞いてすぐさま玄げん関かんに走っていった。

「おかえり、悠子ちゃん！」

　数時間ぶりの悠子ちゃんを両手で抱き締しめようとしたらサッと避よけられた。未いまだに悠子ちゃんはスキンシップに慣れてくれない。そんな奥ゆかしいところも好きだけれど、もう少し打ち解けてくれてもいいと思う。

「悠子ちゃんがいないから寂さびしかったんだよ。──で、どこに行ってたの？」

　尋たずねると悠子ちゃんの瞳が左右に泳いだ。

「ほ、本屋ですよ。都会の本屋は品しな揃ぞろえがとてもいいんです」

「先週はＣＤ屋さん、今週は本屋、どちらも俺が一緒に行っても良かったよね」

「私は子供じゃありません。一人で出掛けたっていいじゃないですか」

「悠子ちゃんに限っては子供とか大人とか関係ない。むしろ歳としを重ねるごとに気を付けてもらわないと」

　身長は変わらないけど、三年前より髪が伸びて少しずつ丸みを帯びた体になっていく様を傍そばで見ている俺としては悩なやましい問題だった。子供だった悠子ちゃんが大人の女性に成長していくのだから、いくら警けい戒かいしてもし足りなかった。

「それより豊ゆたかと母さんは帰ってきてませんか！」

「まだ帰ってきてないよ」

　それよりって俺には重要なことなんだけど、豊の魅み力りよくの前では敵かなわないか。

　悠子ちゃんは豊を目に入れても痛くないほど可愛がっているのだ。子供が好きなことは知っていたが、豊が生まれてからはその愛情深さを思い知らされる日々である。

「本、随ずい分ぶん沢山買ったんだね。重そうだから俺が持つよ」

　悠子ちゃんの足元にある手て提さげ袋ぶくろに気付いて、あと少しで手が届きそうになった瞬しゆん間かん、悠子ちゃんはがしっと摑つかんでその袋を胸に抱き上げた。

「大丈夫です。まったく、全然重くないですから！」

　悠子ちゃんは真まっ青さおになってブンブンと首を横に振る。

　何でそこまで拒きよ否ひするの？　お兄ちゃんには私の物を触って欲しくないってこと!?

　冷たい態度にショックを受けていると、悠子ちゃんは階段を駆け上がって行ってしまった。親切のつもりで持つよって言ったんだけど、何故か空回りしてしまう。とぼとぼとリビングまで歩いてソファに座った。

　帰ってくるといつも大きな手提げを持っているから、どこかに買い物に出掛けてるんだろうけど……。

　やっぱり、バイトを許したのが問題だったのかもしれない。面接に受かったので来週から出勤すると悠子ちゃんからメールで事後報告があった時、俺は猛反対した。バイト先で教育指導というセクハラをされたり、帰り道で痴ち漢かんに遭あうかもしれない。考えただけでもおそろしかった。けど妃きさきさんに、

「悠子の社会経験にもなるから許してあげて」

　と諭さとされるように言われたら頷うなずくしかなかった。

　夕方から夜まで四時間のシフトで週五日。つまり一週間で二十時間、一年で千と四十時間、悠子ちゃんと一緒にいる時間が減る計算になる。──人生の損そん失しつだ。

　今年、弟の豊が生まれてからはバイトの日数を減らしてくれたけど、それでも俺は一いつ緒しよの時間が足りないと感じる。せっかく俺が実家にいる時間を増やしても悠子ちゃんがいないのでは、意味がない。俺は悲しみの淵ふちに沈しずみながらソファに座って丸くなった。




　夜になると、悠子ちゃんが階段から下りてきた。

「夕飯できたからそろそろ呼びに行こうと思ってたんだ」

　と味み噌そ汁しるをよそいながら伝えれば、悠子ちゃんは驚きながらも嬉うれしそうにしている。

　──良かった、今度は拒否されなかった。

　ここで「余計なことしないで下さい」って悠子ちゃんにすげなくされたら俺は泣く。

「あの今日、私が当番の日でしたよね？」

「うん、でも日中やることなくて暇ひまだったから」

　どうせスマホをいじって、時間をつぶすだけなら悠子ちゃんのために何かしていたかった。

「すみません、ありがとうございます！」

「どういたしまして」

　悠子ちゃんと食事の準備を終える頃、家族全員が揃そろって席についた。目の前に座る親父おやじは豊を抱いてデレデレしている。食べる気あるのかと思っていたら、親父の隣に座る妃さんが豊を取り上げてベビーチェアに乗せてくれた。

　今日は久しぶりに家族が揃い、和なごやかな空気が流れている。俺は親父が家にいなくとも気にならないが、一カ月ぶりの父の帰国を悠子ちゃんと妃さんが喜んでいるのは、明るい表情から伝わってきた。

「お父さん、今回はどのくらい日本にいられるんですか」

「三カ月はいられるように調整したよ。豊の成長が早すぎて離れる時間が勿もつ体たいない。ねぇ、妃さん。やっぱり一年くらい育児休業しちゃダメ？」

「一家の大黒柱として頑張って働いてね、正まさ輝きさん」

　妃さんのいうことはもっともだ。親父は家族を支える立場として自覚を持ってもらいたい。俺は味噌汁を啜すすりながら頷いた。

「お父さん、三カ月もあれば色んなことができますから！」

　悠子ちゃんは親父と一緒で豊を溺でき愛あいしているから同情してしまうのだろう。落ち込む親父を励はげますように声を掛けている。悠子ちゃんは家にいると、豊に構いすぎて俺は寂しい思いをしていたから、そういう点では親父が帰ってきて良かったかもしれない。

「そうだね、一緒にお風呂とか、散歩とか、夜泣きもあるけど！」

「それが赤ちゃんの仕事なのよ、正輝さん」

「わかってるよ、豊が元気な証しよう拠こだろう。オレにも色々手伝わせてね」

「ええ、頼りにしてるわ」

　家族の会話を聞きながら、平和な時間を嚙かみ締める。親父には昔のこともあって思うところがあるけれど、この穏おだやかな会話が飛び交かう空気は好きだった。自分には温かな家族なんて、絶対手に入れられないものだと思っていたから尚なお更さらだ。

「美味しい？」

　俺の隣となりでもぐもぐしている悠子ちゃんに尋ねるとこくんと愛らしく頷うなずいた。

「悠子ちゃんも手伝って欲しいこととかあったら俺に何でも言ってね」

「料理だけでも私は充分助かってますよ」

　そこは、さっきの妃さんのように頼りにしてるって言ってくれたら嬉しいんだけどな。もっと甘えてもらえるように頑張ろう。この大切な家族を失わないためならどんな自分にもなれる気がした。
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　俺は高校を卒業して、家から程近い国立大学に入学した。学部は法学部を選んだ。女嫌いの俺にとって共学というのはネックだったが、近くの国立大は共学しかなかったから仕方がない。悠子ちゃんとの時間を減らしてまで遠方の大学に通う気にはなれなかったのだ。

「よ、久しぶりだな」

　講義が終わり、食堂に向かう途中で貴たか士しに声を掛けられた。貴士は偶ぐう然ぜん同じ大学に入ったが、学部が違ちがうので偶たまにしか会わない。紙パックのジュースを飲みながら、貴士は周囲を見渡した。

「やっと周りが落ち着いてきたみたいだな」

「あぁ、ようやく」

　入学した当初は毎日サークルの勧かん誘ゆうや、女の告白や合コンの誘いだので騒さわがしかった。

　ぶんぶんと集まってくるハエのような連中には心底嫌いやな思いをさせられたのだ。何を言われても大学では問題を起こしたくないから、なるべく笑顔でスルーするようにしている。

　今日のお弁当も美味しそうだな。大学にいる間、一番楽しみなのが昼食の時間だった。いそいそとお弁当のフタを開けると、中には色いろ鮮あざやかなおかずの数々が詰つめられていた。ひじきと人にん参じんのきんぴらとブロッコリーの胡ご麻ま和あえに唐から揚あげと卵焼き、ご飯にはシャケが混ぜられている。見み栄ばえもばっちり、栄養満点。本当に俺はいいコを妹に貰もらった。

「これが噂うわさの彼女からの弁当か」

　学食のランチを手にした貴士が俺の目の前に座った。

　彼女？　そんなの作った記き憶おくはない。また誰かが自称してるのかと片かた眉まゆを持ち上げて訝いぶかしんだ。

「和泉が妹ちゃんの弁当開けていつもにやにやしてるから、あれは恋人からの手作り弁当に違いないって噂になってんだよ」

　都つ合ごうのいい噂だ。それで女が寄ってこなくなるなら助かる。

「マジで美う味まそうな弁当だな、俺のハンバーグ分けっからその唐揚げをひとつ……」

「一ひと欠片かけらもやらない」

　素早く貴士が伸ばした箸はしから守るように、弁当を自分の方に寄せた。

「あぁ、うん、言ってみただけだ。それはそうと和泉、夏休みに親しん戚せきのペンションで泊とまり込みのバイトできるヤツ探してるんだけど一緒に行かないか？　ほら、バイトの金で妹ちゃんにプレゼントとか！　いい案だろ」

　悠子ちゃんをダシにすれば俺が頷くと思っているのがバレバレだった。そんな餌えさに簡単には釣つられない。

「断る。夏休みは悠子ちゃんと出掛ける計画がびっしり詰まっている」

「びっしりって、それ妹ちゃんの許可貰ってんの」

「ん、それはこれから貰おうかなって」

　貴士の質問に答えながら、俺はスマホで食べ終わった弁当箱の写真を撮とった。ごちそうさま、今日も美味しかったよ。とメールを書いて写真と一緒に送信する。

「今、空になった弁当箱の写真を妹ちゃんに送ったんだろ……同じこと、テレビで愛あい妻さい家かの有名人がやってたぞ」

「愛妻家がいれば、愛あい妹まい家かもいるだろう」

　悠子ちゃんは、マメにメールをする方じゃないから返信はない。自己満足だと言われてしまえばそれまでだけど、俺がお気に入りのおかずをメールで伝えると悠子ちゃんは必ず二、三日後には入れてくれるからそれがメールに対する返事だと思っている。

「勝手に造ぞう語ごを作るな」

「じゃあ、何て言うんだよ」

　シスコンじゃ、ないかな……と貴士は遠い目をしながら呟つぶやいていた。
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　大学から家に帰ると、リビングで妃さんが豊をだっこしてテーブルでお茶をしているところだった。

「和泉君、おかえりなさい。一週間ありがとね」

「いいえ、大丈夫ですよ。実家でゆっくりできたようで良かったです」

「ええ、あっちはもう年金暮らしで、のんびりしてるからね。豊は天使だって毎日喜んで面倒見てくれたわよ、もっと早く行けば良かった」

　妃さんが「ねー」と顔を合わせると豊がにぱっと笑った。豊の目鼻立ちや眉まゆは悠子ちゃんに通じるものがあり、妃さんの両親が天使に例えた気持ちに激はげしく同意してしまう。

　俺はお茶を飲んでいる妃さんの前に座って尋ねた。

「あの、前から聞きたかったんですけど……妃さんは、悠子ちゃんの男性の好みって知ってますか？」

　本人に聞いたこともあるけど答えてもらえなかったし、悠子ちゃんを長年見ている母親なら知っているかもしれないと考えたのだ。妃さんと二人になるタイミングを摑めなくて聞くのが今になってしまった。

「何でそれを知りたいのかしら」

　ずずっとお茶を啜りながら答えた妃さんの切り返しに、一瞬言葉に詰まったが正直に答えた。

「もっと、悠子ちゃんに俺を好きになって欲しくて……」

「和泉君はそのままでも悠子は嫌きらいになったりはしないわよ」

　妃さんのフォローに力なく首を振った。

　俺は悠子ちゃんに好かれている自信がない。俺の容よう姿しは初対面の悠子ちゃんを青ざめさせてしまったし、昨日もしつこいと手を振り払われ、俺には荷物にも触られたくない……って、どう考えても好かれてはいないだろう。

「悠子は私と二人だけの生活が長かったからね、異性への免めん疫えきがない上に苦手意識が強いの。だから他の男の人に比べれば悠子は和泉君に甘えてる方よ」

　人見知りだとは思ってたけど異性が苦手だったのか。それはつまり俺に限らず他の男も警戒してくれるということ。

　しかも母親の妃さんから見て、俺は悠子ちゃんに心を許してもらえているようだ。──だとしたら嬉しい。

「それに、私も仕事であまり一緒にいてあげられなかったし、誰かに構ってもらうのに慣れていないのよ。だからびっくりさせないようにゆっくり時間を掛けて近づいてあげてね」

「はい……」

　警戒心たっぷりの猫のような悠子ちゃん。焦あせらず、ゆっくり、慎しん重ちように。それが結構難しい。

「ふふっ、じゃあもうひとつだけ。悠子は、眼鏡めがねを掛けた知性的な男の人に弱いわよ。私の亡くなった元旦那が眼鏡を掛けた優しい人だったから……写真を見て育ったから、無意識の内に刷すり込まれてるのかもしれないわね」

　そういえば悠子ちゃんの好きな居い城しろ穂積ほずみも眼鏡を掛けていた。

　なるほど、とても参考になる。

「へぇ、そうだったんですね。ありがとうございます！　今度試してみますね」

　続けて妃さんから悠子ちゃんの昔話を聞いていると、悠子ちゃんが学校から帰ってきた。悠子ちゃんはまっすぐ豊の元へ向かっていく。妃さんが豊を悠子ちゃんに渡して、肩をぐるぐる回す。悠子ちゃんは豊をだっこしながらご満まん悦えつの様子だ。

「悠子ちゃん、お弁当箱出してくれれば俺が洗うよ」

「助かります！　あ、すみません、鞄かばんは玄関にあるんです。手が離はなせないから出してもらってもいいですか」

　申し訳なさそうな顔で悠子ちゃんが頭を下げた。そのくらいお安い御ご用ようだ。俺は玄関で悠子ちゃんの鞄を回収し、リビングの机つくえの上でお弁当箱を出した。

　その時、はらりと机に手紙が零れ落ちた。

　白い封ふう筒とうには丁てい寧ねいな文字で悠子ちゃんの名前が書かれており、バッと後ろにひっくり返すと《仲なか島じま新あらた》の文字……。間ま違ちがいなく男からの手紙だった。

「悠子ちゃん、これは何かな？」

　壁かべに寄り掛かり、人差し指と中指で手紙を挟はさんで悠子ちゃんに問うとその手紙を見て、悠子ちゃんの紅こう潮ちようした頰ほおが一気に青ざめていく。一歩近づくと「な、何でしょうね」と白しらを切ろうとした。

　うん、それじゃまったく納なつ得とくできないからね。

　俺は腹の底から怒いかりが込み上げるのを自覚しながら、悠子ちゃんににじり寄っていった。
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「悠ゆう子こちゃん、これは何かな？」

「な、何でしょうね」
















　笑顔のまま絶対零れい度どの瞳ひとみで見てくる兄に危険を覚え、私は咄とつ嗟さに胸の中の豊ゆたかを母に渡して避難させた。

　どうして鞄かばんに入れておいた仲なか島じまからの手紙が兄の手に……思い返してすぐ答えに至った。自分で鞄の中からお弁当箱を出してと頼んだからだ。

「そ、それはただの手紙です」

「見ればわかるよ。具体的に言おうか？　男からのラブレターだよね、って俺おれは聞いてるんだけど」

「ラ、ララブレター!?　何を仰おつしやってるんですか」

　むしろあれは脅きよう迫はく文ぶん。ラブレターと勘かん違ちがいしているということは中身を見ていないようでホッとする。あの手紙には腐ふ女じよ子しの一文が入っているので見られたら大だい惨さん事じだ。

「私宛あての手紙ですから返して下さい」

　私は素早く兄の手から手紙を奪い返した。

「ラブレターじゃないなら何て書いてあるのか教えて」

　他人が言えば冗じよう談だんだが兄は本気なのだろう。十人並み以下の私相手にラブレターを出す男子がいるわけがないのに。不幸の手紙だとブルブルしていた私とは大違いの反応だ。

　普段から兄は妹の私に近づく男を悪い虫として警けい戒かいにあたっており、男の影を見つけると颯さつ爽そうと駆かけつけ追い払おうとする。この間はバイト先の店長まで疑うたがっていた。あの人は小学生の子供がいる既き婚こん者しやなんですけど……兄には関係ないらしい。

「それを教えるのは書いた人にも失礼でしょう……」

　手紙には一人で来るようにと書かれていたし、他言して欲しくないに違いない。

「その男のこと、庇かばうの？」

「え、いや、そうではないですけど」

「なら教えて。悠子ちゃんがその男を守る義理なんかこれっぽっちもない。言うつもりがないなら、俺が悠子ちゃんの高校まで行って手紙の男に直接内容を聞いてもいいんだよ」

　内容を聞くって──あの手紙の最初に、はっきり《腐女子冴さえ草ぐさ悠子に告ぐ》と明記されていた。あれも一緒にばらされたら途と轍てつもなく困る。

　それだけは何とか避さけたい。心の中で仲島に謝あやまりながら口を開いた。

「明日の昼休み校舎裏にて待つって……」

　私は手紙の内容を大分端折はしよって兄に伝えた。

「絶対告白されるよ。行ったら襲おそわれるからやめておこうね」

　ない、それだけはないわ。

　同じ襲われるでも意味が違う。私が立てた私刑リンチ説の線が濃のう厚こうだろう。

「そもそも私ははじめから行く気はありません」

「本当に？」

　こくんと頷うなずくと兄は厳きびしかった表情を和やわらげて肩の力を抜いた。

　そして、ギュッと私の手を取って目を見つめてくる。

　瞬間、心臓がドキンと跳はね上がった。

「悠子ちゃんはずっと彼氏なんか作らなくていいからね」

　これが兄としてじゃなくてそういう意味だったら嬉うれしいが、兄は確実に一生彼氏ナシの独身でいろという意味で言っている。さっきのときめきを返せ。

　兄の言葉にはっきりした答えは返せず、私は苦笑いするしかなかった。




　翌日、外は風が吹き荒れていた。家を出ようとした時、制服のスカートが捲めくれるのを兄に心配されたので、一度部屋に戻って下に短パンを履はく羽目になり危うく遅刻するところだった。

　昼休みになっても、私は例の手紙の場所には向かわずに一人で黙もく々もくとお弁当を食べていた。窓際の席から外を見下ろせば暗あん雲うんが立ち込め、砂すな埃ぼこりが舞っている。いつもは校庭でサッカーをしている生徒達の姿が見えるが、今日は悪天候のせいで人っ子一人いない。

　こんな日に、仲島は校舎裏で私を待っているのかと思うと少し心が痛む。けれど私はノートより自分の身が一番可か愛わいいのだ。許してくれ、仲島。

　外を眺ながめていたら机に置いておいた携けい帯たいが震ふるえた。確認してみると兄からのお弁当メールだった。「ごちそうさま、今日も美お味いしかったよ」のメールと完食したお弁当箱の写真。学校のある日は毎日送ってくる。最初は来る度たびにこそばゆかったけど、今は流石さすがに慣れた。本当にマメな人だよ。私は携帯を閉じてお弁当のおかずを摘つまんだ。




　それで手紙のことは一件落着のように思えた──が、放課後になってそれは覆くつがされた。教室の掃除を終え扉とびらをガラリと開けた瞬間、男子生徒に肩を叩たたかれた。

　誰だれだと顔を上げてみれば相手は鞄を肩に掛けた腐ふ男だん子し、仲島。もう片方の手には、私のノートを持っていた。

「何で今日来なかった」

　手紙を無視されたら聞きたくもなるだろう。

　しかし行く方の身にもなって欲しい。この前仲島は怒っていたし、呼び出しの用件が書かれていない手紙に応じるのも勇気がいるのだ。

「えっと、身の危険を感じまして……」

「女に暴力を振るうヤツがあるか！」

　口調は怖こわいけど仲島は意外と紳しん士しなようだった。眉まゆを顰ひそめて対応に困っていると、クラスメート達が開いた扉から興きよう味み津しん々しんといった顔で見ているのに気付いた。

「行かなかったのは申し訳ありませんでした。でもノート返しに来てくれたんですよね、ありがとうございます」

　早く立ち去って欲しい気持ちで礼を言うと、仲島は目を伏ふせて緩ゆるやかに首を振った。ここまで来て返してくれないとは、何の嫌いやがらせだ。

「俺の心にホームラン、気付けばお前にスリーアウト」

　仲島がいきなり軽やかな声で口ずさみ始めた歌を聞いて私は固まった。

「走る校庭、沈しずむ夕焼け、お前に夢中の千本ノック」

　メロディーは、フラバタファンなら誰もが知っているオープニングソングだけれども……!!　その歌詞の内容にこの場で泣きそうなくらいの羞しゆう恥ちに襲われた。

「わ、わかった、話を聞くからそれ以上歌わないで下さい。お願いします！」

「お前の軟なん膏こう、効き目最高。これは傑けつ作さくだろう。冴草、作詞家になれるんじゃないか」

　仲島はどや顔でトントンと私のノートを指差した。そう、仲島が歌っていた歌詞は私が授業中に戯たわむれに考えたフラバタオープニングの替え歌だったのだ。ノリにノって二番の歌詞まで長々と書き連ねているから、私がどのカップリングかなんて見る人が見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「場所を変えましょう」

「だな！」

　にかっ、と仲島はとてもいい笑顔で笑った。それに対して私の気分は果てしなく憂ゆう鬱うつだ。果たして仲島は何を言うつもりなのか。私は仲島と二人で誰もいない教室を探しに歩き始めるのだった。




　仲島と入ったのは、無人の視聴覚室だった。ここなら校舎の端はしにあるから誰も近寄ってこない。私が先に入っていくと、後ろで仲島が鍵かぎを閉めていた。

「ちょっと、何で鍵まで閉めるの」

「秘密の話だからな」

　唇くちびるの前で人差し指を立てて、仲島はずずいと傍そばに寄ってきた。いきなり、何だ。その距きよ離りの近さに両手を前に出して仰のけ反ぞった。

「昨日からずっと聞きたかったんだ。冴草、日曜のオンリーイベントにいたよな？」

「いましたけどそれが何か」

　もうここまで来たら開き直るしかない。あの替え歌まで見られた後では誤ご魔ま化かしようがなかった。

「何で言わなかったんだよ、お前のノート見なきゃオレの気のせいかと思ったぜ」

「いや、あまり言われても嬉しいものではないでしょう。もしかして腐男子ってことオープンにしてるの？」

「するわけないだろ」

「私も同じ理由。たとえ腐の仲間といえども、皆にバレる可能性は減らしたかったんだよ。それにノートの中身も見られたくなかっただろうと思ったから、私は素知らぬふりして行ったのに怒ど鳴なられるしさ……恐ろしくて自分のノートを取りに行けなかったよ」

「そ、そんな怖がらせたつもりはなかったんだけど悪かった！　お前のノートもハイ、返す」

　仲島を顔の前で両手を合わせてぺこぺこと頭を下げた。私も怖がりすぎていたかもしれない。仲島の手紙を見て、持ち前のネガティブさで悪い想像ばかりしていた。仲島はノートを返そうとしただけだったんだ。

「けど、何でわざわざ手紙になんて……」

「オレ達の会話を誰にも聞かせたくなかったからだ。お前が逃げ去った後、冴草のノートを覗のぞいてみたら二ページに渡ってフラバタの替え歌が書いてあって、読んで感動したぜ。飛たか×穂ほに対してこんな熱いソウルを持ったヤツがこの学校にいるなんて、絶対友達になりたいってな！」

「私が飛×穂……？」

　聞き捨てならない台詞せりふを耳にして、思わず聞き返した。

「だろ、だってあの歌詞はどう見たって飛たか人とと穂ほ積ずみのことを」

「違うっ、私は穂積×飛人！　逆カップリングの溝みぞは、マリアナ海溝よりも深いんだよ。どう考えても飛×穂の方がマイナーでしょ。勘違いしてもらっちゃ困る」

「マイナーで何が悪い。王道って言うけどな、周りに流されてるだけなんじゃねぇの。もっと原作を深読みしろよ!!」

　流石の私もカチンときた。私の穂ほ×飛たか愛を馬ば鹿かにしたな。知り合ったばかりだと思って大人しくしてたけど、ここまでボロクソに言われたら黙だまっちゃいられない。

「してるよ、むしろ深読みしかしてない。私の中で二人は、五年後にはメジャーリーグデビューして海外で結婚してるんだから。その夢も、今週のアヤカのせいで危うくなってるけど……」

　くっと悔くやしさで歯は嚙がみした。何、あのノーマルカプ。アヤカが飛人を抱だき締しめるとか、本誌を読んで泣きたかったよ。しかも、そこで飛人の胸がドキッて……っ、もしかしてこれからそういう流れになっちゃうんですか、倉くら敷しき先生!!

「オレもアヤカには思うところがある。アイツには穂積に対する悪意しか感じない。二人はこれから進展していくはずだったのに、あの女が出てきたがためにっ」

　私は仲島の言葉に強く頷いた。それは正しく、ここのところ頭の中で沸ふつ々ふつと沸わいていた怒いかりそのものだった。

「そうなんだよ。いや、少年漫まん画がだからこれまでヒロインが出てこなかったことの方がオカシイのかもしれないよ？　でもアレはないよね。明らかに飛人狙ねらいで入部してきてるでしょ」

「しかも入部早々、飛人が真剣にスランプで悩なやんでるところにつけ込む精神が気に食わない」

「わかる！」

　私達はその後もフラバタについて論議を交かわした。今のフラバタがこれからどう展開していくのか、もしやアヤカとの恋愛路線になってしまうのか、甲子園どころではなくなってしまうから飛人の目を覚まさせてやりたい、本誌のアンケートで訴うつたえるべきか、と私と仲島は様々な悩みや鬱うつ憤ぷんを弾はじけさせた。




「ちょ、ちょっと休きゆう憩けいしよう、喉のどが渇かわいた」

「同じく」

　ずっと立ちっぱなしで喋しやべっていた私達は、長なが机づくえに並ぶ椅い子すにひとつ席を空けて座った。鞄から水筒を出すと、仲島はペットボトルでお茶を飲んでいる。私は鞄からお菓か子しを出して仲島の前に置いてやった。

「甘あま納なつ豆とうか、渋いな。ありがたく頂いただく」

　渋いセンスはバイト先のおばちゃんの影えい響きようだ。この甘納豆はバイト先で貰もらったら美味しかったので、売ってるお店を聞いて購入しておいたのだ。お気に召めしたようで何よりだ。

「話してたらヒートアップしちゃったね」

「あぁ、やっぱりオレの目に狂いはなかった。お前は逆カプだけど、話せる奴やつだ」

　にっと笑った口から八や重え歯ばが覗いた。

　まるで小学生のような笑顔に警けい戒かい心しんが解ける。実は私も同じようなことを思っていたのだ。

「お前はこの学校で唯ゆい一いつの戦友であり同志。お前にはその証あかしとしてこれを授さずける」

　すすっと突とつ然ぜんアドレスを書いた紙を差し出されて私は首を傾かしげた。

「わ、私に？」

「友達になりたいってさっきも言っただろ。疚やましい気持ちは一切ないから安心していいぞ。フラバタの話さえできればそれでいい」

　ここまで率直に言われるといっそ清すが々すがしい。もしかしたら仲島は私が異性に対して苦手意識を持ってることを気き遣づかって、友情を強調してくれたのかもしれない。

　異性なので少し不安があるけど……少なくとも仲島は私をオタクだと馬鹿にしてきたりはしないし、逆カプの思想を無理やり押し付けてきたりもしなかった。そして何より、フラバタについて深く濃こい話ができて、心の底から楽しかった。

　私は、仲島に渡された紙をそっと手に取ると、仲島に返してもらったノートの真っ白なページに自分の携帯電話のメールアドレスを書き、びりっと破いて差し出した。

「はい、私のメールアドレス。飛×穂は絶対に無理だけどそれでもよければ仲良くしよう」

「それでも構わねぇ！　打倒アヤカは同じだろ。メールではっちゃけようぜ」

　仲島は渡した紙を折りたたんで胸ポケットに入れた。まさか高校に入って初めてメールアドレスを交換する相手が男子になるとは。人生わからないものである。私は新しくできた同志のメールアドレスが書かれた紙をなくさないよう、大切に鞄にしまった。
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　仲島と別れた後、そのままバイトに向かった。私は学校から歩いて十五分の総そう菜ざい屋やで週に三日、バイトをしているのだ。

「悠子ちゃんは手て際ぎわがいいわねぇ、普段から料理してるの？」

「あ、はい、学校のある日は毎日お弁当作ってます」

　煮物の匂においが充満しているキッチンで、大おお鍋なべに盛られたおかずをひたすらお弁当に詰めながら隣となりにいるおばちゃんと話す。この総菜屋には、いつも三、四人のパートのおばちゃんがいて口くち下べ手たな私にも良くしてくれている。このバイトにして本当に良かった。

「じゃあ、いつも迎むかえに来てくれてる彼氏さんにも作ってあげてるのね。青春だわぁ」

「何度もお話ししてますが彼氏じゃなくて、兄ですから！　お弁当は、確かに作ってますけど……」

「もう照れないの、そんな風に言われたらあのかっこいい彼氏さんが可か哀わい想そうでしょ」

　ち、違ちがうのに。バイトのおばちゃん達には何度説明しても兄だと理解してもらえず、彼氏だと勘違いされている。

　夜遅い時間に帰るのを心配した兄が、バイトが終わると迎えに来てくれるのだが、どうもその時の私への接し方が誤解に繫つながっているようなのだ。

　冬に総菜屋の裏で兄が私の首にマフラーを巻いた時は、おばちゃん達が女子高生のようにキャーキャー興こう奮ふんしている声が聞こえたし、兄が私の手を握にぎれば「甘あま酸ずっぱいわぁ」とうんうん頷きあっている様子が裏口の扉の隙すき間まから見えた。

　悪い人達じゃないんだけどなぁ、思い込みが激しいのには少し困っている。




　最後の皿洗いを終えた私は壁の袋に差してある自分のタイムシートをタイムレコーダーに入れて印字した。休憩室の奥にあるロッカーでマスクを外して仕事着を脱いでいると、隣にいたおばちゃんから声を掛けられた。

「悠子ちゃんこれ、良かったら持って帰って」

　そのおばちゃんの手には紙袋。中には沢たく山さんのジャガイモが入っていた。

「そんな、悪いですよっ」

「ウチ、旦だん那なと二人きりだから減らなくてねぇ。実家から送られてきたんだけどウチに置いといても腐くさらせるだけだし、助けると思ってもらってくれないかしら」

「そ、そうなんですね。ではありがたく頂ちよう戴だいいたします」

　じゃがバタ、肉じゃが、マッシュポテト、様々なジャガイモ料理が頭の中を占せん領りようした。家族も皆喜んで食べてくれるだろう。おばちゃんにペコペコ頭を下げてお礼を告げた後、紙袋と学校鞄を持って店の裏口の扉から外へ出た。昼間に吹いていた強風はすっかりおさまり、湿しつ気けだけが残っていた。




　店の裏側で、兄はガードレールに腰掛けて私を待っていた。外がい灯とうに照らされた兄は一段と美しさが増している気がする。柔やわらかな亜あ麻ま色いろの髪にすっと通った理知的な眉、吸い込まれるような琥こ珀はく色いろの瞳ひとみは私と目が合うと弓ゆみなりに弧こを描えがいて唇の両端を持ち上げた。ふわりと零こぼれた微び笑しように恥はずかしくなってくる。

　こんな顔するから、バイトのおばちゃん達にも恋人だって勘違いされるんだよ。

　暗くら闇やみだから火ほ照てった顔はばれないよね、と願いながら兄に近づいていった。兄の足元にはお洒落しやれなショップの不ふ織しよく布ふのペーパーバッグが置いてある。つい、オンリーイベントで貰ったバッグを思い出してしまう。

「──昼休み、行かなかったよね？」

　第一声がそれか。きっと昨日から気にしていたに違いない。

「行きませんでしたよ」

　一緒に視聴覚室には行ったけど……。私の予想通りラブレターではなかったのだから仲島と何があったかは話さない方がいいだろう。というか話そうにも話せる内容ではない。

「本当に？　悠子ちゃんは押しに弱いからなぁ」

　ぎくっ、私の心を読んだような兄の鋭するどい指摘に思わず生なま唾つばを飲み込んだ。呼び出しに応じなかったら、教室まで来られてごりごり押された。でもマイ替え歌を目の前で歌われたら、無視なんかできなかった。兄の名推理にサッと顔を背そむけた。

「……アヤシい」

「大丈夫です。私みたいなの狙う奴はいません」

　ジィッと疑いの眼差しで見ている兄に、すぱっと否定する。兄が何と言おうとこれは間違っていないと断言できる。私相手に可愛いと言うのは、父と兄しかいないのだ。

「ううん、悠子ちゃんは俺が追いつけないくらい日に日に素敵なコになってるから気を付けて」

「そんなこと思ってるの、和泉いずみさんだけですよ……」

「俺は本気だよ。お世せ辞じじゃないから」

　完全に家族の欲目だ。

　本当に可愛かったら、兄に近づこうとする女性に見下された目で見られたりしませんから。今だって兄と一緒に歩いているとお洒落な女性達がちらちらとこちらを見て話しあっている。

　兄妹にしては似ていない、恋人にしては釣つり合わない。

　美青年の兄と底辺の私じゃね……どんな風に見られているかなんて百も承知だ。

　私は気を取り直して紙袋の中身を兄に見せた。

「バイト先のおばちゃんにジャガイモもらったんで、明日はじゃがバタ作りますね」

　思わぬ収しゆう穫かくだ。おばちゃん達はいつも私の喜ぶツボをついた物をくれる。弾はずんだ声で報告すると兄は眉を寄せて小さく微笑ほほえんだ。

「ねぇ、悠子ちゃん、日曜日俺と一緒に出掛けない？」

　で、出掛けるって貴方あなた様と私でどこに……？　しかもその日は麻ま紀きちゃんと会う予定が入っている。どちらを優先するかなんて決まりきっていた。

「その日は先約がありまして……」

　私はごにょごにょと誘さそいを断る方向へ持っていった。

「もしかして、最近俺のこと避さけてる？」

　そんなつもりは一切ない。毎日一緒に食事もしてるし、顔も合わせているのに、兄は意い気き消しよう沈ちんした暗い表情で私を見ていた。こんな顔をさせてしまっている自分に罪ざい悪あく感かんが湧わく。

「そ、そんなことないですよ！　土曜日でもいいですか」

「勿もち論ろん！　公園でピクニックと、映画だったらどっちがいい？」

　ぱぁぁっと華はなやいだ表情になった兄に息を飲んだ。久々に兄の背中に薔ば薇らのトーンが浮うかんで見えた。

「ピクニックとか、いいですね」

　学校行事では行ったことがあっても家族でピクニックに行ったことはないし、せっかく行くなら、街に出掛けるより兄と公園でまったりしたい。

「じゃ、決まり。約束だよ」

　兄はジャガイモの入った袋を私の手からさらって、代わりに小指を絡からめて上下に振った。

　これってもしや、ゆびきりげんまんですか……。

　返事を言葉にできなくて頷くと、兄は耳まで赤く染そまった私をにこやかに眺ながめていた。
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「そ、それはただの手紙です」

「見ればわかるよ。具体的に言おうか？　男からのラブレターだよね、って俺は聞いてるんだけど」

　いつかこういう輩やからが現れると思っていた。悠ゆう子こちゃんは自分を平へい凡ぼんだと思っているようだけど、一体どこが？　俺おれからすればどこもかしこも可か愛わいい。

　流れるような艶つややかな黒髪に、子こ鹿じかのようなつぶらな瞳ひとみ、照てれるとすぐに赤くなるふっくらとした頰ほお、小さな柔やわらかな手や桜さくら貝がいのような綺き麗れいな爪つめ、と挙げれば切りがない。

　更さらに悠子ちゃんが学力と家の近さで決めた高校の制服が可愛いこと──襟えり元もとは高校の制服にしては珍めずらしく、セーラー服っぽくなっていて胸元には赤いスカーフ、短めの白いベストは悠子ちゃんの細い腰をキュッと見せていて思わず抱だき寄せたくなる。スカートは青のチェックで中学の頃より少しだけ短く、俺にはその三センチが三十センチにも感じられた。悠子ちゃんは白く滑なめらかな足を無防備に晒さらしてはならないのだ。

　そんな魅み力りよくだらけの悠子ちゃんだから、警けい戒かいを怠おこたらないように日夜注意を払っている──にもかかわらず、湧わいて出てきた仲なか島じま新あらた。きっとこいつは俺という兄がいることを知らないのだろう。このラブレターは俺への挑ちよう戦せん状じようとして受け取った。

「ラ、ララブレター!?　何を仰おつしやってるんですか」

　むしろラブレターとしか考えられない。

「私宛あての手紙ですから返して下さい」

　パンッと俺の手から手紙を奪うばい取った。その顔には焦あせりが滲にじんでいて余計に疑うたがわしい。

「ラブレターじゃないなら何て書いてあるのか教えて」

「それを教えるのは書いた人にも失礼でしょう」

「その男のこと、庇かばうの？」

　もしかして、仲島とやらに好意を抱いだいている？

　考えただけでツキンと胸に鋭するどい痛みを覚えた。

「え、いや、そうではないですけど」

「なら教えて。悠子ちゃんがその男を守る義理なんかこれっぽっちもない。言うつもりがないなら、俺が悠子ちゃんの高校まで行って手紙の男に直接内容を聞いてもいいんだよ」

　悠子ちゃんはできる限り高校には来て欲しくないようで、文化祭や体育祭に来るなら他人のふりをするようにと頼まれている。俺は人の目を引くから、内気な悠子ちゃんはそれが嫌いやなんだろうけど、今は緊きん急きゆう事態だ。半なかば脅おどすように言うと、悠子ちゃんは観念したように重い口を開いた。

「明日の昼休み校舎裏にて待つって……」

「絶対告白されるよ。行ったら襲おそわれるからやめておこうね」

　俺の経験上、百パーセントの確率でそれしかあり得ない。何度この手の呼び出しで痛い目にあったことか。

　手紙で言われた通り、校舎裏に行ったら突然女達が俺を中心に円えん陣じんを組んで逃にげられない状態で順番に告白をされたり、俺を呼び出した女子達が鉢はち合あわせして「私が先よ！」と二人の大だい乱らん闘とうに巻き込まれたり、木の裏に隠かくれてた女達に両手を縛しばられて迫せまられた時は……あの頃の自分は愚おろかだった。

　ましてや悠子ちゃんのように小柄な女の子が男に勝てるはずがない。その場でパクリと頂いただかれてしまうかもしれない……やはり俺が行って撃げき退たいするしかないだろう。

「そもそも私ははじめから行く気はありません」

「本当に？」

　すぐに首を縦たてに振ってくれた悠子ちゃんに安心して、体から力が抜ぬけた。

　──良かった。俺は悠子ちゃんの手を取って、黒々とした瞳を捉とらえた。

「悠子ちゃんはずっと彼氏なんか作らなくていいからね」

　せっかく俺の妹になったのに、他の男に取られたくない。何で日本では女性は十六歳から結婚できてしまうのだ。悠子ちゃんは少なからず結婚願望があるみたいだから心配なのだ。俺が一年前に『悠子ちゃんは結婚しないでずっとウチにいてね』と伝えた時、お約束はできませんと言われてしまった。

　今も悠子ちゃんは俺の言葉に頷うなずかずに眉まゆを顰ひそめて曖あい昧まいに笑うだけだ。一生ウチにいてくれて構わないのに。結婚しないからって誰も文もん句くは言わないからね。小さな手を握にぎりながら、心の中で訴うつたえた。
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　翌日、大学の講義を終えると俺は眼鏡めがね屋やに直行した。

　鏡の前で何本も試し掛けして、シルバーの眼鏡にした。悠子ちゃんの好きなキャラも似たような眼鏡を掛けてるし、嫌きらいではないはずだ。

　眼鏡を購こう入にゆうした後は、街中の店を見て回った。ふとウィンドウに飾られていたカットソーが気になり、実物を確認してみる。肌はだ触ざわりもいいし悠子ちゃんに似合いそうだ。

「そちらのボーダーのカットソーは夏の新作で人気なんですよ」

　商品を手にして考え込んでいると店員が寄ってきた。まだ相手が男なのが救いだった。

「彼女さんへのプレゼントですか？　よろしければ、こちら同じデザインでメンズ物もありますのでちょっと、持ってきますね」

　悠子ちゃんの服を品定めしていると必ずと言っていいほど、恋人へのプレゼントかと聞かれる。妹へのプレゼントを選んじゃいけないのかと文もん句くをつけたくなるが、面めん倒どうなので言わないようにしている。

　戻もどってきた店員から渡された男物のシャツを手にして、悠子ちゃんと自分が着た姿を想像した。

　お揃そろい、いいじゃないか！　この服を着て悠子ちゃんと一緒にお出で掛かけしたい。

「どちらも下さい」

「ありがとうございます、彼女さんに喜んでいただけるといいですね」

　本当に喜んでくれるといいんだけど……。悠子ちゃんは俺が服を買って帰ると決まって顔をしかめる。節約家だからな、どうしてもお金のことが気になるようだ。

　会計を済ませた後、俺は悠子ちゃんの働く総そう菜ざい屋やの前にある喫きつ茶さ店てんに入った。鞄から薄うす型がたのパソコンを取り出してキーボードを叩たたき始める。俺は偶たまにデータ入力の短期バイトをしている。中学の時は、在宅でできる仕事がしたいと考えて多少勉強していたからパソコンに向かうのも苦ではない。今でも悪くない仕事だとは思うけど、職の安定性や労働時間を考こう慮りよして情報学部はやめて法学部に変更した。

　数時間後、スマホのアラームが鳴り、パソコンを打つ手を止めた。喫茶店を出て、総菜屋の裏で待っていると扉とびらが開いた。裏口から出てきた悠子ちゃんは大きな紙袋と学校鞄を手にしている。紙袋に何が入っているのか気になったが、今一番聞きたいのは他のことだった。

「昼休み、行かなかったよね？」

　昨日悠子ちゃんが仲島新という男から貰もらったラブレター、その呼び出しが今日の昼休みだった。大学にいる間も仲島の告白を断りきれない悠子ちゃんの姿ばかりが頭の中を巡めぐって気が気じゃなかった。

「行きませんでしたよ」

「本当に？　悠子ちゃんは押しに弱いからなぁ」

　悠子ちゃんの顔を覗のぞきながら尋たずねるとサッと顔を逸そらされる。これでは噓うそをついてますと言っているようなものだ。

「……アヤシい」

「大丈夫です。私みたいなの狙う奴はいません」

　そこだけは自信満々に答える悠子ちゃんに頭を抱かかえたくなる。家庭的で照れ屋で小柄で臆おく病びようで。男の庇ひ護ご欲よくをくすぐるタイプなのに、彼女は何もわかっていないのだ。

「ううん、悠子ちゃんは俺が追いつけないくらい日に日に素敵なコになってるから気を付けて」

「そんなこと思ってるの、和泉いずみさんだけですよ……」

「俺は本気だよ。お世せ辞じじゃないから」

　どれだけ可愛いと言葉を重ねても、暖簾のれんに腕うで押おし、糠ぬかに釘くぎ。出会った頃から言い続けていても悠子ちゃんのコンプレックスは取り払えていないのだ。恐おそらく誰だれか容よう姿しのことをからかう輩がいたんだろうとは、考えている。男が苦手というのもそこからきているのかもしれない。

「バイト先のおばちゃんにジャガイモもらったんで、明日はじゃがバタ作りますね」

　と笑っている悠子ちゃんが開いた紙袋にはごろごろとジャガイモが詰つめられていた。おばちゃんから野菜を貰もらえるのも悠子ちゃんの人じん徳とくだし、その手料理で男の胃袋を摑つかむのはとても簡単なことなんだけどな。本人にはまったくその自覚がないから困る。

　俺は車道側に立って、悠子ちゃんと二人で歩道を歩き始めた。




「ねぇ、悠子ちゃん、日曜日俺と一緒に出掛けない？」

　できれば、今日買ったお揃いの服で悠子ちゃんと出掛けたい。実に一カ月も悠子ちゃんとデートができていないのだ。お出掛けスポットの雑誌は全て読み尽つくし、計画ばかりが溜たまっていた。雨の日でも風の日でも、俺の中では何通りものデートコースが決まっているからどこにでも出掛けられる。悠子ちゃんはその身ひとつで助手席に座ってくれればいい。

「その日は先約がありまして……」

「もしかして、最近俺のこと避さけてる？」

　また先約……先週は本屋、先々週はＣＤショップ、その前は豊ゆたかと病院、そのまた前は越こし田たとお出掛けって、俺はどれだけ後回しにされればいいの。悠子ちゃんは申し訳なさそうな顔をしているけど、実は俺と外出したくなくて意い図と的てきに予定を入れてるんじゃないだろうかと悪い方に考えてしまう。

「そ、そんなことないですよ！　土曜日でもいいですか」

「勿もち論ろん！　公園でピクニックと、映画だったらどっちがいい？」

　前ぜん言げん撤てつ回かいはさせない。俺はすぐさまあらかじめ考えていた案を悠子ちゃんに伝えた。騒さわがしいところは悠子ちゃんが苦手そうだから、静かで落ち着ける場所を選んでみたのだ。

「ピクニックとか、いいですね」

「じゃ、決まり。約束だよ」

　悠子ちゃんの手から紙袋を貰い、小指を絡からめて上下に振ると悠子ちゃんは赤面しながら頷いてくれた。
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　兄と約束した土曜日を迎むかえ、私は朝からキッチンに立っていた。ピクニックと言えば重箱。ずっと使う機会がなくて捨てようかと考えた重箱だったけど、とっておいて良かった。

　油あぶら揚あげの中に酢す飯めしを詰つめながら、まな板の上に並べていく。今日はいつものお弁当より気合いを入れて作っている。いなり寿ず司しに鮭さけの南なん蛮ばん漬づけに海え老びと帆ほ立たての春巻き、蒸むし鶏どりと搾菜ザーサイの和あえ物もの。漆うるし塗ぬりの重箱に相応ふさわしいおかずになるよう頑がん張ばって考えてみた。

「おはよう、悠ゆう子こちゃん」

　料理に集中しているところに、背後から声を掛かけられて体が跳はね上がった。包丁を使ってなくて良かった。私の隣となりに回った兄の顔を見ると、真新しい装備品が兄の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに輝かがやいている。

　何で今日は──眼鏡めがねを!?　確認して瞬しゆん時じにまな板に目を戻もどした。

「びっくりさせちゃってごめんね。もしかしてこれは今日のお弁当かな？」

「は、はいご迷めい惑わくでしたか？」

　兄と喋しやべりながら、私の心は暴れまくっていた。兄の掛けている眼鏡は、私や仲なか島じまが掛けてる平へい々へい凡ぼん々ぼんなものではない。推おしキャラの穂積ほずみ君とそっくりのシルバーの眼鏡だ。

　自分でも何な故ぜかはわからないのだが、私は好きなキャラの傾けい向こうとして温おん厚こう・堅けん実じつ・眼鏡、この三さん拍びよう子しに弱い。その私にとって神器ともいえる銀ぎん縁ぶち眼鏡を美の化け身しんである兄が装着したらどうなるか。向かうところ敵なし、最強である。

「まさか、悠子ちゃんの手料理に勝まさるものはないよ。その服もとてもよく似合ってる」

「ど、どうもありがとうございます」

　眼鏡を掛けた兄の賛辞はダメージが大きい。うっと心臓を押さえたくなった。

　今、私が着ているボーダーのシャツとロングスカートは昨夜兄がプレゼントしてくれたもので、「服は足りてますし、お金は自分のために使って下さい」とお断りしたのだが、

『自分のために使ってるよ。悠子ちゃんが着てくれることによって、プライス以上の喜びが生まれて俺おれは幸せになれるんだから』

『そ、そんな幸せってあるんですか？』

『あります。悠子ちゃんが知らないだけです。俺の選んだ服で全身を包む悠子ちゃんを俺は一年中愛めでていたい』

　と熱弁をふるわれ、受け取るしかなかった。その上、気のせいでなければ兄が今着用しているシャツは私の物とお揃そろいである。ペアルックって……よく私相手にこんなことを思いつくと思う。

「ねぇ、さっきから目を合わせてくれないね。コレ、似合ってない？」

　その声に顔を上げて見ると、クイッと兄が眼鏡のブリッジを人差し指で持ち上げた。

　そ、そのポーズはやめて下さい。スチルに相当するから!!

　必死で表情を取とり繕つくろっている間も兄は不安そうな顔で反応を待っている。ここは恥はずかしいけど、眼鏡ファンである私には噓うそはつけなかった。

「と、とてもお似合いです。か、かっこいいと思います」

　情けないことに口から出てきたのは、蚊かの鳴くような声だった。けれど兄の耳にはちゃんと届いたようで、少し驚おどろいた顔をしてから神こう々ごうしい笑みを放った。

「悠子ちゃんが俺のことかっこいいって言ってくれるの、初めてだね」

　兄のことは会った時から美形だとは思っているけれど、言葉にしたのは初めてかもしれない。私が言わなくても自覚はしているだろうに、そんなに嬉うれしそうな顔をしなくても……。

「これから毎日掛けようかな」

「心臓に悪いんで今すぐ外はずして下さい」

　一体どこで私の弱点を入手したんだ。兄には眼鏡禁止令を出したい。完全に弄もてあそばれている私は、俯うつむいて赤い顔を隠かくすしかなかった。




　重箱を入れた手て提さげを持って玄げん関かんを出ると兄が車を出していた。歩きで行くんじゃなかったのか。

　中から扉とびらを開けてくれた兄は眼鏡を掛けているが平常心を心掛ける。反応したら負けだ。

　車に乗っている間、仲島への返信が打てるだろう。鞄かばんから携けい帯たいを出して手の中に置いた。今日は朝からお弁当を作っていたからメールを返せていなかった。兄の話では目的地の公園まで三十分くらいかかるらしい。

　携帯を開いて、仲島のメールに対して返信を打ち続けていると兄に声を掛けられた。

「メールの相手、越こし田たさん？」

「最近、できた友達です」

　麻ま紀きちゃん、だと思うよな。高校に入ってからも私は親しい友人を一人も作っていなかったのだから当然だ。だがしかし！　今の私には腐ふの仲間である仲島がいる。

「へぇ、どんなコなの」

「眼鏡を掛けてて、髪かみは染めずに真っ黒です。共通の趣しゆ味みで仲良くなったんです」

　他に目立つ特とく徴ちようと言えば八や重え歯ばとちょっと吊つり目め気ぎ味みなところくらいだろうか。そこまで細かく言わなくてもいいと思い伝えるのをやめた。

「悠子ちゃんに似てるんだね」

「いえ、そんなに似てませんよ。ヤツの方が背も高くて目つきも悪いですし」

「ヤツ……？」

　兄の二重の眦まなじりが吊り上がり自分の失言を悟さとった。浮かれてついぺらぺらと話してしまったが兄は仲島の手紙を最後までラブレターだと思い込んでいたし警けい戒かいしていた。相手が仲島だと言えば、会うな、喋るなと友達付き合いにひびを入れようとするかもしれない。

「ショートカットで八重歯が可か愛わいいコです！　ほら、運転に集中しないと危ないですよ」

　私は慌あわてて女子っぽく聞こえるように説明を付け加えた。き、きっと仲島の母親くらいは仲島のことを可愛いと思っているはずだ。

　兄は私に近づく男全般を警戒しているのだ。仲島と友達でいたければ真実は口にしない方がいい。兄に携帯の画面を見られないよう気を付けながら、仲島のメールを読んだ。




　三十分後、辿たどり着いた公園内は思ったよりも人がいたが、入り口から離れていくにつれ静かになっていった。歩道の両りよう端たんでは立たち葵あおいが鮮あざやかなピンクや白い花を咲かせている。緑溢あふれる自然の中を歩いていると心が落ち着いた。

「シートはここらへんに敷しこうか」

「ですね、今日は日ひ陰かげの方が良さそうです」

　兄と一いつ緒しよに数分歩いて、大きな木を見つけたのでその下にシートを敷くことにした。広げたシートに荷物を下ろして周囲を見渡すと、豊ゆたかと同じくらいの赤ちゃんを連れた家族連れもいて、長閑のどかな雰ふん囲い気きだ。

　私は靴くつを脱ぬいでシートの上に乗り、鞄から水すい筒とうを出した。今日は天気が良く、汗あせばむくらいの陽気だ。兄も喉のどが渇かわいただろう。コップに冷えたお茶を注いで兄に手渡した。

「はいどうぞ、和泉さん」

　兄は礼を言いながらコップを受け取った。今日の兄は朝からずっと笑顔だった。最近は言い争う日も少なくなかったので、こうやって朗ほがらかな兄と一緒に過ごせるのが嬉しかった。

　家から持ってきた重箱を広げると兄は「みんな美お味いしそうだね」と目を細めた。そう言ってもらえると頑張って作った甲か斐いがある。私は小さく笑って重箱の鮭の南蛮漬けに箸はしを伸ばした。

　その時、正面からパシャリという音がして顔を上げた。驚く私に構わず兄はスマホでもう一度写真を撮とった。

「勝手に撮らないで下さいっ」

「だって悠子ちゃんが可愛いから」

　私が写真を苦手だって知っていて意地が悪い。気き恥はずかしさから逃のがれようとお茶を注つぎ足そうとした時、肘ひじが当たってしまい倒たおれた水筒からお茶が零れていった。私は慌ててトートバッグから出したタオルでお茶を拭ふいた。

「このタオル、さっき水飲み場見かけたんで洗ってきます」

「俺が行ってくるよ」

「いえいえ、水筒倒したのは私ですから」

　私はタオルを持って、靴を履はいた。すぐに洗い流した方が汚れも落ちやすいのだ。

「すぐ戻りますね！」

　素早く立ち上がり、私は水飲み場に走って行った。




　国立公園の水飲み場は向かい合わせになって三つずつ並んでいた。さすが大きい公園はちがう。蛇じや口ぐちをひねってバシャバシャとタオルを洗う。夏の日差しの中で、冷たい水が気持ちいい。ある程度洗ったところでタオルを絞しぼり、空に透すかしてみると汚れはすっかり落ちていた。タオルを下ろすと正面に立っていた男とばちっと目が合ってしまう。

　茶色の髪をセンター分けにした今風の青年が私を凝ぎよう視ししていた。

「もしかして、賀か村むらか？　俺のこと覚えてる？」

　母の再婚前の賀村姓で私を呼ぶということは、中学以前の知り合い。姿形だけではわからなかったけれど、声のイントネーションを聞いた瞬しゆん間かん、すぐにわかった。

　──覚えているとも。忘れようにも忘れようがなかった。

　この男は小学校高学年の時、二年間私をオタクメガネと呼び続けた男、宮みや鍋なべだ。

「何か昔と感じが変わったな」

　兄が選んだ服で以前より少しは垢あか抜ぬけて見えるのかもしれないけど……何故、親しげに話し掛けてくる。私は眉を顰ひそめて目をすがめた。

「俺さ、いつかお前に会えたら話したいことがあったんだ」

「……私にはない」

　一歩後ずさる。この男には関わりたくない。

「おい、待てよ」

　ぐるりと水飲み場を回って近づこうとしてきたので、反対側に逃にげる。私は水飲み場を挟はさんで宮鍋と対たい峙じした。周囲では鳩はとが鳴き、ランニングするおじさんが通り過ぎていく中、反復横飛びをするような姿勢で、宮鍋が左右どちらから来ても逃げられるように警戒した。

「そこまでして逃げることないだろっ」

「に、逃げるに決まってるでしょ！　自分が何したか覚えてないの」

　人をばい菌きん扱いしてクラスで孤こ立りつさせ、私の落書きしたノートを奪うばいクラスで回し読みし、不ぶ細さい工くと貶けなし、プールで人の身体的特徴をからかい、登校拒きよ否ひ寸前まで追いやった男と話したいことなんて何もない。

「だから謝あやまろうとしてんだろうがっ」

　誰だれも謝れなんて言ってない。いっそ他人のフリをすればよかった。

　宮鍋が走ってきたので避よけるようにして逃げると、猪いのししのように迫せまってくる。水飲み場の周りでぐるぐると追いかけっこしている内にどんどん距きよ離りが縮まり、恐ろしさが増していった。

　捕つかまったら何をされるかわからない。血の気が引いていく中、宮鍋の手が私の手に伸のび、腕うでを摑つかまれそうになったその時、私の前に大きな背中が立ちふさがった。

「助けに来るのが遅おくれてごめんね、悠子ちゃん」

　和泉さん！　私が宮鍋から逃げているのに気付いてくれたんだ。

「さぁて、悠子ちゃんを追いかけ回してる君は、誰かな？」

　兄の底冷えする声を聞いてぞわりと悪お寒かんが走った。

「あ、あんたこそ。俺は賀村に用があるんであんたには用がないんだけど」
















「悠子ちゃん、彼に何か用事はある？」

　振り返った和泉さんに尋たずねられて全力で首を横に振った。

「あとですぐに俺も行くから、シートで待ってて。俺は彼と少し話したいことがあるから」

　笑顔で青筋を立てている兄にこくこく頷いて、私はシートに向かって走っていった。




　シートの上に座り、私は放心状態で下を向いていた。突然の嵐あらしのようだった。まさかこんなところで宮鍋と会うなんて思いもしなかった。

　さっき宮鍋に捕まっていたらどうなっていただろう。想像して寒気が走った。

　今になってぶるぶると体が震ふるえてきて両腕をさすった。

　話したいとか、謝りたいとか言ってたけどとてもそんな態度には思えなかった。高校生になっても中身は小学生の時のままの宮鍋だった。

　あの頃のことを思い出すと瞼まぶたが熱くなってくる。学校に行くのがひたすらつらかった日々。母にも心配をかけたくなくて誰にも相談できず、登校する日はお腹なかが痛くてたまらなかったなぁ。あの頃は絵を描くのも下手なりに好きだったのに、ノートを回し読みされてから一切描かなくなった。

　涙が出てきそうになって私は手に持っているタオルを目に当てて瞼を冷やした。目を瞑つぶっていると聞こえてくるのは、鳥のさえずり、木々のざわめき、子供達の遊ぶ声だけで、傷ついた心を癒いやしていってくれた。

「悠子ちゃん、大丈夫？」

　思ったより兄の帰りが早くて驚いた。タオルを外して見上げると、兄は心配そうな顔で私を見ていた。

「……はい、和泉さんは何もされませんでしたか」

「俺のことは気にしなくていいの。もっと、早くに気付けなくてごめんね」

「いえ、来てくれて助かりました。……見苦しいところを見せてしまってすみません」

　兄は、私が宮鍋からいじめられていたことを聞いてしまったかもしれない。

　……兄には知られたくなかったな。

「そんなこと、思ってないよ。俺だって安里に会った時、同じようなところ見せちゃったことあるしね……お互い様」

　そう言ってもらえると少し心が軽くなった。

「ああいう時は、すぐに俺を呼んでね。追いかけられてる悠子ちゃんを見た時は驚いた」

　誰かに助けを求めるなんて思いつきもしなかった。大声で和泉さんを呼べばよかったのに。逃げることだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「彼、悠子ちゃんに謝ってたよ。真剣に言ってるようには聞こえなかったけど……あいつのことは考えないほうがいい。それこそ相手の思うツボだから」

　考えたくなくても、浮かんできてしまうのだ。いっそ忘れてやりたいくらいなのに、記き憶おくの奥底から顔を出す。高校生の男子と話す時や、近所で小学生の頃の知り合いを見掛けた時、私の心には宮鍋の記憶が過よぎった。

「悠子ちゃんは前、俺に復ふく讐しゆうとか考えるより旅行の予定とか楽しいことを考えて欲しいって言ってくれたよね。今ならそう言ってくれた悠子ちゃんの気持ちがよくわかるよ。だから、あいつのことで胸を痛めるくらいなら自分の好きなことをして笑っていて欲しいって思う」

　自分の好きなこと。頭の中に浮かんだのは趣味のことだった。

「フラバタ、とか読んでですか？」

　私の問いに兄は大きく頷いた。

「悠子ちゃんが笑ってくれると、俺も嬉しくなる。悠子ちゃんが言ってくれたのってそういうことだろ？」

　兄の言葉に涙るい腺せんが再び緩ゆるんだ。兄はあの時の私とまったく同じ気持ちなんだ。

　安里さんのことで胸をいっぱいにして苦しむ姿や憎しみに歪ゆがむ顔をするより、明るい未来の計画を考えてもらう方が数倍も嬉しかった。

　昔のことを考えて、くよくよしていても何もいいことはない。

　宮鍋のことを考えるより、もっと楽しいことが私の周りには溢れているのだ。友達と薄うすい本について語ったり、弟の寝ね顔がおを眺ながめたり──こうして兄と一緒にピクニックに来たり。私はもうあの頃の孤こ独どくな子供ではないのだ。

「和泉さんが、そんなこと言ってくれるなんて」

　自然と笑顔がこぼれた。

　世間での立ち位置とか価値観とか全てが正反対のように見えた人が、地味な私の気持ちに寄より添そってくれている。その変化が嬉しかった。

「悠子ちゃんの優しさが、俺に移ったんだよ」

　きっとそれは、私にも和泉さんの優しさが移ったからなんですよ。頰を綻ほころばせる兄にそう思わずにはいられなかった。
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　ピクニックの次の日の日曜日は、麻紀ちゃんと会う約束の日だった。

「今日は麻紀ちゃんちでテスト勉強してきますね、六時までには帰ります。昼ご飯も簡単に作っておきましたからあとで食べて下さい」

「わかった。くれぐれも昨日のことは気にしないようにね」

　そういう兄の方が気にしている気がする。……本当に心配性なんだから。

「はい、今度出くわしたら和泉さんを呼びますね」

　昔は、誰にも相談できずに蹲うずくまっていただけだったけど、今の私には兄がいる。

「うん、すぐに駆かけつけるね」

　心強い兄の言葉に大きく頷いて扉を開けた。

「行ってきます、和泉さん」




　玄関を出ると眩まぶしい日差しが私の目を襲おそった。帽ぼう子しのつばを下げて、自転車に跨またがり、麻紀ちゃんの家を目指してペダルを漕こぎ始めた。

　七月も中ちゆう盤ばんに差しかかり、夏コミまで一カ月を切った。麻紀ちゃんはサークル参加で当選が決まっていて、原稿作りの真っ最中。兄にはテスト勉強と伝えたが、本当は麻紀ちゃんの原稿を手伝うために呼ばれているのである。

「会うのは一カ月ぶりだなぁ」

　私とは別の高校に通っている麻紀ちゃんは、二次元から三次元まで何でもござれの本格派の腐女子で、神話を題材にしたＢＬゲーム『神は万ばん人にんを愛せない』という作品でサークル活動もしている。

　今、麻紀ちゃんが通っている高校も己おのれの欲望を追つい及きゆうした故ゆえの選せん択たくだ。元男子校で男女比九対一という、奇跡的な高校を見つけた麻紀ちゃんは嬉き々きとして受験し合格した。

　三次元の男子が苦手な私からすると地じ獄ごくのような環境だが、麻紀ちゃんは毎日楽しく過ごしているようだ。三日前のメールではクラスメイトの男子に希望の絡からみポーズを頼たのんで絵を描かかせてもらったと書いてあった。……大物だよ、麻紀ちゃん。

　麻紀ちゃんの家の前で自転車を止めて、インターフォンを押すと麻紀ちゃんが扉から顔を出した。まだ夏コミまで余裕があるからか、三つ編みの髪をきちんとハーフアップにしている。修しゆ羅ら場ばになると麻紀ちゃん、髪が鳥の巣状態になるからな……三年前が懐なつかしい。

「いらっしゃーい、かむちゃん！　どうぞ中へ入って」

　お邪じや魔まします、と頭を下げて入った家の中はクーラーがきいていて涼すずしかった。玄関で靴を脱ぎ、麻紀ちゃんの後をついていく。部屋の扉を開けると、既すでに準備は万ばん端たん。部屋の中心に置いてある低い机には、原稿の山が詰まれており、消しゴム掛けとベタ塗ぬり担当の私のために消しゴムと筆ペンが並べて置いてあった。

「かむちゃん、来てくれてありがとう。いつも優秀なアシスタントぶりで助かってるよ。私の原稿はかむちゃんがいないと完成しない」

「麻紀ちゃんの原稿、どんどん描き込み多くなってくもんね。もう同人誌の域じゃないよ」

「そんな褒ほめても、イラストしか出さないぞ☆　さぁさ今日も頑張りましょう」

　そのイラストがどれだけ価値があることか。この前は麻紀ちゃんのサークル《神かみ様さま同どう盟めい》の同人誌が高価買取の一覧に載のって驚きよう嘆たんした。

　互たがいに座ざ布ぶ団とんに座り、向かい合いながら原稿に取り掛かると、

「ほら、このコマが実際にポーズをとってもらった絡み絵。気に入ってるんだ」

　と麻紀ちゃんが原稿の中でも大きな一コマを指差した。

　わぁ、上半身裸はだかの太陽神アポロンが奈な落らくの神タルタロスを地面に押し倒している。

「メール読んだ時も思ったけど、よく協力してくれたね」

「まぁ、あの高校実際そういう人もいるしね。面おも白しろがってやってくれたよ」

　麻紀ちゃんの高校では普通高校に通う私には考えられない、ＢＬ漫まん画がのような世界が広がっているようだ。可愛い麻紀ちゃんが狙ねらわれないのならそれでいい。

　頷うなずいているとメールの着信音が聞こえて、ポケットから携帯を取り出した。開けて画面を確認すると、相手は仲島だった。

『オレは新たな真理を見つけたかもしれない。冴草の中で最高の小説を一冊持ってきてくれ』

『当然、穂ほ×飛たかになるけどいいの』

『それでいいんだ、頼んだぜ』

　意味深なメールだな。逆カプのくせに穂×飛を読みたいだなんて。私は返信を打ちながら頭の中で最高の一冊について思案を巡めぐらした。

「お兄様から？」

「ううん、最近できた友達。偶然学校で会って意気投合したんだ。腐ふ男だん子しなんだよ」

　仲島は腐男子であることを隠しているようだが、麻紀ちゃんは高校が違うし、言いふらすような人でもないから話しても問題ないだろう。

「男子を苦手とするかむちゃんが!?　それはレアすぎる」

　自分でもそう思う。

　高校生活をぼっちで終えるとばかり思っていた私に男の友達ができるとは。

「だよね。私も最初は怖かったし。喋ってみると普通……でもないな。仲島は私とは逆カプなんだけど今、穂×飛本を読みたいから貸してくれってメールが来てさ。ヤツはＭなんじゃないだろうか」

「へぇ、本の貸し借りまでする仲に。かなり親しくなったんだね、彼と友達になったことお兄様に話したの？」

「新しい友達ができたとは言ったけど、性別と名前は教えてない」

　仲島に呼び出された時の手紙を最後までラブレターだと誤解し、普段から男は狼おおかみだから気を付けろと口を酸すっぱくして言ってくる兄に言えるはずがない。

「大だい丈じよう夫ぶかなぁお兄様、後から知ったら怒おこるんじゃない？」

「いつ知っても怒るよ」

　それだけは断言できる。私は原稿に消しゴムを掛けながら、手紙に気付いた時の兄を思い出す。呼び出された場所には行かないと伝えた時、兄は心の底から安あん堵どして私の手を握にぎっていた。私が異性から手紙を貰もらっただけでラブレターだの彼氏だの見けん当とう違ちがいの心配をする兄に、仲島の話をしても悩なやみの種を増やしてしまうだけのような気がした。

　ピピピピと今度は、電話の着信音がして携帯を確認してみると兄からだった。

「麻紀ちゃん、作業中ごめんね。ちょっと和泉さんの電話取るね」

　どうぞどうぞ、と瞳を輝かせて麻紀ちゃんは頷いた。

『悠子ちゃん、今、越田さんの家？　テスト勉強は捗はかどってる？』

「はい！　私と麻紀ちゃんは得意分野が違うんでばっちり助けあってますよ」

　麻紀ちゃんはペン入れ、私はベタと消しゴム掛け。テスト勉強ではないけど助けあってるのは確かだ。

『良かった、そこに越田さんがいるなら代わってくれる？』

「えっ、麻紀ちゃんにですか」

　私は驚きを隠せなかった。兄は会ってもいない時から麻紀ちゃんのことを嫌けん厭えんしていて、今でも苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で麻紀ちゃんを見る。その兄が自ら麻紀ちゃんと話したがるなんて……今日は雪でも降るのか。

　電話と麻紀ちゃんを指差して、兄が麻紀ちゃんに変わって欲しいと言っている旨むねをジェスチャーで伝えると麻紀ちゃんは快く電話を受け取ってくれた。

「もしもし、越田です。お久しぶりですね、お兄様」

　兄は麻紀ちゃんのお兄様呼びをやめさせようとしているが、何度も失敗に終わっている。塩対応の兄に笑顔で接してくれる麻紀ちゃんは、私の尊敬する人物だけあってただ者ではない。

「はい、沢たく山さんの素敵な男性に囲まれてますけど、確かに我わが家やです」

　素敵な男性って同人誌のことだね。また兄の誤解を生むような発言を……。

「相変わらずのヤンデレ……は好きなんですけど、私はかむちゃんが苦しむのは見たくないんですよね」

　いつもと話してる雰囲気が違う麻紀ちゃんに私は首を傾かしげた。

「かむちゃんに近づくもの、何でもかんでも排はい除じよして孤立させたりしないで下さいね」

　苛いら立だちのこもった声で麻紀ちゃんは、兄に訴うつたえた。

「いいえ、個人的にそう思っただけです。私はかむちゃんのことが大好きなんで、お兄様に何を言われても気にしませんがぜひ今後の参考に」

　さっきまで普通だったのに何故。いつも兄に何を言われても怒らない麻紀ちゃんが……。

「妹の幸せを祈るのもお兄様の役目なんじゃないですか」

　そう言って電話を切った麻紀ちゃんは、力強く私の手の上に携帯を返した。

「はい、かむちゃん。お兄様にはこのくらいがつんと言った方がいいよ」

「和泉さんが何か言った？　ごめんね、麻紀ちゃん」

「ううんお兄様はいつも通りなんだけど。私がね、許せなくて」

　麻紀ちゃんはドンっと拳こぶしで机の上を叩たたいた。インクの入った瓶びんが揺ゆれてひやっとする。

「だってせっかく仲のいいフラバタ同志ができて楽しそうにしてるのにさ、お兄様のこと気にしてかむちゃんつらそうなんだもん。かむちゃんが可愛いくていいコだから心配なのはわかるけどさ、やっぱりお互いにハッピーじゃないと」

「いやいや、兄の目が特とく殊しゆなだけだから」

　ぶんぶん首を横に振る私に麻紀ちゃんはきょとんとした顔を見せた。

「どこが？　私が男だったら、かむちゃんみたいな優しいコと付き合いたいな」

「わ、私には勿もつ体たいないよ！」

　麻紀ちゃんは女の子でもかっこいいけど、男だったらカリスマ性がありすぎて私なんか目にも入らないだろう。

「そんなことない。私さ、かむちゃんに会うまでは結構浮いた存在で仲のいい友達っていなかったんだよね。いきなり鼻血噴ふいたり、興奮のあまり教室で叫さけんだり、テンションが高すぎてついていけないって言われたこともある。でもかむちゃんはそんな私でも受け入れてくれた。私がお兄様に悶もん絶ぜつしすぎた時も背中撫なでてくれたでしょう。あの時は私の嫁よめくらいの気持ちだったよ」

「そ、そうだったの？」

　それは初耳だ。嫁と思われるほど麻紀ちゃんに好いてもらえていたとは。

「外見に自信がないのも不思議なくらい。髪はさらさら艶つや々つやで、目はぱっちりしてるし、スタイルだっていいじゃん。表情もくるくる変わってかむちゃんは文もん句くなしに可愛い」

　麻紀ちゃんの言葉に目が点になった。わたしが、可愛い？　兄の欲目ではなく女の子の麻紀ちゃんから見てもそう見えるのか。本当に？　衝しよう撃げき的てきすぎて啞あ然ぜんとしてしまう。

「でも、かむちゃんはお兄様の前だと特に可愛いよね」

　目を細めて麻紀ちゃんは温かな笑みを浮かべていた。兄の前では特にってもしかして、

「私が誰を好きなのか、気付いてる？」

「うん、お兄様だよね。かむちゃん……顔に出るからさ」

　誰にも言ってなかったのに、気付かれてしまうくらい自分の態度は露ろ骨こつだったのか。机に肘をついて両手で顔を隠した。

「気になってたんだけど、あんまりこういう話したくないかなって思って言えなくて」

　うん……普段、漫画やアニメの話題しか話していない麻紀ちゃんに恋愛相談しようとか考えもしなかった。相手はあの兄だし、一ひと筋すじ縄なわではいかない。一人で胸に抱かかえているつもりだったけど、麻紀ちゃんは心配してくれていたんだ。

「気を遣つかわせてごめんね」

「ううん、言いづらい気持ちはわかるから。勿もち論ろん誰にも言わないから安心して」

「……最初はこんな気持ちになるなんて思いもしなかったんだけどなぁ」

「お兄様のこと、触さわらぬ兄に祟たたりなしとまで言ってたもんね……」

　美形のリア充じゆうなんて腐女子とはかけ離れすぎた生き物で、相あい容いれない存在だと思っていた自分が、三次元に恋をするとは。現実ほど怖いものはないのにいつの間にか自分の胸の中を占めていて、この人のためなら向き合いたいと思うようになっていた。

「自分でも不思議だよ」

「そんなもんじゃない？　絶対ハマらないと思ってた漫画でも、アニメ化したら好きになっちゃうこともあるでしょう。突然落ちてしまうものなのよ」

　それは、とてもわかりやすい。麻紀ちゃんの名言に思わず笑いが込み上げた。同人誌に囲まれた部屋で原稿を間に挟んでこういう話をするのはある意味、私らしいのかもしれない。友達思いの友人に感謝の気持ちを込めて、私は手にギュッと消しゴムを握った。
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　土曜日の朝、予定より早く目が覚めた俺おれはバッグの中身を再確認していた。シートと虫さされ防止のスプレーと日焼け止め、ウェットティッシュもあった方が便利かな、と荷物に追加する。自分から誘さそったものの、誰だれかとピクニックに行くのは初めての経験だ。

　身み支じ度たくを整えた俺は最後に、買ったばかりの眼鏡めがねを耳に掛けて鏡で自分の顔を確認した。そんな変わった気はしないけど、妃きさきさんのアドバイス通り、悠ゆう子こちゃんはコレが好きなのだろうか。俺は鏡の前で首を傾かしげてから階段を下りていった。

　すると、階段の下からトントントンと包丁を使っている音が聞こえてくる。こんなに朝早くから朝食を作ってるのかな。洗面所に向かう途中で、俺はキッチンに顔を出した。

「おはよう、悠子ちゃん」

　悠子ちゃんの後ろから隣となりに回ると一いつ瞬しゆんだけ俺の方を見て、すぐにまな板に視線を戻してしまう。悠子ちゃんの手元には数個のいなり寿ず司しが並んでいる。

「びっくりさせちゃってごめんね。もしかしてこれは今日のお弁当かな？」

「は、はいご迷めい惑わくでしたか？」

　こっちを見て欲しくてもう一度声を掛けてもまったく興味を引かれた気配がない。おかしいな、あまり眼鏡の効果を感じられなかった。

「まさか、悠子ちゃんの手料理に勝まさるものはないよ──その服もとてもよく似合ってる」

　今、悠子ちゃんがエプロンの下に着ている服は、昨夜俺がプレゼントしたものだ。ボーダーシャツに白いロングスカート、しかもシャツは俺とお揃そろいだ。どんな男が悠子ちゃんに目をつけても、ペアルックの俺達を見れば諦あきらめるだろう。

「ど、どうもありがとうございます」

　お礼を言いながらも悠子ちゃんは不自然なまでに俺の方を見ない。悠子ちゃんに好かれたくて眼鏡を掛けたのに、避さけられてしまうのでは逆効果だ。

「ねぇ、さっきから目を合わせてくれないね。コレ、似合ってない？」

　ちらと上うわ目め遣づかいに俺を見た悠子ちゃんの前で、少し下がってきた眼鏡のブリッジを人差し指で持ち上げると、沸ふつ騰とうしたやかんのように悠子ちゃんは耳まで真っ赤に染め上げた。

「と、とてもお似合いです。か、かっこいいと思います」

　それは聞こえるか聞こえないかの小さな声だったが、俺の耳には届いた。さっきからずっと俯うつむいていたのは、避けてるんじゃなくて俺のことをかっこいいと思って恥はずかしかったから？

「悠子ちゃんが俺のことかっこいいって言ってくれるの、初めてだね」

　眼鏡のおかげとはいえ、悠子ちゃんが俺の容姿を褒ほめてくれるなんて。俺の心は歓かん喜きに震ふるえた。

「これから毎日掛けようかな」

「心臓に悪いんで今すぐ外はずして下さい」

　紅こう潮ちようした頰ほおを隠かくすように目を伏ふせる──その様が尋じん常じようじゃなく可か愛わいかった。そんな悠子ちゃんを見ていると、本当に毎日掛けたくなる。毎日心臓を震えさせて、俺が悠子ちゃんのことを想おもうのと同じくらい夢中になって欲しかった。
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「てっきり今日は歩きで行くと思ってました」

　助手席に座る悠子ちゃんは、手に携けい帯たいを握にぎりながらナビを見ている。

　今、俺達が向かっている公園は、以前テレビで紹しよう介かいしていて興味を抱いだいた場所だった。テレビでは芝しば生ふの上で寝ね転ころぶ家族や走り回る子供逹など長閑のどかな光景が広がっていた。胸に抱いたのは、羨せん望ぼうと憧どう憬けい。昔の自分なら縁えんのないものとして映うつっただろうが、今の自分は違った。一いつ緒しよに行ってみたいと思える家族がいる。すぐにスマホで行き方を調べていた。

「徒歩でもいいけど、うちからだと三時間は掛かるよ」

「車でお願いします」

　三時間も歩いたら、ピクニックというよりはウォーキングがメインになってしまうだろう。帰ってきたらくたくたに違いない。ちらりと隣を見ると悠子ちゃんはメールを打っている。前より携帯を触る頻ひん度どが増えているのは気のせいかな。

「メールの相手、越こし田たさん？」

「最近、できた友達です」

　高校に入って二年にもなれば友達の一人や二人できてもおかしくない。だが、越田以外の友人の話を聞いたことがなかったから気になった。

「へぇ、どんなコなの」

「眼鏡を掛けてて、髪かみは染めずに真っ黒です。共通の趣しゆ味みで仲良くなったんです」

　特とく徴ちようを聞きながら想像すると悠子ちゃんしか浮かんでこない。

「悠子ちゃんに似てるんだね」

「いえ、そんなに似てませんよ。ヤツの方が背も高くて目つきも悪いですし」

「ヤツ……？」

　もしかして男か？　だとしたら警けい戒かい対象のブラックリストに追加だ。

「ショートカットで八や重え歯ばが可愛いコです！　ほら、運転に集中しないと危ないですよ」

　メールが届いたようで悠子ちゃんは再び携帯に集中し始める。──妃さんからは悠子ちゃんは異性が苦手だと聞いている。男ではないはずだ。人見知りの悠子ちゃんにできた新しいお友達だ。ここは喜ぶべきだろう。詳くわしく聞きたい気持ちを抑おさえてハンドルを握った。




　公園につくと予想以上にチケット売り場が混雑していた。園内でイベントをやっているのかもしれない。俺は公園の中に入り、あらかじめチェックしていた広場を目指した。

　芝生を踏ふみ締しめて十数メートルはある大木の下につくと、悠子ちゃんと一緒にシートの両りよう端はしを持って広げた。

　靴くつを脱ぬぎシートに座って周りを見渡す。キャッチボールをする親子や、凧たこ揚あげをする子供、犬の散歩をする老ろう夫ふう婦ふの姿。新緑囲まれた公園には長閑な風景が広がっていた。

　俺がのんびりしている間にも悠子ちゃんはてきぱきと昼食の準備を整えてくれている。水すい筒とうのお茶を注いで渡してくれたり、重箱を出したり、本当に気がきくコだ。

「みんな美お味いしそうだね」

　悠子ちゃんが重箱のフタを開けた瞬しゆん間かん、感かん嘆たんの息を飲んだ。

　重箱の中には、いなり寿司や、鮭さけの南なん蛮ばん漬づけや春巻きなど手の込んだおかずが敷しき詰つめられている。ひとくち食べ始めると箸はしを進める手が止まらなかった。その様子を悠子ちゃんは菩ぼ薩さつのような笑みを浮かべて見ている。何も話さなくても、愛情が伝わってくるようだった。

　俺は思わず、ポケットからスマホを出して悠子ちゃんを撮さつ影えいしていた。

「勝手に撮とらないで下さいっ」

「だって悠子ちゃんが可愛いから」

　今撮らずしていつ撮るの？　聞き返したいくらいだった。夏の日差しを遮さえぎる木々が風に揺ゆれる度たび、光がキラキラと悠子ちゃんを照らしている。この綺き麗れいな一瞬一秒を形にして残したかった。

　俺がスマホをしまって食事を再開しようとした時、偶ぐう然ぜん悠子ちゃんの肘ひじが水筒に当たりお茶がシートに広がっていった。悠子ちゃんはすぐさまバッグからタオルを出して被害が広がらないようくい止めた。お茶を拭ふき終えると、悠子ちゃんは水飲み場へ洗いに行くと言う。

「俺が行ってくるよ」

「いえいえ、水筒倒たおしたのは私ですから」

　悠子ちゃんはタオルを手に持ち靴を履はいた。

「すぐ戻りますね！」

　そう遠くはないしな、危険はないだろう。俺は走り出した悠子ちゃんの背中を見送った。




　悠子ちゃんがタオルを洗いに行き、重箱の上に箸を置いた。悠子ちゃんが戻もどるまでご飯は我が慢まんしよう。

　しかし、悠子ちゃんはなかなか戻ってこない。すぐ戻ってくるって言ってたのに。

　心配になって水飲み場の方向を見てみると、周りをぐるぐる回りながら男に追いかけられていた。咄とつ嗟さに立ち上がり、悠子ちゃんの元へ走る。

「助けに来るのが遅おくれてごめんね、悠子ちゃん」

　水飲み場に辿たどり着いた俺は、悠子ちゃんの前に立って男の接近を防いだ。

「さぁて、悠子ちゃんを追いかけ回してる君は、誰かな？」

　見たところ高校生くらいに見える。悠子ちゃんがここまで必死に逃にげるということは知り合いなのだろう。

「あ、あんたこそ。俺は賀か村むらに用があるんであんたには用がないんだけど」

「悠子ちゃん、彼に何か用事はある？」

　首を横に振る悠子ちゃんを見て、男はショックを受けているようだった。

「あとですぐに俺も行くから、シートで待ってて。俺は彼と少し話したいことがあるから」

　頷うなずいた悠子ちゃんはまっすぐシートの方へ走っていく。傍そばから離はなれたのを確認して俺は男と対峙した。

「で、悠子ちゃんに話って何？　俺が代わりに聞いておいてあげるよ」

「……何で他人のあんたに」

「他人じゃないから。それにあの状態の悠子ちゃんに話を聞いてもらえると思ってんの」

　散々逃げられていながら理解していないのか。厄やつ介かいそうな男だ。

「あいつに伝えてくれんのかよ」

「それは聞いてみないとわからないな」

　悠子ちゃんへの暴ぼう言げんや傷つけるような発言は受け付けない。

「っあんた、ムカつくな」

「気が合うね、俺もだよ」

　俺の勘かんが間ま違ちがいじゃなければ、この男は間違いなく敵だ。こいつは悠子ちゃんに好意を抱いている。だからさっきの悠子ちゃんの態度に傷ついて、俺を睨にらんでくるのだ。

　男は悔くやしげに顔を歪ゆがめて語り始めた。

「──昔のことは本当にごめん。ずっと後こう悔かいしてた。賀村のことが嫌きらいでいじめてたわけじゃないんだって、伝えてくれるか」

　悠子ちゃんが男を苦手になったのはこの男が要因な気がした。

「好きでも、嫌いでもさ、いじめられた方は関係ないんだよ。いじめた側の何倍も、いじめられた方は傷ついてる」

　ただ自分に構ってほしくて、俺の従姉いとこの安あん里りみたいにどれだけ相手が傷ついてるかなんて知ろうともせずに。悠子ちゃんが容よう姿しに自信がないのも、俺と初対面の時におどおどしながら接したのも、この男によって植えつけられたツライ記き憶おくのせいかもしれない。言葉の他にも、暴力だって振るわれていた可能性もある。そう思うと腹の奥底のマグマが煮にえたぎった。

「イジメをどう思ってるのか知らないけど、立りつ派ぱな犯罪だからな」

「俺は、そんなつもりは」

　じゃあ、どんなつもりだったんだ。どれだけ言い訳しようとも、結果が全てを物語っている。

「お前の自己満足に付き合わせる気はない。悠子ちゃんのことを思うならもう近づかないでくれ。あのコはまだお前の言葉で傷ついてて、苦しんでる」

「賀村が、俺のせいで？」

　ショックを受けた表情をする男に、何な故ぜわからんと問いつめたくなった。あれだけ悠子ちゃんが怖こわがっていたのに。

「俺はもう戻るから。俺の言葉を忘れるなよ。悠子ちゃんを傷つけるなら誰であろうと許さない」

　男をその場に残して、俺は悠子ちゃんの元へと向かっていった。




　シートに戻ると、木こ漏もれ日びの下で悠子ちゃんはタオルを目に当てて下を向いていた。そのあまりに頼たよりない姿に胸が痛んだ。

「悠子ちゃん、大丈夫？」

「……はい、和泉さんは何もされませんでしたか」

　タオルを外して顔を上げた悠子ちゃんの目は赤かった。やはり泣いていたようだ。

「俺のことは気にしなくていいの。もっと、早くに気づけなくてごめんね」

「いえ、来てくれて助かりました。……見苦しいところを見せてしまってすみません」

「そんなこと、思ってないよ。俺だって安里に会った時、同じようなところ見せちゃったことあるしね……お互い様」

　俺は安里を前にしただけで拒きよ絶ぜつ反応が出て立ち上がることもできなかった。走って逃げることができた悠子ちゃんより俺の方が余程みっともなかった。

「ああいう時は、すぐに俺を呼んでね。追いかけられてる悠子ちゃんを見た時は驚おどろいた」

　驚きに目を丸くする悠子ちゃんは、助けを呼ぶことを思いつきもしなかったんだろう。

「彼、悠子ちゃんに謝あやまってたよ。真剣に言ってるようには聞こえなかったけど……あいつのことは考えないほうがいい。それこそ相手の思うツボだから」

　いじめをする奴やつは相手の関心を引くことに喜びを覚えるのだ。その欲求をわざわざ満たしてやる必要はない。

　あの男のことなんて忘れて、悠子ちゃんはもっと幸せになるべきなのだ。

「悠子ちゃんは前、俺に復ふく讐しゆうとか考えるより旅行の予定とか楽しいことを考えて欲しいって言ってくれたよね。今ならそう言ってくれた悠子ちゃんの気持ちがよくわかるよ。だから、あいつのことで胸を痛めるくらいなら自分の好きなことをして笑っていて欲しいって思う」

　最初言われた時は一瞬よくわからなくて、あとから悠子ちゃんの優しさだと知った。そして、俺は今、悠子ちゃんの気持ちをようやく心から理解できるようになった。

「フラバタ、とか読んでですか？」

「悠子ちゃんが笑ってくれると、俺も嬉うれしくなる。悠子ちゃんが言ってくれたのってそういうことだろ？」

　だからあいつを思って泣かないで。俺も泣きたくなってしまうから。

　俺の言葉に悠子ちゃんは、泣き笑いを浮かべた。その瞼まぶたはまだ少し濡ぬれているけど、今度は悲し涙には見えなかった。

「和泉さんが、そんなこと言ってくれるなんて」

「悠子ちゃんの優しさが、俺に移ったんだよ」

　少しずつ、悠子ちゃんに近づいていきたい。過去は変えられないけれど、未来は変えられる。そのことを悠子ちゃんは教えてくれたのだ。

　俺の胸の中に灯ともった小さな炎ほのおは、夢の後先を優しく照らし続けてくれていた。
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　翌日の日曜日、越田の家へ行く悠子ちゃんを見送った後、ソファに座って前日の悠子ちゃんの表情や仕草を思い出した。眼鏡を掛けた俺を褒ほめてくれたり、朝ペアルックに気付いて俺の服を凝ぎよう視ししていた悠子ちゃん、俺にお茶を注いだコップやお箸を渡してくれて甲か斐い甲が斐いしかった悠子ちゃん。──悲しげな表情は忘れたくても忘れられない。

　あいつさえ現れなければ、あの可愛らしい表情が曇くもることはなかったのだ。あれだけ言っておけばあの男はもう二度と悠子ちゃんに近寄らないと思うけど、粘ねん着ちやく質しつな感じがしたからな。

　昨日の今日だが、不安に思った俺は悠子ちゃんの所在確認をした。スマホで悠子ちゃんの携帯に電話を掛けると、すぐに悠子ちゃんは出てくれた。

「悠子ちゃん、今、越田さんの家？　テスト勉強は捗はかどってる？」

　俺は悠子ちゃんの前では、一応越田をさん付けしている。悠子ちゃんには怖がられたくないし、良い兄でいたいから口調もきつくならないように心掛けている。

『はい！　私と麻ま紀きちゃんは得意分野が違うんでばっちり助けあってますよ』

「良かった、そこに越田さんがいるなら代わってくれる？」

『えっ、麻紀ちゃんにですか』

　悠子ちゃんは俺が越田を好ましく思っていないのを知っているから、驚いているようだ。俺も極力口をききたくないが、そこが越田の家で、確かに越田が傍にいることを確認しておきたかった。

『もしもし、越田です。お久しぶりですね、お兄様』

「そこは間違いなくお前の家だな、越田」

『はい、沢たく山さんの素敵な男性に囲まれてますけど、確かに我わが家やです』

　こいつは、いつも電話に出るとこの調子だ。最初は騙だまされたが三年も経てば俺も学ぶ。

「その手には乗らないぞ。悠子ちゃんは男が苦手だからな、男だらけの家になんて行かない。悠子ちゃんがそこにいるとわかればいいんだ。じゃあな、明るい内に帰せよ」

『相変わらずのヤンデレ……は好きなんですけど、私はかむちゃんが苦しむのは見たくないんですよね』

　普段のふざけた様子のない声こわ色いろに俺は眉まゆを顰ひそめた。

「悠子ちゃんが、苦しむ？」

『かむちゃんに近づくもの、何でもかんでも排はい除じよして孤こ立りつさせたりしないで下さいね』
















「……悠子ちゃんがそう言ったのか」

『いいえ、個人的にそう思っただけです。私はかむちゃんのことが大好きなんで、お兄様に何を言われても気にしませんがぜひ今後の参考に』

「何が言いたい」

『妹の幸せを祈るのもお兄様の役目なんじゃないですか』

　越田の台詞せりふが痛つう烈れつに突つき刺ささった。悠子ちゃんの幸せを祈る……？　それは神や他人の手に悠子ちゃんを委ゆだねるということであって、俺の望むところではない。悠子ちゃんは俺の手で幸せにするのだ。そう言い返そうとした瞬間、通話は既すでに切れていた。

　苦しんでいるって昨日の男のこと？　答えははっきりわからないまま、時間だけが過ぎていった。
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　月曜日を迎むかえ、私はお弁当と紙袋を持ちながら階段を上っていた。今日は屋上で昼食だから晴れて良かった。扉とびらを開けると仲なか島じまが「オッス」と片手を上げてフェンス際ぎわに座っていた。

「持ってきたよ！　仲島に言われた小説本」

　私の中での最高の穂ほ×飛たかの小説本──それは難航を極きわめる選択だった。ベストスリーまで絞しぼったところで、悩なやんでは読み、読んでは悩む、それを繰り返して辿たどり着ついた未来設定本。高校を卒業して六年後に実家の病院で医師になった穂積ほずみ君と再会する野球選手の飛人たかと。この実際にあり得そうな設定が原作重視の私の心をくすぐり、涙なみだを誘さそう。最高の一冊だ。

「でも逆カプ本読みたいなんてどういう風の吹き回し？　批ひ判はんは受け付けないよ」

　仲島の前に座り私は同人誌が入った紙袋を手渡した。

「いや、休みの間ずっと色んな穂×飛小説を読み漁あさってたんだけどさ……」

　弁当箱を開けて唐から揚あげを箸はしで摘つまむと、仲島が真しん剣けんな眼まな差ざしで語り始めた。

「オレは、リバでもいけるかもしれない」

　突とつ然ぜんのカミングアウトに私は雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。ころころと箸から唐揚げが落ちて転がっていく。

　リバーシブル、それは私にとって逆カプより理解しがたい存在だった。

　それはつまり、受けと攻せめどちらでも構わないということ。

　心が狭せまいと言われようと、そこにこだわりがある私は簡単に認められなかった。

「仲島の飛たか×穂ほに対する愛はそんなもんだったの。男なら貫つらぬき通しなさいよ！」

　私は箸を握にぎった手でドンッと地面を叩たたいた。

「違う、リバなら何でもいいわけじゃない。お前と話す内にオレは漢おとこらしい飛人ならどちらでも読めるかもしれないという事実に気付いたんだ」

「私の、穂×飛愛のせいで……？」

「オレは世に蔓延はびこる可か愛わいすぎる飛人に以前から疑問を感じていた。原作から離れすぎると、最も早はや飛人ではない。だから穂×飛自体を全否定していたわけだけど、お前の飛人はそうじゃない。漢おとこ気ぎ溢あふれる飛人だからこそ受けにもなれるという境地に辿り着いた」

　逆カプだった人間からすれば確かに境地だろう。私にとっては常識の話であっても。

「漫まん画がだとすぐ読み終わるからな。だから内容が濃こく長く楽しめる小説を頼んだんだ。お前の持ってきてくれた本は、袋ふくろの上からでもわかるぞ。この厚み、二五〇ページはあるな」

　仲島は嬉うれしそうに紙袋を手に取り、片目を眇すがめ本の厚みを確かめた。厚みでページ数を把は握あくしているなんて。これまでも相当数の小説本を読んでいるのだろう。

「仲島がそこまで言うなら……簡単に溝は埋まらないと思うけど読み終わったら感想を聞かせて。それで仲島の本気を確かめるよ」

「ありがとう冴さえ草ぐさ。心して読ませてもらうぜ」

　仲島はショックを与えたお詫わびにと自分の唐揚げを分けてくれた。

「次は夏コミだけど仲島は行くの？」

「モチのロンよ。神輿みこし背負わず同人誌を背負う、それが夏の祭りの過ごし方だ」

「だよね。夏が待ち遠しい。この前原稿のお手伝いしてきたんだけど、私の友達でサークル参加するコがいるんだよ。冬コミは抽ちゆう選せんに落ちてたから夏は受かって良かった」

「お前、他に友達いたのか……廊ろう下かでいつも一人で歩いてるからいないものかと」

　その無神経極まりない言葉に一いつ瞬しゆん、言葉に詰つまった。

　普通はそう思っても言わないものだ。

「っ、いるよ!!」

　この学校には仲島しかいないけど、私には中学の頃からの友人である麻ま紀きちゃんがいる。ちゃんと三次元で存在することを証明するために、携帯で撮とった麻紀ちゃんとのツーショット写真を仲島に見せてやる。

「ほらっ、友達の麻紀ちゃん。可愛いでしょう！　その上、絵も上う手まいんだから」

　ついでに以前麻紀ちゃんが描かいてくれた穂積君と飛人のイラストの写真も見せてあげる。いつ見てもイイ……ケンカップルは最高だよ。

「オレにも紹しよう介かいしろ」

「え、やだよ」

　麻紀ちゃんに惚ほれたのか？　可愛いからわかるけど、大事な麻紀ちゃんに男を紹介したくない。

「だってこの絵、《神かみ様さま同どう盟めい》のバッカス様だろ」

　それは麻紀ちゃんのサークル名とペンネーム!!　こいつ、麻紀ちゃんの最愛ＢＬゲーム《神は万ばん人にんを愛せない》にまで手を出していたとは、なかなかディープな腐ふ男だん子しだ。

「バッカス様、前から尊敬してるんだ。作風は勿もち論ろん、絵も上手いし、何と言っても神愛に対する熱きパッション、逬ほとばしるパトス──何度バッカス様の本でマジ泣きしたか……頼む冴草、一生のお願いだから紹介してくれ」

　普段ふてぶてしい仲島に九十度の最敬礼で頭を下げられた。

「頭上げてよ」

「イヤだ！　冴草が頷うなずくまで上げないし教室にも戻もどらない」

　駄だ々だを捏こねるな。私も読み専だから好きなサークルさんを尊敬する気持ちはわかる。しかし、この麻紀ちゃんの熱ねつ狂きよう的なファンである仲島を引き合わせてもいいものか。幾いく分ぶん考えて、私は結論を出した。

「……麻紀ちゃんがいいって言ったらいいよ」

「よっしゃーっ、バッカス様に会える！　何の話しようか、の前に身なりを整えてだな。神への供く物もつも差し上げねば。定番の葡ぶ萄どう酒しゆは、規制に引っかかるから無理か。おい冴草、バッカス様は食べ物は何がお好きなんだ」

　まだ会えると確定したわけじゃないんだけど。いくら何でも気が早い。興こう奮ふんする仲島を横目に小さな溜ため息いきをついた。冴さえ渡る青空の下、屋上には昼休みが終わるチャイムが響ひびいていた。




　放課後、仲島の件で麻紀ちゃんに電話するとなんとＯＫが貰もらえてしまった。断ってくれても全然良かったのに、麻紀ちゃん優しすぎる。

　一応、どんな人物なのか仲島の情報を麻紀ちゃんに話すと、思った以上に麻紀ちゃんが話に食いついてくる。もしや両思いカップル誕生!?　と寂さびしく思っていたら早はや合が点てんだった。

『かむちゃんに近づいていい男なのか、見み極きわめてやらないと』

　仲島とはそういう意味で仲がいいわけじゃないんだけど、麻紀ちゃんの私を心配してくれる気持ちは嬉しかった。

　麻紀ちゃんが夏コミにサークル参加する日は、私と仲島も一般参加する日だったので、アフターで会うことになった。

　了解を貰えたとメールすると狂きよう喜き乱らん舞ぶの顔文字メールが送られてきた。

　このハイテンション、怖こわすぎる。実際に麻紀ちゃんと会ったらどうなるのか。しっかりストッパーとして仲島を止めてやらねば。一人気合いを入れながら、携帯を見下ろした。
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　夏休みに入り、私は外で降り続けている八月の恵みの雨をバイト先である総そう菜ざい屋やの店頭で眺ながめていた。いつもは裏のキッチンで仕事をしているが、今日はいつも接客してくれているおばちゃんが熱を出してダウン、早退してしまったのだ。

　接客は苦手だけど、今日は一日中雨の予報でお客さんも少ない。おばちゃんにはこの前ジャガイモを貰った恩もあり、自ら店頭に立つと申し出た。

　店頭に立ってからというもの、お客さんが誰だれ一人ひとりとして入ってこない。このザーザー降ぶりじゃ当然だ。私もバイトの日でなかったら、この雨の中外には出なかっただろう。

　けど今こそが学生にとっての稼かせぎ時どきだ。円えん滑かつな腐ふ女じよ子しライフのためには働くしかない。

　ガラガラと入り口の扉が開き、背筋をピンと伸ばした。

「いらっしゃいませー……って、仲島？」

「冴草じゃん、お前ここでバイトしてんだな」

「いつもは裏にいるんだけどね、今日はピンチヒッター」

　私服姿の仲島は新しん鮮せんだ、と言っても黒いＴシャツにジーパンというシンプルかつ親近感の湧わく服装だ。普通の高校生はこんな感じだよ。仲島を観察しながらうんうんと頷いた。

　売れ線の総菜を勧すすめながら話していると仲島は今、母親が単たん身しん赴ふ任にんの父親の元へ行っているらしく食生活が乱れているようだった。食べ盛ざかりの高校生が毎日カップ麵めんかレトルトカレーって……選択肢が少なすぎる。

「体調整えておかないと夏コミで倒たおれるよ」

「あぁ、気を付けないとな。家でネットしてると外に出るのが億おつ劫くうになっちゃってさぁ」

　それには激しく同意するが不健康すぎる。私はレジの脇わきにあるメモ帳に簡単な料理の作り方を書いて、会計の時に仲島に手渡した。

「戦友なんだから生き残ってもらわないと私も困るんだよ。しっかり食事はするようにね」

「お前はオレのお袋か。まぁ、また気が向いたら来るわ」

「コミケの待ち合わせ時間と場所が決まったらメールするから」

　ラジャーと仲島は手を振ふって店を出ていった。その後もお客さんはぽつぽつしか来店せず、私は推おしカプの妄もう想そうをすることでやり過ごした。




　遅おそくなるにつれ、本降りだった雨は小降りになっていった。バイトが終わり店の裏口で傘かさを差して外に出ると、兄の方から歩いてきてくれた。

「雨の中、お待たせしちゃってすみません」

「今来たばかりだから。雨、なかなかやみそうにないね」

　兄は私の隣となりに立って歩き始めた。兄の歩きは身長からするとゆっくりで、私に歩ほ幅はばを合わせてくれていることに最近気付いた。学校で仲島と歩いていると差が開いてしまうことが多く「遅い」と言われた時にハッとしたのだ。仲島より兄の方が十センチ以上背が高いのに、兄と一いつ緒しよに歩いていても一度も置いていかれたことはなかった。

「今日は珍めずらしく店頭に立ってたんです。慣れない仕事でしたけど何とかなるもんですね」

「悠ゆう子こちゃんが接客してくれるなら買いに行ったのにな」

「買うより作った方が安上がりですよ。和泉いずみさんは自分で料理ができるんですから。今日店に来た友達なんかはまったく料理をしてないみたいで、本当大丈夫かな……」

　夏コミ本番で体調不良で倒れたりしたら一番困るのは自分だろうに。

「友達ってこの前、車で言ってたコ？」

「……はい、偶ぐう然ぜんうちの店に来たんですよ」

　男だとは話さぬよう慎しん重ちように答えねば、高確率で強制縁えん切きりコースだ。

「趣しゆ味みが合うって話してたよね」

　いきなりそこから切り込んでくるか。私は動どう揺ようを隠かくしながら答えた。

「よ、読んでる小説の系統が似てるんです」

「それはどんな小説なの、有名なベストセラーとかだったら俺おれも聞けばわかるかも」

「えっと、恋愛物で、特にどんなものとは言えないんですよ。発行部数は少ないんで和泉さんは知らないかと……」

　ラブコメもあればシリアスもあり、ほのぼのもあれば女によ体たい化かもある。発行部数に関しては言わずもがなだ。

「男の俺が読んでも面おも白しろいかな？」

「か、完全に女性向けの内容なので、男の人はあまり読まないと思いますよ！」

　女性向けって銘めい打うって売ってますから！　仲島が男であることを隠しつつ、腐の内容も隠す。ひやひやする会話に心臓がバクバクした。

「そっか、ちょっと読んでみたかったんだけどな。その友達、近々俺にも紹介してね。どんなコか気になるからさ」

「……はい、その内」

　兄が仲島に対して何もしないという安全確認が取れてから紹介したい。そんな日が来て欲しいと、淡あわい期待を抱きながら降り続く雨の中を歩いた。
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　先月下げ旬じゆんから、悠ゆう子こちゃんの夏休みが始まった。学校の時間がなくなり、悠子ちゃんと一いつ緒しよにいる時間が増えて嬉うれしい。

　朝、階段を下りてリビングを覗のぞくと、悠子ちゃんが椅い子すに座って豊ゆたかを抱だいていた。慈じ愛あいに満ちた表情で微笑ほほえみを浮かべながら絵本を読んでいる。豊の子こ守もりをしている悠子ちゃんは、普段の漫まん画が好ずきな少女とは違って見えて時々どぎまぎしてしまう。

「あ、和泉いずみさん。週末頼たのみたいことがあるんですよ、そこの机のチラシ見てみて下さい」

　悠子ちゃんの目の前にあるチラシを手に取って内容を確認してみる。気になる商品には全て赤い丸がついていて、何が欲しいのか一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「このお一人様一個の商品が欲しいんです」

「いいよ、車で行こうか」

「お米も買おうと思ってたんで助かります！」

　喜んでくれる悠子ちゃんに癒いやしを覚えながらチラシを見やり、そういえばとカレンダーを確認した。

　今月のカレンダーにもこのチラシと同じように赤い丸がついている日がある。他の月でも見覚えがあったのでカレンダーをぺらぺらめくってみると春休みにゴールデンウィーク、六月に喫きつ茶さ店てんに誘さそいたかった日も印がついていた。この日は全て悠子ちゃんが朝から出掛けていった日だ。

　この丸について三年前に尋たずねた時──花火大会に行ったと話した記き憶おくがあるけど、あの日も朝から出たのなら違い和わ感かんだらけだ。花火大会に朝からは行かないだろう。まさか、この丸の日に男とデートしてるとか？　嫌いやな想像を追い出すように黙だまって頭かぶりを振った。

　ちらと悠子ちゃんを見ると携帯をいじっている。家の中ではあまり持ち歩いていなかったのに、最近は常時ポケットに入れている。

「悠子ちゃん、今日もバイトが終わる時間は一緒だよね」

「はい、雨だから行きたくないんですけどね。和泉さんも面めん倒どうだと思うんで、今日は家でゆっくりしていて下さい」

　俺が声を掛かけると悠子ちゃんは窓の外を見て、溜ため息いきをついた。庭の向日葵ひまわりは悠子ちゃんの気持ちを表すようにがくんと首を下に向けて雨に濡ぬれていた。

「いや、行くよ。危険はどこに潜ひそんでるかわからないからね」

「危険なんてないと思うんですけどね」

「あるよ、見えない所から突とつ然ぜんやってくるものなんだから」

　悠子ちゃんはそんな俺に苦笑して「わかりましたよ」と肩かたを竦すくめていた。




　悠子ちゃんのバイトが終わる時間が近づき、俺は雨の中家を出た。朝に比べると雨は弱くなっていた。悠子ちゃんの働く総菜屋は家から十五分程歩いた場所にあり、その道のりは街灯が少ない道があったり、途中にある掲示板には「痴ち漢かんに注意！」と書かれたポスターが貼はられている。こんな道を悠子ちゃん一人で歩かせられない。

　総菜屋の裏口につくとちょうど悠子ちゃんが傘かさを開いて出てくるところだった。俺はそのまま悠子ちゃんの傍そばに寄っていった。

「雨の中、お待たせしちゃってすみません」

「今来たばかりだから。雨、なかなかやみそうにないね」

　悠子ちゃんは雲に覆おおわれた空を見上げてから、深く頷うなずいた。

「今日は珍めずらしく店頭に立ってたんです。慣れない仕事でしたけど何とかなるもんですね」

　それは見てみたかった。あの総菜屋は鶯うぐいす色いろの作さ務む衣えのような制服を着て接客するのだ。

「悠子ちゃんが接客してくれるなら買いに行ったのにな」

「買うより作った方が安上がりですよ。和泉さんは自分で料理ができるんですから。今日店に来た友達なんかはまったく料理をしてないみたいで、本当大丈夫かな……」

　出てきた、悠子ちゃんの新しいお友達。悠子ちゃんはこの友達の話をする時は越こし田たの時とは違った感じで話す。気安いというか、親しみのこもった話し方だ。

「友達ってこの前、車で言ってたコ？」

「……はい、偶ぐう然ぜんうちの店に来たんですよ」

「趣しゆ味みが合うって話してたよね」

　料理とか漫画のことかな、と思い話を振ってみる。

「よ、読んでる小説の系統が似てるんです」

「それはどんな小説なの、有名なベストセラーとかだったら俺も聞けばわかるかも」

「えっと、恋愛物で特にどんなものとは言えないんですよ。発行部数は少ないんで和泉さんは知らないかと……」

　随ずい分ぶんアバウトな説明だが、恋愛物全般を読んでいるということだろう。発行部数が少ないってことは、俺が手に入れるのは難しいかもしれない。

　悠子ちゃんが恋愛物を好んで読んでいるのは意外だった。フラバタのような野球漫画やもしくは少年漫画を好んでいるイメージがあったのだ。

「男の俺が読んでも面おも白しろいかな？」

「か、完全に女性向けの内容なので、男の人はあまり読まないと思いますよ！」

「そっか、ちょっと読んでみたかったんだけどな。その友達、近々俺にも紹介してね。どんなコか気になるからさ」

　ショートカットの黒くろ髪かみで眼鏡めがねの高身長、少し目つきの悪い八や重え歯ばが可か愛わいいコ。悠子ちゃんと同じ恋愛小説を好み、料理は苦手で手を貸したくなるタイプ。どんどんお友達の情報が増えていくが想像するのが難しかった。見た目の特とく徴ちようと中身のギャップが激しすぎる。

「……はい、その内」

　悠子ちゃんはあまり気が乗らないようで返事が小さく、曖あい昧まいな答えだった。俺が女を苦手としているから、気を遣つかってくれているのかな。だったら嬉しいんだけど。雨の中を歩きながら、俺は悠子ちゃんのお友達について想像を巡めぐらせた。
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　夏コミ当日、私は仲島と共に東ホールの通路の隅すみに座っていた。周囲には薄うすい本を読んでいる腐ふの仲間がわんさかいる。うん、この空気落ち着くわ。

「はい、これ頼たのまれてた再録集。仲島の分もペーパー貰もらっておいたよ」

「お、助かる！　オレの方のコピー本は危なかった……お前から残部少だって聞いてたから早めに行って正解。最後の一冊だったぞ」

「ありがとう、心の友よ!!」

　賞状を授じゆ与よするように仲島から両手で本を受け取り、カートの中にしまった。

　私達は目当てのサークルの位置が近く、互たがいに何冊か買いたい本を頼みあっていたのだ。仲なか島じまのおかげで今日は、絶対欲しかった本を全て購入することができた。いつもは必ず完売本があって悔くやしい思いをしていたから、喜びもひとしおだ。仲島様様である。

「この後はバッカス様とのお食事だな。場所はお前に任せてたけど、どこにしたんだ」

「原宿のフラバタコラボカフェ、三人分予約確保済み」

　携帯を開いて抽選予約当選のメールを仲島に見せた。

「っおまっ、オレを極ごく楽らく浄じよう土どへ送るとは」

「共に召めされよう、私達のパラダイスはまだ終わらない」

　ネットで情報を公開された瞬しゆん間かんから、フラバタファンの間では話題沸ふつ騰とう。カフェのキャラにちなんだメニューもさることながら、二階には特別展示もあってファンのハートをがっちり鷲わし摑づかみする企画になっている。

　今日夏コミにサークル参加している麻ま紀きちゃんとは、アフターにカフェの前で待ち合わせすることにした。会場で待つよとも言ったんだけど片づけもあるし、ちょっと新刊を読んでからにしたいらしい。手に入れた本はすぐに読みたいよね、わかる。私も既すでにここで半分近く読んでしまった。残りは楽しみとしてとっておいて家で読む。




　コラボカフェの前につくと、そこには腐女子と思わしき人だかりができていた。しばらくカフェの前で何のメニューを頼むか仲島と相談していると、私を呼ぶ麻紀ちゃんの声が聞こえた。振り向くと麻紀ちゃんが手を振っていた。買った本は全て配送にしたのだろう、手には小さな鞄かばんひとつでとても身軽だ。

「お待たせ！　かむちゃん」

「あの麻紀ちゃん彼がね、」

　隣となりでカチンコチンに固まっている仲島を紹しよう介かいしようとすると、麻紀ちゃんはさっと片手を出して私の言葉を制した。

「わかってる、典型的な真ま面じ目め委員長受けね」

　初対面の人間でも容よう赦しやなく麻紀ちゃん節ぶしは炸さく裂れつする。その目は仲島を観察しながら爛らん々らんと輝かがやいていた。きっと頭の中では、ＢＬストーリーがめくるめく展開されているに違いない。

「バッカス様にそう言っていただけるなんて光栄です！　どうぞこちらをお納め下さい」

　って仲島もそれでいいのか。私の前での小生意気な態度はどこに消えた。麻紀ちゃんは仲島の差し出した御お布ふ施せという名のクッキーの詰つめ合あわせを受け取ると、口に手を持っていってフムと目を伏ふせ思案に耽ふけった。

「……失礼、私の勘かん違ちがいのようね。眼鏡に惑まどわされたわ。やんちゃ舎しや弟てい受けに変更で」

「ありがとうございます！」

　そこはお礼を言うところじゃない。仲島は憧あこがれのバッカス様に会えたことで自分でも何を言っているのか理解していないのかもしれない。

　麻紀ちゃんは舎弟風の仲島にもヒいた様子はない。許きよ容よう範はん囲いが広すぎるよ、麻紀ちゃん。まぁ、けど喧けん嘩かになるよりはいいのか。思い直した私は二人を引き連れてコラボカフェの中に入っていった。




「私は、《居い城しろ家けディナー》と《ずんだの抹まつ茶ちやラテ》にする」

「じゃあオレは、《真ま先さき家けの朝ご飯定食》な」

「と、なると私は《さとみちゃんの応おう援えんランチ》ね」

　案内された席についた私達は、早さつ速そく店員さんにメニューを注文した。席に置いてあるコースターをお互いに見せあいつつ、コラボカフェの空気に浸ひたる。周囲には机の上に同人誌を広げる仲間達の姿もあり、このカフェは腐に占せん拠きよされているように見えた。

「この《監かん督とくのど根こん性じよう青あお汁じる》って誰だれが頼むんだろうね」

「口コミ見たけど、案外飲みやすいらしいぞ。それより《アヤカの愛情ハチミツレモン》の方がないだろ」

　確かに。私は仲島の正論にウンウンと頷うなずいた。幼おさな馴な染じみである穂積ほずみ君と飛人たかとの仲を応援する私達はアンチヒロイン派なのだ。アヤカの愛情は間違っても受け取ってはならない。

　その新マネージャーのアヤカ、最近は出ずっぱりだったのだが今週号では登場していない。そして、実に五週間ぶりに穂積君が本誌で復活を遂とげたのである。久しぶりに見たからか精せい悍かんになって戻もどってきてくれた気がする。しかも、穂積君はスランプで嘆なげく飛人の話に付き合った後に「二人で秘密の特訓をしようぜ」と耳打ちするシーンで終わっているのである。

　私と仲島はそれからずっと秘密の特訓とは何かを議題にメールを交かわしている。妄もう想そうが膨ふくらみすぎて、Ｒ指定が掛かりそうだ。

「きっと秘密の特訓はベッドの上だね」

「だな、最初は柔じゆう軟なんから始めて自然な流れにして。バッカス様はどうお考えですか？」

「野球児という利点を生かして体育倉庫。大おお縄なわ跳とびを使ってマットの上で縛しばりプレイ」

　それは偶ぐう然ぜん二人が体育倉庫に閉じ込められるのか、それとも穂積君が飛人を体育倉庫に誘さそって籠ろう絡らくするのか。いずれにせよ名案としか言いようがない。

「淀よどみないお答え、流石さすがバッカス様……師し匠しようとお呼びしてもよろしいですか」

「許す」

　麻紀ちゃんと仲島の関係はどんどん進化していくなぁ。初対面とは思えないコミュニケーション能力である。

　それぞれが頼んだフラバタメニューが届き、撮さつ影えいした後も私達は話を続けた。夏コミの収しゆう穫かくや萌もえシチュエーションを語っている内に、時間はあっという間に過ぎていき、テーブルの上のタイマーがピピッと鳴った。コラボカフェは一組八十分制になっており、最後の十分はカフェの二階でお楽しみ企画が待っている。

　私達三人は互いに顔を見合わせ、頷いてから席を立ち上がった。狭せまい階段を上っていき、フロアの正面に設置されたコーナーに私と仲島は走り寄った。

　あれは飛人が使っているバットとグローブ、学習机には赤点のテスト用紙、フォトスタンドには穂積君と飛人の小学生の頃の写真までっ!!

　そう二階ではなんと原作者である倉くら敷しき先生監かん修しゆうの元、徹てつ底てい再現された飛人の部屋が見られるようになっているのだ。飛人の部屋の前にはポールが立ててあり、中には入れないが、私と仲島はぎりぎりまで近づいて目を皿にした。感動のあまり、くらりと目眩めまいに襲おそわれる。

　尊とうとい……何でここに賽さい銭せん箱ばこが置いてないの。先生並びに企画に携たずさわってくれた全ての人に向けてお礼を申し上げたい。

「冴さえ草ぐさ、拝おがもう。オレは今日から家で先生に感謝の念を送りながら五ご体たい投とう地ちする」

「うん、私もそうする」

　私と仲島が両手を合わせて祈いのりを捧ささげている間、麻紀ちゃんは飛人の部屋の完成度の高さに感心しながら「参考になるわ」と中を眺ながめていた。

　十分後、観覧時間が終了すると私達はコラボカフェを出た。仲島と麻紀ちゃんは初のご対面だったが空気が悪くなるようなこともなくて良かった。内心ホッとしていると、麻紀ちゃんはこれから中古の同人ショップに行くらしい。

　私も行きたかったが、既に夏コミで軍資金を使い果たしていた。カフェの前で麻紀ちゃんとは別れ、私と仲島は駅を目指して歩き始めた。

「今日は師匠に会わせてくれてありがとな、マジでバッカス様は神だったわ」

「でしょ、麻紀ちゃんは萌えに忠実だから憧れを通り越して惚ほれる」

　ガラゴロとカートを引きながら駅につくと、やってきた電車は各駅電車だったが疲つかれていた私達は座れれば何でも良かった。お互いに睡すい魔まと戦いながら一時間、地元の駅のアナウンスを耳にして飛び起きた。慌あわてて仲島を起こして電車を飛び降りる。

「あ、危なかったな」

「うん、咄とつ嗟さでも本を忘れなくて良かった」

「これはオレ達の命だ。駅員に拾われて中身を確認されたら終わる」

　せっかくイベントに出で掛かけてそんな末路を迎むかえたら悲ひ惨さんすぎる。血の気が引く思いをした私達は一気に目が覚めた。

　私と仲島は駅で別れて、手を振った。

　疲れた足でのろのろ歩いていると、急に空気が冷え、空には暗雲が立ち込めてきていた。嫌いやな予感しかしない。

　きょろきょろ周りを見渡してもここは住宅街、民家ばかりで雨宿りできそうな場所はない。最後のもうひとふんばりだ。私はくたくたの体で走り始めた。普段の運動不足が身に染しみる。遠えん雷らいとカートの音が混じる中、全速力でアスファルトの上を駆かけ抜ぬけた。




　何とか雨が降る前に帰宅できた。玄げん関かんでゼェゼェ息を吐はいていると兄が階段から下りてきた。

「走って帰ってきたの？」

「は、はい、傘かさ持ってなかったんで」

　体育祭より真剣に走った。背後からはザーッと雨が降り始めた音がする。間かん一いつ髪ぱつだった。

「今日は沢たく山さん動き回って疲れたでしょう。部屋でゆっくり休みな」

　沢山動き回って？　もしや私が東ホールと西ホールを動き回っていたのを知ってるわけではあるまいな？　まるで私の後ろをついて見てきたかのような発言だ。

　まさか、でも兄は前科があるし──ぶるりと背筋が震ふるえた。

「い、和泉いずみさん今日は家にいたんですか？」

「特に用事もなかったし、日中三十五度だよ。出る気になれなくて」

　で、ですよね。三十五度もあったら普通の人は外に出ないわ。あとをつけてきてはいないようだ。ホッと胸を撫なで下おろした。

「雨が降ってくる前に帰ってこられてよかったね」

「はい、駅を下りたらいきなり夕立直前でしたからね。あと五分違ったらずぶ濡ぬれになって、死んでも死にきれませんでしたよ！」

　自分はいくら濡れても構わないけど、同人誌だけは守らねば！

「和泉さん、お風ふ呂ろってもう沸わいてますか」

　背中にびっしょり汗あせもかいたのですぐにシャワーを浴びたい。けどできれば湯船にも浸つかりたかった。

「うん、夕飯もできてるから」

　お風呂も夕飯も準備済みとは、良妻か！　思わず心の中でツッコみ、重い体を引きずりながらカートと一いつ緒しよに階段を上った。




　夏コミの興こう奮ふんが冷めやらぬ夜、お風呂と夕食を終えた私は自分の部屋で仲島とメールをしていた。同人誌を片手に携帯をいじること二時間、仲島が「電話番号プリーズ」と書いてきた。私もそろそろ頃合いだと思っていた。

　仲島と出会ってほぼ一カ月、頻ひん繁ぱんにメールをしているが未いまだに電話番号を交換していなかった。最初は異性だと思い警けい戒かい心しんがあったからだが、今は同志として認めあっている。

　この時間なら兄はお風呂に入っているし、会話しても大だい丈じよう夫ぶそうかな。

　私が電話番号を書いてメールを送信すると、すぐに電話が掛かってきた。

『よっ、もうメールだと埒らちがあかねぇと思ってな』

「文字を打つ手も疲れてきてたしね。仲島のメールが長すぎなんだよ」

『そこはお互い様だろう』

　私達は弾はずんだ声で、夏コミで購入した本について語り始めた。カフェでも話したが全然話し足りない。ヒロインは憎にくらしい存在だけど、同人誌においてはいい働きをしてくれるあて馬だった。男と女の間で揺ゆれる飛人。愛と常識のどちらを取るかで悩み、スランプに陥おちいるという原作の設定を生かしつつ、ＢＬ要素を織おり込こむというシリアスストーリーは私のストライクゾーンを見事に突いていた。

「原作の飛人はアヤカの誘ゆう惑わくから目を醒さまして、穂積君と一刻も早く結婚して欲しい」

『だよなぁ、飛人とアヤカの結婚式に飛び込んでくる穂積の同人誌とか読みたいもんだぜ』

「そういうの、私も好き！　まさに今読んでる小説にぴったりだね。読んでる途中だけどこれは至高の一冊になりそう」

『あぁ、オレも。今日は運命の一冊に出会った。保存用も買っておくんだった。その人、ペーパーにコラボカフェのこと書いててさ、めっちゃ頷いたわ』

　私の読んだコピー本の後書きにもコラボカフェについて書いてる人がいた。というか漫画より後書きの方が熱いとか思わず笑ってしまった。

「でも八十分だけじゃ短すぎる。できれば部屋に泊とまりたかったなぁ」

『それは皆みな思ってることだろうよ。あそこで飛人んちの朝食食べたかったぜ。別メニューも食べたいし、まだ満まん喫きつしきれてない。冴草、もう一回一緒に行かないか？』

「行く！　予約は私がしておくから任せて」

『ありがとう、友よ。お前ならそう言ってくれると思っていた。あとまだ借りっぱなしだけどお前が貸してくれた小説本最高。あの作者さんの本はこれから買いだわ』

「仲島も私と同じ気持ちなんて嬉うれしいよ、今度その人の他の本も貸すね」

　薦すすめた甲か斐いがあるというものだ。

『感想を語りたいとこなんだけどわりぃ、さっきから姉貴が風呂入れって五う月る蠅さいから電話切るわ』

「続きはまた今度にとっておく。電話待ってるね」

『おう、またな』

　電話を切って私は、そのままベッドに突っ伏した。今日は夏コミで会場内を歩き回り、その後はコラボカフェに行って、最後はタイヤを引きずって走る野球少年の如ごとく猛もうダッシュだ。疲れ果てた私はベッドの上に広げた同人誌もそのままにして、泥どろのように眠ねむった。




　夏コミの翌朝、朝日で目を覚ました私は部屋の惨さん状じように目を瞬しばたたいた。足元には昨日片づけそびれたカートが床ゆかに倒たおれ、同人誌やカタログが広がっている。昨日の夜の途中から記き憶おくがない。パジャマに着替えもせず私服のまま布ふ団とんに入って寝落ちしたようだ。

　ベッドを下りると足の裏がずきずき痛んだ。足が棒になるまで歩き続けたから、足全体がパンパンになり筋肉痛だ。部屋の掃除は後回しにしてまずは顔を洗ってスッキリしたい。簡単に髪だけ結んで部屋を出た瞬間、私は即そく座ざに後ろ手で扉とびらを閉めた。

　──兄が部屋の前に立っていたのだ。

　今、一いつ瞬しゆんだったけど部屋の中見られなかったよね？

　心配になって恐おそる恐おそる兄の顔を見上げてみるといつもと様子が異なっていた。

「悠ゆう子こちゃん、真面目な話があるんだけど……」

　神しん妙みような面おも持もちの兄は覇は気きのない声で語り掛けてきた。

「はい、何でしょう？」

　昨日、徹てつ夜やでもしたのかな。まさか朝まで薄い本に読よみ耽ふけっていた私じゃあるまいし。元気がない様子の兄に首を傾かしげた。

「悠子ちゃん俺おれはね、高校生の恋愛は一過性のものに過ぎないと思ってる。今の若者は不純異性交遊の危険性をまったく理解していないよ。だから簡単に相手の家に泊まりたいとか結婚したいとか口にできるんだと思わない……？　悠子ちゃん」

　これは真面目な話らしいから、貴方あなたも若者でしょうよ、と口を挟はさんではならないのだろう。しかし、真剣に耳を傾かたむけても一向に話の要領が摑つかめなかった私は兄に問うた。

「あの、つまり何が言いたいんでしょうか」

「悠子ちゃんは昨日、新しいお友達と日帰りで旅行に行ってきたんだよね？」

　高校生の恋愛、危険、宿泊、昨日、新しいお友達、兄のキーワードを繫つなぎ合わせて出てきた答えに啞あ然ぜんとした。仲なか島じまと私が交際していると思われている？　ひどい濡ぬれ衣ぎぬだ！

「事実無根です!!　仲島はあくまで友達であってそういう仲じゃありません」

「でも普通、お友達と好きとか結婚して欲しいとか部屋に泊まりたいなんて話す？　昨日引いてたカートには、旅行グッズとか入れてたんじゃないの」

　ノー！　カートの中は行きは空っぽで帰りは同人誌しか詰つめていませんし、部屋に泊まりたいのは飛人の部屋で、結婚して欲しいのは推おしカプの話なんですー!!　と言いたいことが全て言えない。

　ん？　……でも、待てよ。私は兄の前でそんな会話をした記憶はない。

「もしかして、和泉さん。昨日の仲島との会話を盗ぬすみ聞ぎきしてたんじゃないですか!?」

「興奮した様子で話してたね。──声、扉の外まで聞こえてたよ」

　開いて塞ふさがらない口から、一瞬魂たましいが抜ぬけた。

　萌もえまくった会話を兄に聞かれた……。一体どこからどこまで耳に入ってしまったんだろう。最初から最後まで？　昨日仲島としていた談義を思い出そうとしても寝ね不ぶ足そくの頭がそれを許さなかった。

「お願いだから、俺の質問に答えて」

　混乱の中、気付くと眼前にその美び貌ぼうが迫せまっていた。扉にぴったり背中がくっつき、顔の隣には兄の腕うで、身動きが取れない。絶体絶命のピンチに冷ひや汗あせが背筋を流れていった。

「ねぇ、仲島にどこまで許したの」

　スッと兄の手が頰ほおに触ふれる。頰に触れた手は、まるで蛇へびのようにゆっくりと私の体を這はい始めた。顎あごに首筋、鎖さ骨こつを撫でて肩かたで弧こを描くと、腕から爪つめの先まで落ちていった。

　瞳ひとみを射い抜ぬく双そう眸ぼうは、何な故ぜか切なげに揺れていて息が止まりそうになる。

　骨ばった手はそのまま私の腰こしに回され、兄の体と密着させられた。

「ここにも、仲島は触れた？」

　親指を私の唇くちびるに押し当てられ、かっと顔が赤く染そまった。
















「なっ、仲島とそんなことできるはずがないじゃないですか、友達なんですよ」

「男と女の間に、友情が成り立つの？」

　そんなことも知らないの？　と子供のように首を傾かしげた兄に絶句した。

　首を傾げたいのはこちらの方だ。

「成り立ちます。だから私は和泉さんに何を言われようと仲島との友達付き合いはやめませんし一緒に出掛けたりもします」

「じゃあ、その時は俺もついてっていい？　この目で見ないと不安で……」

　そう言われてもオンリーイベントにもフラバタのコラボカフェにも兄についてこられたら非常に困る。──しかもこれだけ友達だと一いつ生しよう懸けん命めい伝えているにもかかわらず兄はまったく私の言葉を信じていないのだ。

　言葉のキャッチボールをさせてくれない兄に苛いら立だちが弾はじけて、私は勢いよくジャンプした。顎に頭ず突つきをお見み舞まいすると兄の体がよろけて壁かべにドンッとぶつかる。その音を聞きつけて階段を挟はさんだ向こう側の扉から両親が出てきたが私の口は止まらなかった。

「私の言葉、ちゃんと聞いて下さいっ。傷ついてるのは和泉さんだけじゃないんです」

　仲島とあることないこと疑われて、私が何とも思ってないと思っているのか。

「でもっ」

「でもも、だっても聞きません。和泉さんとは絶交です！　もう口もききませんから」

　え、と零こぼした兄は瞳を大きく見開いてその視線は中空を彷徨さまよった。構うものか。ぷいっと顔を逸そらして無視した。

　両親は壁に寄りかかる兄の傍そばによって声を掛けている。悪いのは全部兄なのに。盗み聞きした上に、仲島との友情を認めない和泉さんが悪いんです！　と訴うつたえようとすると、

「悠子ちゃん、これ以上はやめてやって」

「言いすぎよ、悠子」

　父は困った顔で兄を守り、母は怒いかり狂くるう私を窘たしなめた。

　何でお父さんも母さんも庇かばうの。二人とも私より和泉さんの方が大切なんだ。母さんだけは私を一番に考えてくれてると思ったのに。零れそうになった涙なみだを飲んで、自分の部屋に走った。

　バタンッと乱暴に扉を閉めて、枕まくらに顔を埋うずめる。

　家族の言葉が胸に突き刺さったまま抜けない。

　仲島と友達になったっていいじゃないか。学校に一人も友達がいない私にようやくできた仲間なのだ。過保護な兄が反対するのはわかってたけど、両親まで兄に毒されてしまうなんて。

　あそこで私の趣しゆ味みを兄に暴ばく露ろすれば良かったの……？

　ううん、話したところで仲島と友達なのは許してくれないだろう。

　ぐすぐすティッシュで鼻をかみながら落ち込んでいると、コンコンと部屋の扉を叩たたかれた。

「悠子ちゃん、泣いてるの？」

「泣いてまへんっ」

　出てきた声は鼻声で、隠かくしきれなかった。けど泣いてたなんて兄に知られたくなかった。

「さっき、私は口をききませんって言いました！　もう私には構わないで下さい。今後はバイトのお迎えもしなくていいです。どこに出掛けて、誰と友達になろうが私の勝手でしょうっ。普通の兄だったら、妹の私生活プライベートにまで口出ししませんよ」

　扉の先にいる兄に向かって叫さけんだ。扉を開けて兄の様子を見たいとは到とう底てい思えない。バッと布団の中に潜もぐると微かすかに兄の声が聞こえてくる。私は両手で耳を塞いだ。

　今は、何も聞きたくなかった。
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　今月のカレンダーで唯ゆい一いつ赤丸がついている日、俺おれは朝から悠ゆう子こちゃんを探していた。現在は朝の六時、いつもならリビングのテーブルの上で新聞広告のチラシを広げている時間だが、姿が見えなかった。

　もしやと思い、靴くつを確認しに行くといつも履はいているスニーカーがない。赤丸の日は朝から出掛ける傾けい向こうがあったが、こんなに早くはなかった。頭の中でぐるぐる考えていると、

「あら和泉いずみ君、どうしたの玄げん関かんで」

　豊ゆたかを抱だいた妃きさきさんが後ろから声を掛けてきた。

「悠子ちゃんが朝早くから出掛けちゃったみたいで」

「あぁ、あのコ半年に一度、早朝から出掛ける用事があるのよ。日が沈しずむ前には帰ってくるから大だい丈じよう夫ぶよ」

　半年に一度、早朝から出掛ける場所？　お墓参りとか？

「悠子ちゃんはどこに行ってるんですか」

「あのコの了りよう承しようもなく言えないわね」

　妃さんが許可するような所なら危険な場所ではないのだろうけど気にせずにはいられなかった。

「抜ぬけてるところもあるけど悠子だってもう高校生なんだから、信用してあげて」

　悠子ちゃんを信用してないわけではないのだ。悠子ちゃんの周りが信用できない。高校生だからこそ狙ねらう輩やからだっているだろう。

「女の子の成長は早いの。あんまり子供扱いしてるとしっぺ返しをくらうわよ」

　リビングへと入っていく妃さんの姿を、俺はただ、見ていることしかできなかった。




　外からゴロゴロと雷かみなりの音が鳴り始め、部屋の窓から空を見上げた。つい数分前まで明るかった空は雨雲に覆おおわれている。

　──悠子ちゃん、大丈夫かな。

　早朝から出掛けている悠子ちゃんはまだ帰ってきていない。以前、悠子ちゃんの携帯に何度も連絡して怖こわがられてしまった経験があるので大人しく待つしかない。

　その時、ガチャと家の扉とびらが開く音がして俺は急いで部屋を出て玄げん関かんに向かった。

　玄関につくと、悠子ちゃんは膝ひざに手をついて肩かたで息をしている状態だった。

「走って帰ってきたの？」

「は、はい、傘かさ持ってなかったんで」

　小さなリュックを背負った悠子ちゃんの隣となりには、カートが置いてあった。てっきりどこかにお買い物に行ったのかと思っていたけど、カートを持って出掛けたってことは友達と日帰り旅行にでも行ってきたのかもしれない。朝も早かったし今日一日で色んな所を回ってきたんだろうな。出掛けた場所とか気になるけど疲つかれてるみたいだし、今日は聞かないでおこう。

「今日は沢たく山さん動き回って疲れたでしょう。部屋でゆっくり休みな」

　そう声を掛けると何な故ぜか悠子ちゃんは驚おどろいているようだった。そんなに俺が労いたわるのは変かな。

「い、和泉さん今日は家にいたんですか？」

「特に用事もなかったし、日中三十五度だよ。出る気になれなくて」

　いつも俺ばかり悠子ちゃんのことを考えている気がしたから、俺の私生活を気にしてくれると嬉うれしくなる。

「雨が降ってくる前に帰ってこられてよかったね」

「はい、駅を下りたらいきなり夕立直前でしたからね。あと五分違ったらずぶ濡ぬれになって、死んでも死にきれませんでしたよ！」

　そんなに雨に濡れたくなかったのか……。でも雨で服が透すけたりしたら確かに危険だな。悠子ちゃんの言うことはもっともだ。

「和泉さん、お風ふ呂ろってもう沸わいてますか」

「うん、夕飯もできてるから」

　お風呂の後に頂いただきますね、と悠子ちゃんはカートを持ち上げて階段を上っていった。




　家族で夕飯を食べた後、俺は風呂に入っていた。湯ゆ船ぶねに浸つかって、先程の悠子ちゃんの様子を思い返す。

　夕飯の時、悠子ちゃんは始終笑顔だった。予想するに、今日はとても楽しい日帰り旅行だったのだろう。絶景を見たりその土地ならではの名物料理を食べたりして満まん喫きつしてきたに違いない。悠子ちゃんと一いつ緒しよに出掛けた友達が羨うらやましい。

　去年の箱根みたいに俺も悠子ちゃんとまたどこかに旅行したいな。どこに行くか、一度考え始めると候補地が頭に沢たく山さん浮うかんできた。俺はその後も小一時間、風呂に浸かったまま旅行先について考えを巡めぐらしていた。




　熱くなってきた俺は風呂から出てタオルで頭を拭ふいた。パジャマに着替えて水分補給した後、階段を上っていくと悠子ちゃんの部屋から話し声が聞こえてきた。

　夜の十時、遅おそい時間だが大方越こし田たと電話しているのだろう。

　そして、自分の部屋の扉に手を掛けた時、俺は信じられない言葉を耳にした。

「一刻も早く結けつ婚こんして欲しい……私も好き……」

　幻げん聴ちようか？　しかし俺が悠子ちゃんの声を聞き間違えるはずがない。

「でも八十分だけじゃ短すぎる。できれば部屋に泊まりたかったなぁ」

　今度は声がはっきり聞こえた。盛り上がっているようで段々声が大きくなっていく。電話相手は越田なんだよね!?　と今すぐ扉を開けて問とい質ただしたくなった。

「行く！　予約は私がしておくから任せて」

　泊まりたい部屋の予約ということは、どこかの旅館やホテルということだろうか。

「仲なか島じまも私と同じ気持ちなんて嬉しいよ……」

　ナカジマ？　仲島、新あらた!?　──そいつは二カ月前に悠子ちゃんにラブレターを出して、俺のブラックリストに名を連ねた男の名前。

「続きはまた今度にとっておく。電話待ってるね」

　悠子ちゃんの仲島への親しげな声を耳にして、衝撃のあまり言葉を失った。

　何てことだ……悠子ちゃんは俺には秘密で男と逢おう瀬せを交かわしていたのだ。俺は悠子ちゃんの部屋の扉の前で茫ぼう然ぜん自じ失しつし、立たち尽つくした。

　ガーンガーンガーンと頭の中では、絶望の鐘かねの音ねが鳴なり響ひびいていた。




　仲島と悠子ちゃんの破は壊かい力りよく抜群の会話を聞いた俺はしばらくの間、扉の前で放心していた。

　女の子の成長、早すぎやしませんか、妃さん……。

　一度頭の中を整理しよう。俺は自室の扉を閉め、ベッドに体を投げて天てん井じようを仰あおいだ。暗い部屋の中、たまらず深い溜ため息いきが漏もれた。

　仲島新──二カ月程前の手紙の後、悠子ちゃんの口から仲島の名前が出ることはなく、手紙の呼び出しに応じなかったことで告白を断ったのだと安心していたが、違ちがっていたようだ。

　男が苦手で人と壁かべを作りがちな悠子ちゃんが、積極的なラブコールをするなんて思いもしなかった。お互たがいの携帯の電話番号を知っているのならメールアドレスだってもちろん知っているはず。

　近頃、頻ひん繁ぱんにメールを打っているのには気付いていた。瞳ひとみを輝かがやかせながら、メールに夢中になっている悠子ちゃんに相手を聞いた時、悠子ちゃんは新しい友達だと話していた。

　あの時は純じゆん粋すいに、新しくできた女友達と楽しそうにメールしてるな、なんて見守っていたけど現実は違った。

　相手は女友達じゃなくて仲島だった。日に日に可か愛わいくなっているのは俺の気のせいではなかった。全部、仲島に恋をしていたからだったんだ。

『かむちゃんに近づくもの、何でもかんでも排はい除じよして孤こ立りつさせたりしないで下さいね』

　越田の台詞せりふが脳のう裏りに浮かぶ。悠子ちゃんは、越田の家に行った日に仲島のことを相談していたんだろう。そうでなければ、いつもふざけた様子の越田が真剣な話を持ち掛けてきたりするはずがない。

　悠子ちゃんが男と付き合っている。将来結婚して家を出て行ってしまうかもしれない。

　二人の楽しそうな会話を思い出す度たび、胸が締しめ付つけられるように痛かった。

『妹の幸せを祈るのもお兄様の役目なんじゃないですか』

　越田の言うように悠子ちゃんを他の男に託たくすことが、兄の務つとめだとは思いたくない。

　走そう馬ま燈とうのように悠子ちゃんとの思い出が頭の中を駆かけ巡めぐる。豊をだっこしてにこにこ上じよう機き嫌げんの悠子ちゃん、俺のためにお弁当を作ってくれたり、一緒にスーパーに出で掛かけたり、普通の生活の幸せを教えてくれた、たった一人の妹。

　せっかく出会えたのに、まだ三年しか経っていないのに、俺の安あん寧ねいは彼女の傍そばにしかないのに……！

　そう簡単に手放せない。認められるわけがなかった。

　明日悠子ちゃんと話そう。真剣に話せばわかってもらえるはずだ。

　小刻みな震ふるえを抑おさえるように自分の体を抱き締めて眠りについた。
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　衝撃の夜が明けて、俺は悠子ちゃんの部屋の前で待まち伏ぶせをしていた。きっとまだ子供らしさの抜けきらない彼女は恋に恋をしているだけで、何もわかっていない状態なのだ。

　部屋から出てきた眠そうな悠子ちゃんは、目が合うとぎょっとして後ろ手に扉を閉めた。部屋の中に戻もどってしまわなくて良かった。

「真ま面じ目めな話があるんだけど……」

「はい、何でしょう？」

　昨夜の仲島との会話などなかったかのように悠子ちゃんは、きょとんと首を傾かしげた。いつもの俺なら子リスのようで愛らしいなんて考えていられたけど昨日から俺の中では、大雨洪こう水ずい警報が発令されている。

「悠子ちゃん俺はね、高校生の恋愛は一過性のものに過ぎないと思ってる。今の若者は不純異性交遊の危険性をまったく理解していないよ。だから簡単に相手の家に泊まりたいとか結婚したいとか口にできるんだと思わない……？　悠子ちゃん」

「あの、つまり何が言いたいんでしょうか」

　俺に、それを言わせるのか……!?　胸がじくじくと痛んだ。

「悠子ちゃんは昨日、新しいお友達と日帰りで旅行に行ってきたんだよね？」

　確認すると悠子ちゃんは慌あわてて首を振った。

「事実無根です!!　仲島はあくまで友達であってそういう仲じゃありません」

　……やっぱり、友達というのは仲島のことだったんだ。わざと仲島のことを隠かくしていたのは確実だ。俺は何度か友達がどんな子か尋たずねていたのだから。

「でも普通、お友達と好きとか結婚して欲しいとか部屋に泊まりたいなんて話す？　昨日引いてたカートには、旅行グッズとか入れてたんじゃないの」

　最初は何かわからないような顔をしていたけれど、心当たりを見つけたらしく顔を真まっ赤かに染そめ上げて大声を上げた。

「もしかして、和泉さん。昨日の仲島との会話を盗ぬすみ聞ぎきしてたんじゃないですか!?」

「興こう奮ふんした様子で話してたね。──声、扉の外まで聞こえてたよ」

　無言のまま答えようとしない悠子ちゃんに詰つめ寄よった。

「お願いだから、俺の質問に答えて」

　仲島と話していた内容を否定して欲しい。あのカートの中身は別の物が入っていたのだと言って欲しかった。

　悠子ちゃんの背中にある扉にトンと手をつけて寄りかかると、驚き眼まなこで俺を見上げた。

　腕うでの中にすっぽり収まってしまうような小さな体。二人の仲はどこまで進んでいるのだろう。腕を摑つかんでいた手を離し、悠子ちゃんの頰に触ふれて、尋ねた。

「ねぇ、仲島にどこまで許したの……？」

　ふっくらとしたまろやかな頰に触れていた手を徐じよ々じよに下の方へ滑すべらせていく。細い首筋に無防備な鎖さ骨こつ、なだらかな肩を撫なでて腕の素す肌はだを辿たどり、指の先まで撫でていき、俺は悠子ちゃんの背中に手を回して、自分の体に引き寄せた。戸と惑まどった顔で俺を見る悠子ちゃんの顎あごを摑んで、くいっと持ち上げる。

「ここにも、仲島は触れた？」

　親指を悠子ちゃんの赤い唇くちびるに押し当てると、悠子ちゃんの顔に熱が灯ともった。

　それはどちらの意味？　黒い炎ほのおで身の内から焼かれてしまいそうだった。

「なっ、仲島とそんなことできるはずがないじゃないですか、友達なんですよ」

「男と女の間に、友情が成り立つの？」

　自分自身、十九年間生きてきて女の友達など存在しない。俺を手に入れようと女達は、様々な醜みにくい手を使ってきた。ストーカーに誘ゆう拐かい、盗とう撮さつ、脅きよう迫はく、逆セクハラと挙げればきりがない。

　気味の悪い手紙を受け取り困っている時「大丈夫、私が何とかしてあげるね」と励はげましてきた隣の席の女が、俺に近づくために他の女に手紙を出すようけしかけていたり。ストーカーから逃にげてるところを助けてくれた同級生は、助けたお礼に私と付き合って、と言い出したり。友情なんて生まれようがなかった。

「成り立ちます。だから私は和泉さんに何を言われようと仲島との友達付き合いはやめませんし一緒に出掛けたりもします」

「じゃあ、その時は俺もついてっていい？　この目で見ないと不安で……」

　そのぬくもりに縋すがるように抱き締めようとした時、突とつ然ぜん悠子ちゃんが飛び上がって俺の顎に頭ず突つきをした。予想していなかった反はん抗こうに驚いていると足がもつれて反対側の壁に大きな音を立ててぶつかった。

　何で、と悠子ちゃんを見上げると眉まゆを吊つり上あげ憤ふん然ぜんとした顔で叫さけんだ。

「私の言葉、ちゃんと聞いて下さいっ。傷ついてるのは和泉さんだけじゃないんです」

「でもっ」

　悠子ちゃんが仲島との付き合いを隠していたのは事実だ。

「でもも、だっても聞きません。和泉さんとは絶交です！　もう口もききませんから」

「え」

　絶交──？　口をぽかんと開けたまま、俺の思考はたった二文字に支配された。

　悠子ちゃんに、嫌きらわれた？　噓うそだろう。壁に寄りかかった体がずりずりと下がっていく。

　しかも、口もきかないって……。悠子ちゃんにだけには、言われたくなかった。

「おい、しっかりしろ和泉」

　親父おやじに肩を揺ゆすられ我われに返ると、いつの間にか両親が俺の傍に来て座り込んでいた。見上げると、悠子ちゃんは怒おこった表情で何かを言おうとしていた。これ以上悠子ちゃんに何かを言われるのが怖くて、自分の耳を塞ふさぎたくなった。

「悠子ちゃん、これ以上はやめてやって」

「言いすぎよ、悠子」

　両親は俺の心を察して、悠子ちゃんに声を掛けてくれる。すると、悠子ちゃんは泣きそうな顔をして下唇を嚙かんだ。

　その表情にズキッと胸が痛む。俺が彼女にこんな苦しげな顔をさせてしまっているんだ。

　悠子ちゃんは、何も言わずに踵きびすを返して部屋の中へと入っていった。




「おい和泉、悠子ちゃんと何があったんだ。あの優しい悠子ちゃんをあそこまで怒らせるなんて、何をやらかした」

　親父は険けわしい目つきで俺を問い質した。

「──悠子ちゃんが俺に隠れて、男と付き合ってたんだ。悠子ちゃんは友達だって言ってたけど、友達でしかも男相手に、結婚して欲しいとか言わないよな？」

「うん……お前が何か勘かん違ちがいしているのは、わかった。妃さん、ここはオレに任せて」

　親父の言葉に、妃さんは微かすかに頷うなずいて部屋に戻っていく。親父は俺の前に膝をついて座り込んだまま溜息をついた。

「オレに、話したいだけ話せ。今なら、悠子ちゃんも妃さんも聞いていない」

　俺も親父も悠子ちゃんと妃さんの前では、良い家族の一員であるよう心掛けている。これから俺達が話すことは二人には聞かせたくない、そのための人払いだったのだろう。

「ずっと、違い和わ感かんはあったんだ。高校生になって悠子ちゃんは一人で出掛けることが増えた。行き先も言わずに家を出て満足そうな顔をして帰ってくる。新しい友達が増えて、名前を教えてくれないのは不思議だったけどそれでも悠子ちゃんが楽しいのならいいかなって思ってた。……なのにその友達は男で、昨日電話で熱ねつ烈れつな愛の言葉を交わしてた」

「それ、どこで聞いたんだ？　電話だけじゃ相手が男だってわからないだろ」

「悠子ちゃんの部屋の前。仲島の名前が聞こえて、そいつ前に悠子ちゃんにラブレターを出してたんだ」

　俺の言葉に親父は頭を抱かかえた。

「勝手に、電話の内容を聞いたのか。それは悠子ちゃんだって怒るだろう。それに悠子ちゃんが友達だって言ってるなら信じてやれ。それともお前は友達でも嫌いやだって言うのか」

「──友達？　異性相手に友達なんてあり得ないだろ」

　反発する俺に親父は瞠どう目もくした。

「俺に近づいてくる女なんて皆みな、碌ろくなもんじゃなかった。人の気持ちを無視して搾さく取しゆするような奴やつらに友情？　親父だってわかってるだろ。あの悠子ちゃんを前にして何もせずにいられると？　それはむしろ男なのか？」

「確かにお前が言うように悠子ちゃんは可愛い。お前の見え方は、他の誰だれとも異なっているような気がするが、まぁいい。問題は、その異性間の友情が信じられないお前の精神こころだ」

「俺のどこが？　どこもおかしくない」

「違う、異性が相手でもちゃんと友人にはなれるんだ」

「俺の考えは普通だろ？　俺はもう普通の家族の一員になったんだから」

　変なことを言う親父だ。そんな俺に親父は息を飲んで苦々しげに顔を歪ゆがめた。意見は平行線だ。これ以上何を言っても無む駄だだろう。

　親父を置いて、扉を開けて部屋の中に戻った。一刻も早く悠子ちゃんと仲直りがしたい。どうすれば許してもらえるだろう。仲島との仲を認める？　それはしたくない。でも心を込めて謝あやまれば許してもらえるかもしれない。

　思い立った俺はすぐに部屋を出た。そこに親父の姿はなくて安心する。

　悠子ちゃんの部屋の前へ行き扉を叩たたこうとした時、中から啜すすり泣なくような声が聞こえてきた。

「悠子ちゃん、泣いてるの？」

「泣いてまへんっ」

　聞こえてきた声は鼻が詰まったような声で、泣いてるのを認めたようなものだった。

「さっき、私は口をききませんって言いました！　もう私には構わないで下さい。今後はバイトのお迎むかえもしなくていいです。どこに出掛けて、誰と友達になろうが私の勝手でしょうっ。普通の兄だったら、妹の私生活プライベートにまで口出ししませんよ」

　と更さらに痛切な言葉が俺の胸を突つき刺さした。話し掛けるのも、お迎えもなし……？　その上、普通の兄ではないと悠子ちゃん自身に否定されてしまった。

「そんな……お願い悠子ちゃん、俺を許して……」

　悠子ちゃんの返事はない。俺はどうしても、仲直りしたくて様々な言葉で謝罪を繰り返した。何度も扉の前で頭を下げて、何時間言葉を連ねても、その日悠子ちゃんから答えが返ってくることはなかった。
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　あれから数日、兄と一言も口をきいていない。最初の内は兄がご機き嫌げんを取ろうとケーキを買ってきたり、私の好きなご飯を作って顔色を窺うかがいながら話し掛けてきたが無視していたら何も言わなくなった。

「突とつ然ぜん来ちゃってごめんね、麻ま紀きちゃん」

「何言ってんの、私とかむちゃんの仲じゃん」

　麻紀ちゃんに兄と喧けん嘩かしたとメールを送ったら「ウチで話そうか」とすぐに返信をくれた。私は友人に恵まれている。

　麻紀ちゃんの部屋に入るとインクの匂においがした。今日はちゃんと歩くスペースがある。麻紀ちゃんの修しゆ羅ら場ばと重ならなくて良かった。

　机の前に麻紀ちゃんと座って向き合い、兄と喧嘩をしてしまった理由を話した。麻紀ちゃんは最後まで何も言わず、私の話に相あい槌づちを打ちながら聞いてくれた。聞き上手じようずすぎるよ、麻紀ちゃん。

「かむちゃんが三次元の人間相手にお泊とまりしたいとか言えるはずないのにねぇ」

「よりにもよって和泉いずみさんにそう思われるなんて最悪だ……。仲なか島じまのことも友達だって言ったんだけど信じてもらえず」

「私の忠告通りになっちゃったね……」

　ハァーと私は長い溜ため息いきをついた。

「母さん達も落ち込んだ和泉さんの味方しちゃってさ。あの家に私の居場所はないよ」

　あれからお父さんは心配そうな顔で私と兄を見ているし、豊ゆたかも私と兄の間に流れる険悪なムードを敏びん感かんに察さつしたのか、しょっちゅう泣き出してしまう始末だ。可か愛わいい弟の泣き声を聞くと心が揺ゆれた。でも自分から謝あやまることもできなかった。

「絶交はよくなかったかも。それはお兄様には禁きん句くだよ」

　麻紀ちゃんまで……泣きそうな顔で麻紀ちゃんを見上げた。

「私はね、数回しかお兄様とお会いしてないけどかむちゃんのことがすごく好きなんだって知ってるよ。傍そばで見ているかむちゃんのご両親はそれをもっとよく知ってる。喧嘩に気付いたタイミングも悪かったと思うけど……その言葉を聞いたから注意したんだと思うよ。かむちゃんも大好きな弟君に絶交だって言われたら傷つくでしょう？」

　目に入れても痛くないほど可愛がってる豊に言われたら確かに泣くわ。麻紀ちゃんの言葉に微かすかに頷うなずいた。

「かむちゃんはどうしたいの」

「和泉さんに仲島とは友達だとちゃんとわかってもらって仲直りがしたい。でないと仲島と友達でいる限り同じことを繰り返すと思うんだ」

　仲島と友達でいることをやめる気持ちは一切ない。兄が嫌いやがるからといって、私は友達を諦あきらめたりしたくないのだ。

「かむちゃん、難題に挑いどむね。私達はさ、男の子達の友情を見て恋愛に発展させてるくらいなんだよ。男女だったら余計に妄もう想そうするよ。街中で男女が歩いてたら普通にカップルに見えるし。その上、腐ふ女じよ子しだってことを隠かくすとなると男が苦手なかむちゃんが仲島に気を許す理由を説明できないし、お兄様からすれば浮うわ気きだ！　くらいの気持ちになるんじゃない」

　確かに客観的に言われてみると超難問だ。私だって飛人たかとの傍にアヤカがいるだけでムキーッとなってしまうのだ。たとえアヤカが友情だと言い張っても私は飛人を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらいおって……としか思わない。

　更に仲島と旅行じゃなくてどこに行ったのかは秘密、カートの中身は見せられない、共通の趣しゆ味みも詳くわしくは内ない緒しよ、仲島が男なのを隠してたのは引き離はなされると思って。

　と理由を並べてみると誤解要素しかないような気がしてくる。

　腐女子であることを隠しつつ、仲島との友情を認めてもらいたい。自分で蒔まいた種が回収できず、勘かん違ちがいの花が立派に咲いた状態で果たしてどうすればいいのか。

「あぁ、でも逆からアプローチすればお兄様の誤解も解けるかも。──友情を説明するのは難しいから、愛情を証明しよう」

　何でそうなるのか、理解が追いつかなかった。そんな私を察して麻紀ちゃんは嚙かみ砕くだいて説明してくれた。

「だから、仲島よりお兄様の方が大切なんだってことをわかってもらえばいいんだよ！」

　そ、そっちですか!?　驚おどろきのあまり開いた口が塞ふさがらなかった。

　無理だ。あの美形の兄に対して、自分から愛情を示すなんて。愛の告白でもしろと言うのか。私の兄であることを誇ほこりとしているような人に。

「かむちゃんはお兄様に対してツンデレなところがあるから、不安なんだと思うよ。もう少し態度で示せるといいかもしれないね」

　ツンデレのつもりはない。でも麻紀ちゃんには私がそう見えるらしい。できる限りは事実を説明して兄に理解してもらう予定だが、麻紀ちゃんの案も頭に入れておこう。

「考えてみる」

　小さな声で返事をすると、麻紀ちゃんは「応おう援えんしてるね」と笑顔で頷いてくれた。




　麻紀ちゃんちを出た私は直接バイト先の総そう菜ざい屋やへ向かった。

　裏口から店に入りバイトの制服を身につけていると、後ろから満面の笑みのおばちゃんに声を掛けられた。

「この前は代わってくれてありがとね。これ、お礼にどうぞ」

　ドサッと置かれた紙袋に二カ月前の記き憶おくが蘇よみがえる。あの時はジャガイモだったけど……上から覗のぞいてみると、見えたのは沢たく山さんのトウモロコシだった。

「この前、ジャガイモ喜んでくれたでしょう。実家の母に話したらいつもより多めに送ってきてくれたのよ」

　ここまで持ってくるのも大変だったはずだ。私はお礼を言って素す直なおに紙袋を受け取った。ジャガイモも重かったけど、これもかなりの重量級だ。

「悠ゆう子こちゃん、最近お迎むかえに来てくれる人、いつもの彼氏さんじゃないのね。お父さん？」

「あ、はい」

　彼氏、ではないけど何も言うまい。バイトを始めた頃、おばちゃんには散々説明して徒と労ろうに終わった。

　兄と絶交した日から、私が兄のお迎えを断ったので父が心配して迎えに来てくれるようになった。私は一人で帰る気満々だったが、結果的には良かったのかもしれない。このトウモロコシを一人で持ち帰るのは厳しいものがある。

「娘さん思いのお父さんなのね。家庭円満が一番よ」

　おばちゃんの何気ない一言が深く胸に突き刺さる。本当にそれが一番なんですけどね……。現実は上う手まくいかないのだ。




　バイトが終わり、携けい帯たいを覗くと父からメールが届いていた。既すでに裏口の前でお待ちかねらしい。ロッカーの中からどっこいせと紙袋を取り出して「お疲つかれさまでした」と休きゆう憩けい室しつのおばちゃんに挨あい拶さつをした。

　裏口を出ると夏の暑さの熱気がムンっと私を襲おそった。最近は毎日熱帯夜だ。クーラーをつけないと寝れない。私が紙袋を引きずっていくと父は何も言わずに軽々と手に持ってくれた。尊敬の眼まな差ざしで見れば、父は照れたように鼻の上を搔かいた。

「仕事でも重たい機材持ち歩いてるからね、軽いもんだよ」

「それでもすごいですよ」

　父と会話をしながら歩道を歩き出した。父は車道側に立って、ゆっくりと足を運ぶ。父と兄は身長もほぼ一いつ緒しよで、父を見ていると以前ジャガイモを持ってくれた兄の姿と重なった。

「悠子ちゃん、最近お友達ができたんだってね」

「……和泉さんから聞いたんですか？」

　尋たずねると父はウンと重く頷いた。

「ごめんね、本当にお友達なんだろう。あいつ、彼氏だって言って聞く耳持たなかったよね」

「お父さんが謝ることじゃありませんよ！」

　勘違いした兄が悪いし、勘違いさせてしまった私も悪かったのだ。友達が男だということをわざと言わなかったし、夏コミの日もカートを引いてコソコソ出掛けていったから変な誤解をさせてしまった。自責の念にかられていると、父は緩ゆるく首を振った。

「あいつは、悠子ちゃんに会うまで何も知らなかった。家族で食事を囲む楽しさも、誰だれかのために頑がん張ばりたいと思える喜びも、自分を大切にしてくれる女性も、皆ね。だから、悠子ちゃんが自分の傍からいなくなることをすごく怖こわがってるんだ」

　それは薄うす々うす感じていた。兄は私に恋人ができたら傍にいられないと思っていて、妹に近づく男は皆、敵とばかりに牽けん制せいしている。

「そうなってしまったのは、オレにも原因があるから……あいつには嫌きらわれてるんだけどさ。この前、初めて和泉から頭を下げられたんだ。自分は悠子ちゃんを迎えに行けないから、オレに行って欲しいって」

　父は、兄の意志を無視して従姉いとこの安あん里りさんとの婚約を了承してしまった過去もあったし、以前何回か離り婚こんもしている。兄が父を好ましく思っていないのは知っていたので、その兄が父に頭を下げたなんて驚きを隠せない。

「和泉は思い込みが激しくて、悠子ちゃんを困らせることも多いと思う。けどあいつは自分の心を守るためにはそう思い込まないと、生きてこれなかった。オレはそれを知ってるから、どうしても悠子ちゃんには話しておきたかったんだ。和泉のことは許せなくてもいいよ──でも口だけきいてやってくれたら嬉うれしい」

　自分を守るために──ストーカーが常にいて、誘ゆう拐かい紛まがいのことをされた幼少時代の兄を思うと胸が痛んだ。男女の友情が成り立たないって言っていたのも、実際そういう経験があって信じられないのかもしれない。信じてしまえば、裏切られるだけだから最初から信じない。兄の心の頑かたくなさは長年のつらい経験によって築き上げられてきたものなのだ。父の話を聞いて、そう簡単には私の言い分を信じてもらえなそうだと思い知らされる。

　でも私は父が言うように表面上話せるようになるだけでは嫌なのだ。兄は普通と違うところがあるが、わかりあえる。私自身がそうありたかった。

「いいえ、私は許すことを諦めませんよ」

　父は、そんな私に一いつ瞬しゆん目を丸くしてから嬉しそうに笑った。

　父も本当は私達に仲直りして欲しいのだ。

「和泉のこと、諦めないでくれてありがとう……悠子ちゃん」

　自分にできることは全部やろう。私は決意を新たにぎゅっと拳こぶしを握にぎった。




　父とバイトから帰ってきて、家族五人が揃そろった夕飯の時間に兄に話し掛けようとしたものの、これは両親の前で話すべきことではないと思い直した。兄の説得は一言二言では終わらない。ちゃぶ台返しのような机がひっくり返るレベルの話し合いになるかもしれないのだ。

　両親は私達のそんな言い争いを見たくないだろう。私だって両親が自分の前で喧嘩してたら泣きたくなるし止めに入りたくなる。話し合いは、明日に持ち越そう。兄の作ってくれた料理を食べながら泣く泣く断念した。
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　翌朝を迎え、私は兄の扉とびらの前で深呼吸していた。今日こそは、兄と話をしてみせる。勇気を出して、扉をノックしようとした瞬しゆん間かん、階段の下から母の声がした。

「悠子、ちょっと手伝ってくれるー」

　母が私を呼ぶなんて珍めずらしい。今すぐ行ってあげた方がいいだろう。出鼻をくじかれたなぁと肩かたを落としつつ、階段を下りていくと兄が上ってくるところだった。部屋にはいなかったのか。一段一段兄が近づいてくる。下りていく私に気が付き、目が合う。

　話したいことがあるからあとで部屋まで行きますね、って伝えないと。

　口を開こうとした瞬間、フイッと目が逸そらされた。

　まだ、兄は怒おこってるんだ。兄が話し掛けてこないのも、目を逸らされたのも自分から構うなと言った結果だ。自じ業ごう自じ得とくだとわかっていても胸が痛かった。

　兄が自分の部屋に入って扉を閉める音が聞こえる。私は階段の壁かべに寄り掛かって天てん井じようを見上げた。

　泣いちゃダメだ、母が心配する。自分の両りよう頰ほおをパンと叩たたいて階段を下りていった。

　キッチンに母の姿がなかったのでお風ふ呂ろ場ばを覗くと、スポンジを握ってお風呂掃除をしていた。

「母さん、私がやるからゆっくりしてなよ」

　麻紀ちゃんに相談する前の私だったら、兄の味方をした母に対して悶もん々もんとした感情を抱かかえていて、こんな風に言えなかったかもしれない。

「いいわよ、それよりお風呂用の洗せん剤ざい買ってきてくれる。なくなりそうなのよ」

「ううん、私にやらせて。今日は朝食も作り忘れちゃったし、何かさせてもらわないと落ち着かないよ。洗剤は台所用でも代用できるから大だい丈じよう夫ぶ」

　私は腕うでまくりをしてお風呂場に入っていった。母の前に手を出すと、苦笑してスポンジを渡してくれた。

「じゃあ、お言葉に甘あまえようかしらね。いつもありがとうね、悠子」

　お風呂場を出た母は、ベビーベッドのあるリビングに向かっていた。母の言葉が無む性しように嬉しくて、掃除をする手にも力が入った。

　母さんは、私を見ていないわけじゃなかった……！

　ごしごしと洗いながら、お風呂を綺き麗れいにすることだけに集中した。




　掃除が終わると気分がすっきりしていた。排はい水すい溝こうまで掃除してお風呂場は隅すみ々ずみまでピカピカだ。自分のやったことがすぐに成果に表れるのは気持ちがいい。

　お風呂場を出て部屋に戻ろうとすると、リビングからウ～という豊の声が聞こえてきた。

「母さん、終わったよ。今日は一番風呂がオススメ！」

　母はテーブルで豊にご飯をあげているところだった。私の言葉を聞いて、母は「楽しみだわ」と笑った。

「頑張りやの悠子にはコレをあげる」

　母はハイと一枚のチケットを手渡してくれた。何かと思いよく見てみたら私の大好きな漫画、フラバタの映画チケットだった。気になっていたけど、イベント続きで金欠になり行けていなかった。

「いいの？」

「いいのも何も、悠子が見たい映画を私が見てどうするの。和泉君とは早く仲直りして欲しいけど、その前に気分転てん換かんしていらっしゃい」

　母に痛いところを突かれて、申し訳ない気持ちになる。

「わ、私だってどうにかしたいとは思ってるんだよ」

「大丈夫、悠子も和泉君も優しい子だから大丈夫」

　母はポンと私の頭に手を置いて、心強い言葉を掛けてくれた。兄と早く元の関係に戻りたい。母の大丈夫が胸に沁しみ渡り、本当にどうにかなる気がした。




　次の日、私は夕方の時間になって出掛ける準備をしていた。母から貰もらったチケットは持ったし、時間も余裕がある。家を出る前にリビングでテレビを見ている母に声を掛けた。

「行ってくるね、夕飯は帰ってきたら作るね」

「ありがとう。って、悠子その格好で行くの？」

　怪け訝げんな顔で母に尋ねられて私は頷いた。チェックのシャツに七しち部ぶ袖そでのカーディガンとデニムのズボン。至って普通の格好だ。

「ちょっとそこで待ってなさい」

　階段を上っていった母を大人しく待っていると、服の塊かたまりを持ってきた母に着替えることを命じられた。

「わざわざいいよ、友達と出掛けるわけでもないし……」

「いいから着てみる」

　母の勢いに気け圧おされ、渋しぶ々しぶ胸の下をリボンで絞しぼった青のワンピースに袖そでを通して、さっき着ていたカーディガンを羽は織おった。更さらに母は、服だけじゃなく髪かみまでいじって頭の後ろでバチンとバレッタを止めた。私は今、猛もう烈れつに恥はずかしい。

「悠子は元は悪くないんだから勿もつ体たいないのよ。ほら、行ってきなさい。映画が始まるわよ」

「は、は～い」

　母に背中を押された私は、重い足取りで家を出た。この格好を知り合いに見られたくない。服がダサイからじゃない、むしろ自分には可愛すぎるのだ。

　地味オタクが服に気合いを入れて一人で街歩きをするのは、端はたから見たら痛いんじゃないかな……。

　でも映画だけは見たい。上映時間に遅おくれないよう早足で歩き始めた。




　母から貰ったチケットは指定席だった。映画館についた私は上映室に入る前に来場者特典を貰い、チケットを見ながら席を探した。席を見つけるとすぐに座って靴くつを脱ぬぐ。母が用意してくれた靴は可愛いんだけど踵かかとの部分が硬かたくて痛かった。右足の踵を見てみると白い靴くつ下したに赤い血が滲にじんでいる。映画が終わったら絆ばん創そう膏こうを買いに行こう。

　ブブーと映画が始まるブザー音が聞こえ、ライトが落とされ少しずつ暗くなっていく。母が用意してくれたチケットは中央にあるいい席だった。両りよう隣どなりは空いてるし気が楽だな、と思っていたら右側から人が歩いてきた。

　もう始まるんだから早く座ってくれないと困る。ちらっと横目にどんな人が来たのか確認してみて、息が止まった。

　すらりとした長身に、切れ長の甘い雰ふん囲い気きの目元、精せい巧こうに作られた芸術品のような美び貌ぼうを持つリア充じゆう──兄が立っていた。

「ゆ、悠子ちゃん……」
















　兄の手にはチケットが握られている。普段は私の服装をあまり気にしない母が、わざわざ着替えさせたのはこういうことか。兄相手に着飾られる私って……もしかして麻紀ちゃんだけでなく、母までもが気付いているのかな。自分でも顔が赤くなっていくのがわかった。

　これは、このチャンスを生かして仲直りしろという母の応援なのだろう。

　兄はストンと私の右隣に座った。

　しかし、今にもフラバタの映画は始まろうとしていて兄のことを気にしている場合ではなかった。ひとまずは兄の方を見ないように意識して、目の前の映画に集中した。

　今回のフラバタの映画は原作者考案のストーリーで、本編とは関係のない内容で漫まん画がを読んでいない人も楽しめるものになっている。前回の映画は漫画の内容を簡略化しただけの不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しよう映画だったので、この路線変更は嬉しい。

　後半になっていくと、いつもは仲のいい部員同士で口論が増えていき、遂ついに野球部は分ぶん裂れつしてしまった。飛人のもう一度みんなの気持ちをひとつにしようと奮ふん闘とうする姿を見て、胸が締しめ付つけられ涙なみだが零こぼれそうになる。泥どろくさくても、みっともなくても、壊こわれた友情を元に戻もどすためなりふり構わず突っ走っていく飛人にどうしようもなく惹ひかれた。

　エンドロールが終わり、次々と客席から立ち上がった人々が上映室から出ていく。兄もその波に乗って出ていくのを期待していたのだが一向にその気配がないので、仕方なく立ち上がった。合わせて兄も立ち上がり、私の後ろをついてくる。

　映画を見ている間は忘れていたけど、踵がジンジン痛む。出口に向かって一段ずつ階段を上っていくと、踵が靴と擦こすれる度に足の皮を剝むいていく。いっそ靴を脱いで歩きたいくらいだった。

「ねぇ、悠子ちゃん、足が痛いんじゃない？」

　上映室から出た時、兄に尋ねられてぎくりとした。兄は心配性だからどんな反応をするか、わかったものじゃない。疑いの眼差しを受けながら首を振り続けていると、兄は急に私の手を摑つかんでどこかに引いていく。な、なんで急に!?

　その手は振り解ほどこうにも強く、私の抵てい抗こうは無と化した。兄は映画館の売店の傍にあるベンチに私を座らせて、片かた膝ひざをついてしゃがんだ。

「少しだけ、失礼するね」

　突然、右足の靴を脱がされて息を飲んだ。兄は自分の太ふと股ももの上に私の右足を置き、足首を少しだけ持ち上げて踵を覗き込んでいる。咄とつ嗟さにスカートの裾すそが広がらないように手で押さえた。私の踵の怪け我がを見てつらそうに顔を顰しかめて、真剣に私の身を案じてくれているのが見て取れた。

「そんなに、痛くないですからっ」

　早く足から手を離して欲しい。このくらいの靴くつ擦ずれなら、ちょっと手当てすれば家まで歩いていけるだろう。

「触さわられたくないだろうけど、我が慢まんして」

　そう言った兄は私より余よ程ほど痛々しい表情をしていた。

　兄を傷つけるつもりで言ったんじゃなかった。安心して欲しくて言ったのに、曲解されてしまったようでもどかしい。

「今から絆創膏と傷薬買ってくるから、どうかここで待ってて欲しい」

　兄は下から私の顔を覗いていた。その真しん摯しな眼差しから目を逸らせなかった。

　どうしてここまで優しくしてくれるのだろう。絶交されずっと冷たく当たられている相手に。自分だったら優しくできるだろうか。臆おく病びようすぎて手を差し伸べることもできない気がした。私の返事も聞かずに兄は映画館の外へ出て行く。

　昨日階段で無視された時は怒っているのかもしれないと感じたが、今日の兄の態度を見る限りそのようには思えなかった。喧嘩から時間が経って兄も冷静になってくれたのかもしれない。今の兄なら私の話を聞いてくれそうだ。

　今日こそ仲島との誤解を解といて仲直りしてみせる。

　絆創膏を買いに行った兄の背を見送り、気合いを入れ直した。
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　悠ゆう子こちゃんと喧けん嘩かをした翌日も、落ち込み続けていた。夕方、だるい体でキッチンに顔を出すと、ほ乳にゆう瓶びんで豊ゆたかに授乳している妃きさきさんの姿があった。

「妃さん、悠子ちゃんは……」

　いつもならこの時間は悠子ちゃんが夕飯を作っている時間だった。

「バイトに行ったわよ」

　妃さんの言葉でハッとした。夏休みに入って悠子ちゃんはバイトの時間を増やしていたんだった。迎むかえに行きたいけど、昨日悠子ちゃんに来るなと言われている以上行くことはできない。行っても更さらに嫌きらわれてしまうだけだろう。

　俺おれは顔を顰しかめて悩んだ。悠子ちゃんがバイトを終える時間は夜の九時。悠子ちゃんを暗い夜道の中、一人で帰宅させるという考えは毛頭ない。他に代打を頼たのむ必要があった。

　真っ先に思い浮かんだのは妃さんだったけれど豊もいるし、やはり女性では心もとない。

「……父さんは、部屋にいますか？」

　親父おやじに頼むのは気が引けたが、頼たよれる人間は他にいなかった。

「出で掛かけちゃったわよ。朝から知り合いの個展があるって言ってね」

「そうですか、ありがとうございます」

　何時頃帰ってくるのだろう。落らく胆たんしながら階段を上っていき、部屋に入る前に隣となりの部屋の扉とびらを見た。あの時、悠子ちゃんと仲なか島じまの会話が聞こえてなければ……。

　ドアノブを回して記き憶おくを振り返る。聞こえても、何も言わなければ良かったのかもしれない。

　ベッドに身を沈しずめて、スマホで親父に電話をしたが応答がない。夜の九時までに連絡が取れるだろうか。焦しよう燥そう感かんに苛さいなまれながら折り返しかかってくるのを待った。




　親父が帰ってきたのは、夜の九時直前だった。玄げん関かんで待っていた俺に、親父が驚おどろいた顔を見せた。

「お前がお迎えなんて珍めずらしいな」

「そんなことより、何で電話に出なかったんだ。何度か掛けたんだけど」

「あぁ、充じゆう電でんが切れてたんだ。何だ、オレに買ってきてもらいたいものでもあったのか」

　あったとしてもそんなものは、自分で買いに行く。もっと大切な任務を頼みたいのだ。俺はガバリと勢いよく親父に頭を下げた。

「親父、頼む。今から悠子ちゃんのバイトのお迎えに行ってくれ」

「……お前、それは自分の役目だって前に自じ慢まんしてたじゃないか」

「悠子ちゃんに、迎えに来るなって言われちゃったから行きたくても行けない」

　俺が迎えに行っても悠子ちゃんはいい顔をしないだろう。鼻声で苦情を訴うつたえた悠子ちゃんを思い出して唇くちびるを嚙かんだ。

　もうバイトが終わる時間が差し迫っている。早く悠子ちゃんの元へ行ってもらいたかった。

「──父さん、お願いします」

　親父に頭を下げることで悠子ちゃんの身の安全を守れるのならいくらでも下げる。そのままの態勢で返答を待っていると、ようやく親父が口を開いた。

「──わかった、行ってくる。お前は安心して待ってろ」

　その言葉に、初めて親父を心強く感じた。印刷しておいた悠子ちゃんのバイト先までの地図をポケットから出して手渡すと、親父は強く頷うなずき地図をしっかり手に持って出て行った。




　その後、俺は何度も悠子ちゃんと仲直りしようと試みた。悠子ちゃんの好きなケーキを買ったり、家事の負担を減らせるよう先回りして家事を終わらせたり、悠子ちゃんの好物ばかりの夕飯を並べてみたり、その間の悠子ちゃんの外出にも口出ししたりしなかった。

　けど何をしても何を言っても梨なしの礫つぶてで、悠子ちゃんは一言も口をきかず、俺を許してくれる気配はない。

　やること全てが空から振ぶりに終わり、焦あせり始めていた。このまま、俺は悠子ちゃんと口がきけないまま一生を終えるのか？　悠子ちゃんのいない未来など俺には耐たえられなかった。

　俺の知ち恵えだけでは、悠子ちゃんの許しを得るのは難しいかもしれない。スマホを手にしてラインの画面を開いた。相談したいことがあるから会いたいという文面を打ち、俺はある人物に連絡を取り始めた。
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　カランコロン、扉を開くとベルの音が響ひびいた。レトロな雰ふん囲い気きの喫きつ茶さ店てんの中に入るとふわっと珈琲コーヒーの薫かおりが鼻をくすぐる。案内された木製の机は光こう沢たくがあり天てん井じようのランプライトが反射していた。スエードが張られている背もたれに背中を預けて椅い子すに座り、アイスコーヒーを二人分注文した。

　珈琲はすぐに運ばれてきて、汗あせをかいたコップの中で透とう明めいの氷が踊おどった。珈琲に口をつけて涼すずみながら、呼び出した人物を待つ。

　約束の時間から五分後、入り口の扉が開きベルの音で顔を上げると、目当ての人物が顔をきょろきょろさせながら俺を探していた。すぐに俺の存在に気付き、歩いてくる。

「お前、かなり目立ってんぞ。ここはイケメン俳優の撮影場所か」

「俺だって好きで見世物になっているわけじゃない」

　俺が喫茶店に呼び出したのは中学以来の友人である貴たか士しだった。夏休み前、親しん戚せきのペンションに泊まり込みでバイトをすると話していたから、会えないかもしれないと危き惧ぐしていたが地元にいてよかった。

「外あっちいなぁ、この珈琲貰もらうぜ」

「あぁ、他に頼みたい物があれば頼め」

　メニューを差し出すと、貴士は訝いぶかしんだ目で俺を見ていた。

「……これは、相談料か」

「察さつしが良くて助かる。俺は今、人生最大の困難な壁かべにぶつかっている。これを解決できない限り、俺はお前を帰さない」

「周囲の目が痛い……変な目で見られるから発言には気を付けてくれよ」

　俺は至って真剣だ。貴士の言葉に首を傾かしげながら話し始めた。

　悠子ちゃんの高校生になってからの変化や、男からのラブレター、新しい友人の話、電話の内容など、順を追って話す。こうして改めて話すと、何な故ぜもっと早く気付けなかったのかと自分の頭を殴なぐりたくなる。これまでの流れを話し終えると、貴士は深々と頷いた。

「お前の監かん視しを潜くぐり抜ぬけて妹ちゃんに近づくとは。仲島君は驚くべき人物みたいだな」

　貴士の言葉に同意して頷く。普段から悠子ちゃんの傍そばに男が近づかないよう、心掛けていたにもかかわらず……仲島め。俺はギリギリと歯ぎしりをした。

「で、どんなヤツなんだ。一度くらい会ったことあんだろ」

「特とく徴ちようは聞いたけど会ったことはない。俺も気になったし、悠子ちゃんに友達なら二人のお出掛けについていっていいよね、って言ったんだけど……断られた」

「女友達でも出掛けんのに兄がついてくんのは嫌いやだろ！」

「俺はお前と遊びに行く時、悠子ちゃんがいても一切困らない」

「それは、むしろ俺がいらないだろう……。お前に常識を期待した俺が馬ば鹿かだった」
















　常識か、それは悠子ちゃんにも指摘された言葉だった。普通なら兄が妹の私生活プライベートに口出しはしないと。親父も男女の友情を信じられない俺を異常者扱いしているようだった。

　でも俺は、悠子ちゃんと出会って人並みの人間になったつもりだった。生きる目的もなく、女に怯おびえていた、浮うき世よ離ばなれした生活を送っていた頃に比べれば、大分普通に近づいてきたと思う。

「俺は、まだ普通の家族になれていないのか……？」

　家事の経験がまったくなかった自分が、料理も掃除も弟の面めん倒どうも見るようになって、しっかり将来設計を立てて法学部にも入った。毎日家族で食事を囲んで、会話して、俺はとっくにまっとうな家庭に馴な染じめてきたと思っていた。

　戸と惑まどう俺に、貴士は眉を寄せて口を開いた。

「お前は育った環境が特とく殊しゆだからな。昔のお前に比べれば、ここ二、三年で家族思いのいい男になったよ。だけどな、お前の中に根付いたものは深すぎる」

　自分のどこが歪いびつなのかもわかってないみたいだからな、と貴士は言葉を付け加えた。

「何で妹ちゃんに男を近づけたくないんだ？　お前は兄でいることをやめられないのか？　何故、お前の目には妹ちゃんが一番可か愛わいらしく映るんだ？　お前は色んなことから目を逸そらしすぎてる」

　悠子ちゃんの兄だからこそ、他の男から守りたいのも、世界で一番可愛いと思うのも当然だろう。貴士の言葉の意味を飲み込むことができなかった。

「正直、お前には今すぐ理解するのは難しいと思うけど、考えてみてくれよ。俺はさ、お前には幸せになって欲しいと思ってんだからさ」

　貴士は、にっと無理に笑って珈琲に口をつけた。貴士が俺のためを思って言ってくれているのが伝わってくる──その言葉を理解できないのがもどかしかった。

　メニューを持って何を頼むか貴士が考え込んでいる間も、俺は氷の溶とけた珈琲を眺ながめ続けていた。




　俺達は喫茶店で軽食を食べた後、その場で解散した。喫茶店を出て、歩いて帰る間も俺は貴士の言葉の意味を考えていた。

　俺が悠子ちゃんの兄じゃなかったら、他人に戻ってしまう。男女の情ほど移ろいやすいものはないと、三回も離り婚こんをした親父を見て学んでいるから、他人に戻るなんて却きやつ下かだ。

　悠子ちゃんが可愛いのは疑うまでもない事実で、それもいいとする。

　男を近づけたくないのは──俺の我わが儘ままなんだろうか。

　街を歩きながらウィンドウを眺めると、通りの向こう側に高校生のカップルが映うつし出されていた。夏休みでも制服なのは、部活の帰りだからかもしれない。丸い机を挟はさんで向き合いながら、一いつ緒しよにソフトクリームを食べている。男がソフトクリームを傾かたむけると、彼女はパクリとかぶりついた。

　あれが悠子ちゃんと仲島だったら……。

　カップルは人目も気にせずにソフトクリームを食べさせあって幸せそうにしている。

　その光景に、ぽつんと疑問が落ちて胸の水みな面もを打った。

　悠子ちゃんの幸せを俺が壊こわしていいのか……？

　電話をする悠子ちゃんは、それは楽しそうに仲島とお喋しやべりしていた。興こう奮ふんして声が大きくなっているのも気付かない悠子ちゃんは、扉の向こう側であっても笑顔が想像できるようだった。

　悠子ちゃんの幸せを喜ぶのが、兄としてできることなんじゃないだろうか。

　傍に悠子ちゃんがいてくれても、悲しそうな顔をされたらそれは意味がない。

　悠子ちゃんが笑っていてくれないと、俺は幸せにはなれないのだ。

　俺は馬鹿だ。悠子ちゃんを自らの手で不幸にしようとしていた。

　──この思いを悠子ちゃんに伝えよう。

　もう仲島とのことは、反対しないよって言ってあげよう。考えるだけで胸が痛いけど、悠子ちゃんだってきっと苦しんでいる。元来家族思いで、心優しい女の子なのだ。

　俺は心を決めて、家路を目指した。




　話そう話そうと思いつつ、翌日を迎えてしまった。俺の決意、弱すぎる……。

　いざ夕食の席で、断腸の思いで「仲島との交際を認めるよ」と言おうと口を開けたが、声になって出てこなかったのだ。

　何で俺の悠子ちゃんを他の男に渡さないといけないんだ？　俺の中の悪あく魔まが囁ささやき、悠子ちゃんの幸せを思うなら潔いさぎよく認めましょうよ！　と天使が悪魔を改心させようとしている。それを繰り返している内に食事は終わってしまい、言うタイミングを逸いつしてしまった。

　さっき洗面所から部屋に戻る際に悠子ちゃんと階段ですれ違った時も、悠子ちゃんの顔を見るのが怖こわくて目を逸らしてしまったし、あまりの意い気く地じのなさに自じ己こ嫌けん悪おしてしまう。

　頭を悩なやませながらベッドの上でスマホを眺めていると部屋の扉が叩たたかれた。名乗らない相手に俺は一いち縷るの望みを託たくして扉を開けたが、残念なことに親父だった。

「何……？」

「お前、悠子ちゃんと喧嘩してるせいで機き嫌げんが悪いのはわかるけどオレに当たるなよ」

「で、何」

　悠子ちゃんのバイトのお迎えをしてくれているのはありがたいが、茶化されたくない。自分は悠子ちゃんと普通に話せるからって……妬ねたましい。俺は用件を話そうとしない親父を急せかした。

「これ、お前にやろうと思ってな。気晴らしに行ってこいよ」

　親父がポケットから出したのは、映画のチケットだった。作品名はフライングバッター、悠子ちゃんを誘さそおうと考えていた映画だった。

「悠子ちゃんに渡したら。俺はいらない」

　部屋の扉を閉めようとすると、親父は悪徳訪問業者の如ごとく扉の隙すき間まに足を挟んできた。そして、手を伸ばして無理やり俺のポケットにチケットをねじ込む。

　強引すぎるだろっ、何が親父にそこまでさせるんだ。

「悠子ちゃんはもう観に行ったらしい。お前はこれを観に行かないと一生後こう悔かいする。絶対に観に行け」

　そう言われても、親父が俺に映画のチケットを渡してくるなんて怪あやしすぎる。

　扉を閉めようとする俺と、こじ開けようとする親父の争いがなかなか収束しない。俺は戦っている内にチケット一枚でいい歳としの親父と争い続けるのが馬鹿らしくなり、渋しぶ々しぶ頷いた。

「わかったよ、見に行けばいいんだろ」

　親父は俺の返事に満足したようで、「それでいいんだ」と扉の隙間からから足を引き抜いて、部屋に戻っていった。何様のつもりだ。

　ポケットからぐしゃぐしゃになったチケットを取り出し、部屋の椅子に足を組んで座った。広げてみると、日付指定になっている。しかも、明日なんて随ずい分ぶん急だ。

　悠子ちゃんの好きな漫画の映画だし、気になるから見ておきたいけど。何故、親父があんなに必死になってチケットを押し付けてきたのかが不思議でならなかった。




　翌日、自分に集まる周囲の視線を無視しながら、街中を歩いていた。映画は嫌きらいじゃないが、一人で歩いていると声を掛けてくる人間が多くて不ふ愉ゆ快かいだ。

　映画館に入るとぎりぎりの時間だった。店員にチケットの半券を切られる際、何かオマケのような物を渡されて断ろうかとも考えたが、一応貰っておく。中はライトが消えてとっくに暗くなっていた。

　チケットの座席番号を確認しながら列の間に入っていく。すると、座ろうとしている席の隣に一人の少女の姿が見える。俺は思わずごしごしと腕うでで目を擦こすった。

　──これは、夢む幻げん？

　一歩ずつ近づいて、それが本物なのか目を凝こらして確かめる。視線の先にいる眼鏡めがねを掛けた少女が俺を見上げた瞬しゆん間かん、確信した。

「ゆ、悠子ちゃん……」

　親父が俺にチケットを渡したのは、このためだったのか。悠子ちゃんも大きく目を見開いているから知らなかったに違いない。

　茫ぼう然ぜんとしていると、後ろに座っている人から前が見えないと注意されて、悠子ちゃんの隣の席に座った。

　映画が始まると、悠子ちゃんはスクリーンに釘くぎ付づけになったが、俺は悠子ちゃんから目が離せなかった。

　いつもと髪型が違うから一いつ瞬しゆん、わからなかった。いつも一本に結んでいる髪を下ろしてハーフアップにし、真しん珠じゆのバレッタで留とめている。服だって普段は着ないようなワンピースで、俺の見たことのない私服だった。

　何で、今日はそんなに可愛い格好をしているの──？

　悠子ちゃんはお洒落しやれが苦手で、お出掛けする時はいつも俺がコーディネートしている。なのに俺の手も借りずにドレスアップして──もう、頼ってくれないのか。心が萎しぼんで段々と悲しみに変わっていった。

　俺の悲しみを余よ所そに悠子ちゃんは熱心な目で映画に集中している。仲直りは、後にするべきだろう。フラバタに目を輝かがやかせる悠子ちゃんを眺めながら映画が終わるのを待った。




　エンドロールが終了し、周囲が明るくなっていく。今が声を掛けるチャンスだ。そう思った時、悠子ちゃんは椅子から腰こしを上げて歩き始めた。俺はその背中を追って階段を上がっていく。悠子ちゃんは右足を下ろす度たびに顔を歪ゆがめている。履はいているのは黒いエナメルの、少しヒールが高い靴くつ。いつもスニーカーやぺたんこ靴の悠子ちゃんには履き慣れない靴だった。

「ねぇ、悠子ちゃん、足が痛いんじゃない？」

　階段を上り終え上映室を出てから尋たずねると、悠子ちゃんの目は泳いでいて、首を振られても本当のことを言っているようには到とう底てい思えなかった。

　俺は悠子ちゃんの手を引いて、近くにあったベンチに座らせた。

「少しだけ、失礼するね」

　俺はその場でしゃがみ、右足の靴を脱ぬがせた。踵かかとを自分の膝ひざに置き、確認してみて驚いた。白い靴くつ下したに直径三センチもの赤い血が滲にじんでいる。

「そんなに、痛くないですからっ」

　それは一週間ぶりに悠子ちゃんが俺に掛けてくれた言葉だった。けれど、今はまったく嬉うれしくない。

　足を床ゆかにつける度に痛そうにして、出血もしている。それを見られても尚なお、悠子ちゃんは俺に遠えん慮りよするのだ。

「触さわられたくないだろうけど、我が慢まんして」

　こんなに傍にいるのに。ピクニックの時だって男から逃にげる悠子ちゃんに頼ってもらえなかった。自分の不ふ甲が斐いなさが悔くやしくて唇を嚙みしめた。

　まずは傷の手当てを優先しないと。怪け我がをしている悠子ちゃんをそのままにはできない。

　靴を履かせて、悠子ちゃんの顔を覗のぞきながらお願いした。

「今から絆ばん創そう膏こうと傷薬買ってくるから、どうかここで待ってて欲しい」

　悠子ちゃんからの返事はない。でも否定をする動作もなかったので、それに期待するしかなかった。スッと俺は立ち上がり、ドラッグストアへ駆かけ出していった。
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　兄が走り去った後、大人しくベンチに座ったまま鞄かばんからパンフレットを取り出し眺ながめていると、自分の前で誰だれかが立ち止まった気配がした。兄にしては帰ってくるのが早すぎる。顔を上げると、

「やっぱり冴さえ草ぐさだ、いつもと感じが違うから、一いつ瞬しゆんわからなかったぞ」

　仲なか島じまが立っていた。できれば知り合いにはお洒落しやれしているところなんて見られたくなかったが、よりにもよって腐ふの仲間である仲島に見られてしまうとは気き恥はずかしい。

「き、気にしないで、それより仲島もフラバタを見に来たの？」

「愚ぐ問もんだぜ！　それ以外にここに用事はねぇ」

　仲島は隣となりに座って、私のパンフレットを覗のぞいてきた。

「今回の映画は面おも白しろそうだよなぁ。前回は内容に対して尺しやくが短すぎた」

「仲島もそう思ったんだ。今回はいいよ、私はもう見たけどハンカチなしでは見れない」

　仲島はチケットを買った後、次の上映時間まで時間をつぶしているようだった。兄を待っている間、暇ひまだったのでしばらく話していると来場者特典の話になった。

「私は飛人たかとのもらったよ。メモパッド可か愛わいいよね」

「なぬ、オレは穂積ほずみだった」

　仲島は穂積君のメモパッドを見せた。仲島の推おしキャラは飛人、私は穂積君だ。つまりすることはひとつ──私達はガシっと手と手を握にぎりあって交こう渉しようが成立した。互たがいの特典を交換し、私はほくほくしながら穂積君のメモパッドを鞄の中にしまった。

「……なぁ、冴草。さっきからオレ達を見ているイケメンがいるんだけど知り合いか」

　仲島が私に近づいてこそこそと話し掛けてきた。仲島の指差す方向を見てみると、兄が少し離れた所で茫ぼう然ぜんと見つめていた。その手の下には倒れた紙袋、顔はショックを受けているように見えた。

　──もしかして、仲島と私の仲を誤解されてる!?

　今すぐ友達だと紹しよう介かいしてわかってもらうしかない！　と思い立った私は、仲島の腕を摑んで立ち上がった。

「ちょっと付き合って」

　焦あせった様子の私に、戸と惑まどいながらも仲島はついてきてくれた。兄の前に仲島と並んだ私は、思いきって大きな声を出した。

「和泉いずみさん！　おかえりなさい。あの彼が私の」

「彼氏の、仲島君でしょう。うちの悠ゆう子こちゃんがお世話になっているようで」

　私の言葉は突とつ然ぜん遮さえぎられ、兄は笑顔で小さく頭を下げた。仲島を睨にらむくらいしそうなのに……兄の意外な穏おん便びんな対応に息を飲んだ。

　だが、私としては仲島が恋人だと兄に認められても困るだけだ。私が「違ちがいます」と説明しようとすると、先に仲島が口を開いた。

「いや、オレがこいつの彼氏とかあり得ませんから！　友達としてはイイ奴やつですけど、異性としてはナイっす」

　いきなり私の彼氏だと勘かん違ちがいされた仲島は顔の前で手を横に振りながら私との恋こい仲なかを全否定した。否定してくれたのは助かるが、随ずい分ぶんな言われようだ。私だってお断りだよ。

「何言ってんの、俺おれの悠子ちゃんがアリエナイとか。こんなに可愛い子、地球上に一人しかいないだろ。その目、節ふし穴あな？」

「ふ、節穴。冴草、何なのこの人。初対面なのに怖こわくねぇっ？」

　仲島に助けを求められ、正直に白状した。

「ごめん……うちの兄が」

「これで兄なのか!?　スゲェな、お前の兄貴」

　こういう反応をされると思ったから、仲島には兄の話をしていなかったのだ。今、仲島は私の兄を重度のシスコンとして記き憶おくしただろう。

「俺が、悠子ちゃんの兄で何か文もん句くがあるのかな？」

「そうですか……お兄さんなんですね……」

　仲島の同情の視線を受けて、罰ばつが悪くなりサッと目を逸そらした。察しが良くて助かるがいたたまれない。

「わかってもらえて何よりだよ、仲島。そ、そろそろ映画始まるから行ってきたら」

　これ以上私達の兄妹きようだい喧げん嘩かに巻き込むのは悪いし、そのせいで仲島が映画を見み逃のがしてしまったら申し訳ない。スマホで時間を確認した仲島は、目を丸くした。

「うぉ、やべぇ。じゃもう行くわ」

「うん、また今度ね」

　おぅと返事をして仲島は上映室へ走っていった。

　仲島は私との交際はアリエナイとまで言ってくれたし、これでただの友達だと理解してもらえただろう。

　そう思って、兄に向き直ると濡ぬれた瞳ひとみからぽろぽろと大粒の涙なみだを流していた。

　長い睫まつ毛げを震ふるわせて涙を拭ぬぐいもせず、兄は語り出す。

「……悠子ちゃんは、仲島のことが好きなんだね。──兄として、応おう援えんするよ。俺が反対してたから言えなかっただけで、本当は付き合ってるんだろう」

　何な故ぜ、勘違いが進化している？

「これから、悠子ちゃんはあいつと同じ道を歩み始めるんだね。近い将来、俺は悠子ちゃんの結婚式で一いつ緒しよにバージンロードを歩くんだ」

「あの、私、仲島と結婚するなんて一言も言っていませんよ！」

　話が飛ひ躍やくしすぎている。急に始まった兄の妄もう想そう劇場に私は二の句が継つげない。

「仲島との間に子供を設けて、可愛がって下さいねって姪めいか甥おいを実家に連れてきて……」

「こ、子供って……私の話を聞いて下さいよ」

「俺は、伯お父じとして悠子ちゃんの幸せを見守るしかないんだ」

　私も飛人と穂積の妄想をするけど、自分を題材にカップリングされるのは拷ごう問もんでしかない。しかも、好きな人に。これ以上、兄の話を聞くのは精神がもたなかった。いくら話しかけても兄は話を聞こうとせず私も我が慢まんの限界だった。

　妄想の世界に旅立っている兄の目を覚ますための苦く渋じゆうの決断だ。ごめんなさいと心の中で謝あやまりながら、渾こん身しんの力を込めて、バシンと両手で兄の両りよう頰ほおを叩いて目を合わせた。

「仲島と私は付き合ってません！　仲島と電話で話していたのは、ま、漫まん画がの話ですよ。あのカートに旅行グッズ入れてるなんて中も見ていないのに決めつけないで下さい。行きに関しては中身は空っぽでした」

「ほ、本当に……？」

「本当です！　正直、和泉さんには話せないことだってあります。でも私の特別は和泉さんだけです。私の心を無視しないで下さい」

　兄の涙はもう止まっていた。泣きながら、仲島との仲を認めようとした兄はどんな気持ちだったのだろう。私が仲島を好きだと思い込んでしまうのは、私の思いがまったく兄に伝わっていないからのような気がした。もっと態度で示した方がいいよ、とアドバイスしてくれた麻ま紀きちゃんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　言葉だけじゃ、伝わらないなら──私は勇気を出して兄の顔を引き寄せ、その頰ほおにすばやく口付けた。
















「私は！　和泉さんにしかこういうことはしませんから。わかって下さい」

　信じてくれるまで兄から目は逸らさない。兄は瞳を大きく見開いて、その琥こ珀はく色いろに私を映し出していた。私がキスした箇か所しよに手を当て、呟つぶやいた。

「お、俺だけ？」

「はい、和泉さんだけです」

　私が、大きく頷うなずいて答えると兄は目に見えるくらい顔を一気に赤面させて口元を手で覆おおった。

「嬉うれしくて、心臓が止まりそう」

　その高こう揚ようした感かん極きわまった声に、肩の力が抜けた。

　ようやく私の思いが伝わったんだ。兄の背中に腕を回してそっと抱だき締しめた。

　その時、耳にパチパチと拍はく手しゆの音が聞こえた。──拍手？　嫌いやな予感を覚えながら、恐おそる恐おそる顔を上げた。壊こわれた人形のようにギギギとゆっくり首を回し周囲を見渡すと、家族連れの人や、カップル、老ろう若にやく男なん女によが笑顔で拍手をしながら私達を見守っていた。主婦の一人が「若いっていいわねぇ」と口にすると周りの人々はウンウンと頷いている。

　兄への告白も、頰へのキスも、抱ほう擁ようも、全て見られていた!!

　瞬しゆん時じに大いなる羞しゆう恥ちが私のチキンハートを襲おそった。

「恥はずかしすぎて死にたい……」

　私の言葉を拾った兄が、耳元で「ちょっと我慢してね」と囁ささやき私を胸に抱いて持ち上げた。キャーキャー興こう奮ふんする黄色い悲鳴が聞こえて、いっそ意識を失いたくなった。
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　下ろされたのは映画館を出た歩道にあるベンチの上だった。兄は忘れ物をしたと言って映画館に戻って行った。

　私はベンチに座って頭を抱かかえた。何でドラマのラブシーンのごとくやらかしてしまったんだ……。見るつもりはなくても、目立つ場所で繰り広げられれば見てしまうだろう。

　後こう悔かいの念に襲おそわれていると、兄が紙袋を持って戻ってきた。ハイ、とその中から絆ばん創そう膏こうと消毒スプレーを渡してくれた。

　それを受け取り、腰こしを丸めて靴くつ下したを下にずらした。皮がめくれて思っていた以上に生々しい傷だった。ティッシュで血を拭ふき取とり消毒スプレーを噴ふん射しやした後、絆創膏を貼はろうとして屈かがむとベンチが高くて踵かかとまで両手が届かない。私は恥はじを忍しのんで兄にお願いすることにした。

「和泉さん、すみません。お手数ですが踵に絆創膏を貼ってもらってもいいでしょうか」

「──うん」

　今の頷くまでの間は何だったんだ。気になりつつも、私の前で屈んだ兄に踵を向けた。兄は絆創膏が皺しわにならないよう、慎しん重ちような手つきで貼ってくれた。兄の手が離れていきホッと肩かたの力を抜く。

　兄に礼を伝えて、靴くつに足を入れる。家に帰るまでに絆創膏がずれないといいけど。またこの痛い靴を履はかなければならないのかと思うと憂ゆう鬱うつだった。

「あの、良かったらこれ使って」

　そう言って兄が手に載のせて差し出してきたのは、新しい靴だった。しかもヒールが低くて、内側にはふわふわのクッションが入ってるのが見えた。あの紙袋に入っていたのはこれだったのか。用意の良さに驚おどろいていると、兄が私の足に新しい靴を履かせようとしていた。

「え、いいですよ、そこまでしていただかなくても」

「さっき、腕うでを伸のばしても届かなくてつらそうにしてたでしょ」

　よくご存じで。私は反論を諦あきらめて、意識を逸らすために顔を上げた。来る時は眩まぶしかった夕日が沈しずみ、人通りはすっかり減っていた。

「もう、暗くなっちゃったから帰ろうか」

　兄の言葉で立ち上がり、夜道を並んで歩き始めた。

　映画館に向かう前は、どうやったら兄の誤解を解けるかと悩み続けていたけど……こうして一緒に帰れるようになって良かった。兄と喧嘩してからずっとあった胸のつっかえがようやく取れた。

　──でも、先程から兄が静かなのは何でだろう。バイトのお迎むかえの時は色々話し掛けてきてくれる兄が一言も発さないのは不自然だ。ちら、と見ると兄は、怯おびえたような顔で私を見ていた。

　その時になって私は気付いた。私達、まだ絶交したままだった。すっかり仲直りしたつもりになっていた。兄を許したい。でも、その前に最終確認する必要があった。

「和泉さん、まだ誤解してますか」

　何も言わなくても、わかって欲しい。黙だまって兄の答えを待った。

「──ううん、もうしてないよ」

　真しん摯しな瞳で応える兄の言葉に迷いはなかった。

　それだけで充じゆう分ぶんだった。

「じゃあ、仲直りです」

　にっこり笑って兄の手をぎゅっと握ると、兄はそっと私の手を握り返してくれた。




　帰り道は、兄にフラバタの映画の名場面について語りながら帰った。仲島とはあまり話せなかったから、誰かに話したくてたまらなかったのだ。すると歩いていた兄はふと立ち止まり、ポケットの中から何か出してきた。

「これ、チケットの半券切ってもらった時に渡されたんだけど、いる？」

　兄が手に持つ物を見て目を疑った。

　そ・れ・は、幻まぼろしの飛人＆穂積のメモパッドではないですか……！

　噂うわさには聞いていたけどこの来場者特典、本当に存在したのか。ネットでは話題に上りながらも、激レアらしく誰も画像をアップしていなかった。

「くっ、悠子ちゃん、欲しいんだね。はい、どうぞ」

　兄は目の色を変えた私を笑いながら、ポンとメモパッドを渡してくれた。飛人と穂積君が二人でバットを掲かかげて×を作っている。

　ミニキャラ可愛い……まるで同人グッズのようじゃないか。

「一生大切にします！」

　感動しながら礼を言うと兄はくすくすと笑っていた。兄からすればただのメモ帳なんでしょうけど、フラバタファンにとっては垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんなんだぞ。

「和泉さん、笑いごとじゃないんですよ。これはとても貴重な特典なんです。日本中に喉のどから手が出るほど欲しがっている人がいるんですからね」

「うん、うん、良かったね」

　私の熱弁に相あい槌づちを打ちながらも兄は笑い続けている。本当にわかってるのか、と疑わしげに兄を見るとポンポンと私の頭を撫なでた。微笑ほほえましげな目で見られて毒気を抜かれる。

　兄はもう一度、私の手を繫つないで歩き出した。

　とくとくと胸に響ひびく心音が心地ここちよい。

　空を見上げれば、夏の星空は無数の輝かがやきを放って瞬またたいていた。
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　家についた私達は、夕飯の鍋なべ作りに取りかかった。ワンピースのままだと汚しそうで料理がしづらいので、一度部屋に戻って普段着に着替えた。母がアレンジしてくれた髪かみをいつもの一本結びに戻もどし、鏡に映うつった自分を見てホッとした。これでこそ私だ。

　部屋を出て、キッチンに戻りエプロンをつける。

「あ、和泉さんもう始めてくれてるんですね」

　兄の傍そばに行ってみると冷蔵庫から出した野菜をまな板の上で切り始めていた。バイトのおばちゃんから貰もらったトウモロコシを使いたいけど、鍋にコーンか。ううむ、悩なやむ。

　両親は豊ゆたかを連れてデートに出掛けているらしく、あと三十分もすれば帰るとメールがあった。それまでには鍋を完成させたいから兄の素す早ばやい行動は助かる。私は戸と棚だなから鍋を出し、水を入れてガスコンロの上に置いた。

「悠子ちゃん、暑いのに今日は何でお鍋にしたの」

「母さんが鍋好きなんですよ、チケットをくれたお礼の気持ちを込めてです」

「チケット、父さんから渡されたんじゃないんだ」

「へ、私は和泉さんも母から貰ったと思ってました」

　私達は目を丸くして、顔を見合わせた。

「二人で計画したみたいだね」

「お父さんにも感謝しないと！」

　兄は複雑そうな顔で頷いている。自分から父に礼を言いたくないような空気を漂ただよわせていた。

「……お父さん、和泉さんのこと心配してくれてましたよ」

　バイト帰りの時に父がしてくれた話を思い出す。自分のせいで不ふ遇ぐうな状況に置かれ人格形成にも影えい響きようが出たと心苦しそうに語っていた。責任を感じたからこそ、私達に仲直りして欲しくて策を練ってくれたのだろう。

「わかってるんだけど、どうしてもね」

　眉まゆを寄せて兄は苦笑を零こぼした。そういう顔をされてしまうと何も言えない。二人に仲良くなって欲しいと思うのは、私の我わが儘ままなのか。いつか兄が父を許せる日が来ることを祈るしかない。

「はい、次は何をすればいい？」

　兄の目の前には切り終わった野菜の山が築かれていた。以前の兄は、まったく料理ができなかったのに、よくぞこの三年で料理上手になってくれたものだ。

　料理の他にも母さんからアイロンの掛け方を習ったり、本を読んで庭木の剪せん定ていを勉強したり、その向上心は目を瞠みはるものがある。

「……和泉さんは、すごいですね。三年前とは随分イメージが変わりましたよ」

　弟の面めん倒どうも進んで見てくれるし、家庭的で、こうして当たり前のように隣に並んで料理をするようになるとは以前は考えられなかった。

「悠子ちゃん……それはどういう意味で？」

「え、勿もち論ろんいい意味ですよ」

　そう答えると兄は、白い頰を少し赤らめてへにゃりと笑った。その思わず崩くずれてしまったような人間味に溢あふれた笑みに目を奪うばわれた。

「うん俺ね、悠子ちゃんにそう思って欲しくて頑がん張ばったんだ」

「わ、わたしにですか!?」

　自分を指差して問い掛けると兄はこくんと嬉しそうに笑みを浮うかべている。

「前の俺は空っぽで魅み力りよくのない人間だったから、どうすればいいかなって考えた時、悠子ちゃんみたいになりたいって思ったんだ。家事をしてるとさ、悠子ちゃんと近づける気がした。同じことを共有して段々価値観が似てきて、家族として好ましい兄になりたかった」

　そんな理由で頑張っていたとは露つゆ知らず……兄なりにコンプレックスを抱えていたんだ。

「未熟なところも多いと思うんだけど──ダメなところがあったら正直に言ってね」

「はい！　でもあんまり喧嘩はしたくないんで、そこは肝きもに銘めいじて下さいよ？」

　誰もが兄を理解することを諦めようと、私は諦めない。兄は兄なりに変わろうと努力してくれているのだ。私はお鍋を手に兄に笑い掛けた。

「さぁ、三人が帰ってくる前に準備を再開しましょう、和泉さん」
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　映画館から近い商店街にあった薬局で絆ばん創そう膏こうと消毒スプレーを買った俺おれは、全速力で悠ゆう子こちゃんの元へ戻ろうとする途中で靴くつ屋やを見つけて立ち止まった。

　店頭には可か愛わいいバレーシューズが置いてあった。この靴ならヒールが低いしクッション性もありそうだから悠子ちゃんが痛い思いをしなくても良さそうだ。悠子ちゃんの代えの靴も購入してから、映画館の入り口を潜くぐる。悠子ちゃんに走り寄ろうとして足が止まった。

　悠子ちゃんが隣となりに座った男と手と手を取りあって満面の笑みを浮かべている。

　目の前の光景に力が抜け、手から紙袋がばさりと抜け落ちた。

　あんな無防備な笑顔、俺には滅めつ多たに見せてくれないのに。

　相手の男は黒くろ髪かみで眼鏡めがねを掛かけていて真ま面じ目めそうだ──あれが仲なか島じまか。悠子ちゃんは友達だと言い張っていたけれど、どう見ても恋人同士にしか見えなかった。

　好きなキャラである居い城しろ穂積ほずみに似ている仲島を前に、悠子ちゃんは恋する乙女おとめのように白い頰ほおを薄うすく紅こう潮ちようさせている。あの可愛い服だってあの男のために着てきたに違いない。何より、男が苦手な悠子ちゃんが自分から仲島に触れているのが決定的だった。

　描えがいていた未来が砂の城のようにさらさらと崩くずれていく。

　ずっと隣で笑っていて欲しかった。俺の一生を彼女に捧ささげたかった。けど、悠子ちゃんの幸せを祈るなら俺は身を引くより他はないのだ。

　ショックを受けていると、俺に気付いた悠子ちゃんが仲島の腕うでを摑つかんで走ってくる。その仲良しアピールに大だい打だ撃げきを受けた。つらい、つらすぎる。

「和泉いずみさん！　おかえりなさい。あの彼が私の」

「彼氏の、仲島君でしょう。うちの悠子ちゃんがお世話になっているようで」

　悠子ちゃんが皆みなまで言わなくてもわかっている。俺は理解のある兄に見えるよう、力を振り絞しぼって笑顔を作った。

「いや、オレがこいつの彼氏とかあり得ませんから！　友達としてはイイ奴やつですけど、異性としてはナイっす」

　──アリエナイ？　女の子としてナイ？　照てれ隠かくしにしても性た質ちが悪すぎる。

「何言ってんの、俺の悠子ちゃんがアリエナイとか。こんなに可愛い子、地球上に一人しかいないだろ。その目、節ふし穴あな？」

　この時、俺の中に迷いが生じ始めた。

　こんな男に、悠子ちゃんを渡してもいいんだろうか。

「ふ、節穴。冴さえ草ぐさ、何なのこの人。初対面なのに怖くねぇっ？」

「ごめん……うちの兄が」

　最初に悪く言われたのは悠子ちゃんなんだから謝あやつる必要はない！

　俺より仲島側に立つ悠子ちゃんに悲しみを覚えた。

「これで兄なのか!?　スゲェな、お前の兄貴」

「俺が、悠子ちゃんの兄で何か文もん句くがあるのかな？」

　抑おさえていた声が思わず低くなる。

「そうですか……お兄さんなんですね……」

　仲島は悠子ちゃんの方を見て、目と目で会話をしている。二人はわかりあえている存在なのだ。アイコンタクトをする仲の良さを目の当たりにして涙るい腺せんが緩ゆるみ始めた。

「わかってもらえて何よりだよ、仲島。そ、そろそろ映画始まるから行ってきたら」

「うぉ、やべぇ。じゃもう行くわ」

「うん、また今度ね」

　また、今度。俺の前で仲島とデートの約束をする積極的な悠子ちゃん。俺とのデートはすげなく断るのに、仲島は特別なのだ。絶交もされて、悠子ちゃんに嫌きらわれてしまったような俺に出る幕はない。

　上映室に入っていく仲島の背を悠子ちゃんは目で追っていた。本当は俺とじゃなくて、あいつと映画が見たかったんだろう。

　堪こらえ続けていた涙腺は遂ついに決けつ壊かいした。涙なみだで悠子ちゃんの顔が見えない。

　けれどぼんやりと近づいてきてくれているのだけはわかった。

「……悠子ちゃんは、仲島のことが好きなんだね。──兄として、応おう援えんするよ。俺が反対してたから言えなかっただけで、本当は付き合ってるんだろう」

　仲睦むつまじい二人の様子を見た今となっては、疑いようのない事実だった。

「これから、悠子ちゃんはあいつと同じ道を歩み始めるんだね。近い将来、俺は悠子ちゃんの結婚式で一いつ緒しよにバージンロードを歩くんだ」

　ウエディングドレス姿の悠子ちゃんの隣に立って歩く俺。バージンロードの先では、神父と新しん郎ろうが俺達が来るのを待っている。腕に絡からまる悠子ちゃんの手をそのままに、歩く足を止めてしまいたい。

「あの、私、仲島と結婚するなんて一言も言っていませんよ！」

「仲島との間に子供を設けて、可愛がって下さいねって姪めいか甥おいを実家に連れてきて……」

　仲島の遺伝子を感じさせない悠子ちゃんにそっくりの女の子がいい。小さな足で俺の方へ走り寄ってきてにぱっと笑ってくれたら、抱き締しめて離さない。

「こ、子供って……私の話を聞いて下さいよ」

「俺は、伯お父じとして悠子ちゃんの幸せを見守るしかないんだ」

　仲島が家を構える所はうちから近ければいい。そうしたら悠子ちゃんとスーパーで会うような偶ぐう然ぜんもあるかもしれない。今後、おかえりなさいと玄げん関かんで見送る相手も、悠子ちゃんがエプロンをつけてお味み噌そ汁しるをよそう相手も、唇くちびるを許す相手も──全部仲島なのだ。

　考えれば考えるほど涙が止まらなかった。俺の想像が晩年に差しかかった頃、パンッと両頰を強く叩たたかれて面を食らった。

　目の前には悠子ちゃんの怒おこった顔が迫せまっていて、両手は俺の両頰を包んでいる。

「仲島と私は付き合ってません！　仲島と電話で話していたのは、ま、漫まん画がの話ですよ。あのカートに旅行グッズ入れてるなんて中も見ていないのに決めつけないで下さい。行きに関しては中身は空っぽでした」

　結婚して欲しい、部屋に泊まりたいと電話で話していたのは全部漫画の話でカートは空っぽだった？　何より仲島とは付き合っていないと言った言葉が頭の中でぐるぐる回っている。突とつ然ぜんのことで理解が追いつかなかった。

「ほ、本当に……？」

　聞き返す声には喜びの色が混じった。もしそれが本当なら、俺は悠子ちゃんを諦あきらめなくてもいいのだ。

「本当です！　正直、和泉さんには話せないことだってあります。でも私の特別は和泉さんだけです。私の心を無視しないで下さい」

　苦しげに歪ゆがんだ悲痛な表情で悠子ちゃんは俺に訴うつたえた。確かに悠子ちゃんはずっと俺に仲島は友達だと説明してくれていた。だけど、男女の間に本当に友情が存在するのだろうか。悠子ちゃんに拒きよ否ひされてばかりの俺より、仲島の方が大切にされているように感じた。

　すると──悠子ちゃんの手が俺の頰を引き寄せ、小さな口づけを落とした。

「私は！　和泉さんにしかこういうことはしませんから。わかって下さい」

　顔を真っ赤にして悠子ちゃんはまっすぐ俺の目を見み据すえていた。あのシャイでウブな悠子ちゃんが自分から俺にキスをしてくれた……。頰に手を触れて、先程の感触を思い出す。

「お、俺だけ？」

「はい、和泉さんだけです」

　躊躇ためらいなく頷うなずく悠子ちゃんを見て、顔に熱が集まり始めた。悠子ちゃんの唇が触れるのは俺だけ。仲島より、誰だれより、俺は悠子ちゃんの特別だったんだ。

「嬉うれしくて、心臓が止まりそう」

　絶交されて、すっかり嫌われてしまったのかと思っていた。でもそれは俺の勘かん違ちがいに過ぎなくて、仲島は俺以上にはなり得ない、正しよう真しん正しよう銘めいの友達だったのだ。

　悠子ちゃんの言葉を反はん芻すうしながら喜びに浸ひたっていると、背中に細い腕が回った。抱き締めてくれるなんて、こんな幸せなことはない。動いてしまうのが勿もつ体たいなくてその体勢のままでいると、周囲から拍はく手しゆの音が聞こえてきた。

　顔を上げた悠子ちゃんに合わせて、俺も周りを見渡すと観客に囲まれていた。どうやら俺達はいつの間にか注目の的になっていたようだ。

「恥はずかしすぎて死にたい……」

　最高潮に顔を赤面させて悠子ちゃんが呟つぶやいた。

　……だろうな。俺は比ひ較かく的てき他人からの視線に耐たい性せいがあるけど、悠子ちゃんにはない。

「ちょっと我が慢まんしてね」

　悠子ちゃんの耳元に囁ささやいて、その小さな体を持ち上げた。

　このままここにいても悠子ちゃんに恥ずかしい思いをさせてしまうだけだ。映画館の出口を目指して歩いていった。




　外に出ると日は沈しずみ、すっかり暗くなっていた。俺は映画館を出て角を曲がった所にベンチを見つけて悠子ちゃんの体をゆっくりと下ろした。地面に足をつけた悠子ちゃんは顔を歪めて踵かかとに視線をやった。

　怪け我がの手当てをしないと、そう思ったところで俺ははたと気付いた。絆創膏や靴が入った袋を映画館に置いてきてしまった。

「悠子ちゃん、ちょっと忘れ物をしたから取ってくるね」

　映画館に入り受付で忘れ物について尋たずねると、預かってくれてくれた。俺は礼を言って悠子ちゃんの元へ戻った。

　ハイと絆創膏と消毒スプレーを渡すと悠子ちゃんは靴くつ下したを下ろして手当てを始めた。俺は悠子ちゃんに背を向けて他人に見られないよう周囲を警けい戒かいする。後ろでは傷口にスプレーを噴ふん射しやしている音が聞こえた。すぐに終わるかなと後ろを振り向いたら悠子ちゃんは腰こしを曲げて必死に腕を踵に伸ばしていた。前のめりになって転んでしまいそうでひやひやする。

　悠子ちゃんは、しばらくすると諦めて俺に声を掛けた。

「和泉さん、すみません。お手数ですが踵に絆創膏を貼はってもらってもいいでしょうか」

　勿もち論ろん！　俺にできることなら何だって！　珍めずらしい悠子ちゃんのお願いにそう言いたいのを抑えてウンと平静を装よそおって答えた。

　悠子ちゃんの足元にしゃがみ絆創膏のシートを剝はがす。悠子ちゃんは俺の方に踵を向けてくれていた。絆創膏を伸ばしながらずれないように慎しん重ちように踵にペタリと貼り付けた。

「ありがとうございます」

　お礼を言う悠子ちゃんがまたあの痛い靴を履はこうとしているのに気付いて、俺はすかさず紙袋から靴を取り出した。

「あの、良かったらこれ使って」

　サイズは二十二センチで合うはずだ。靴を脱ぬがせて、新しい靴を足に履かせようとしていると悠子ちゃんは慌あわてた。

「え、いいですよ、そこまでしていただかかなくても」

「さっき、腕を伸ばしても届かなくてつらそうにしてたでしょ」

　そう言うとぐっと黙だまって俺のしたいようにさせてくれた。靴は悠子ちゃんの足にぴったりのサイズだった。デザインも可愛いから、普段も使ってくれると嬉しい。

「もう、暗くなっちゃったから帰ろうか」

　足の怪我を考こう慮りよして、ゆっくりと悠子ちゃんと並んで歩き始める。親父おやじがいる家に帰るのは憂ゆう鬱うつだった。親父は悠子ちゃんと仲直りさせるためにチケットを渡してきたんだろうけど、まだ悠子ちゃんの絶交宣言は解けていない。何を言われるかわかったものではない。

　……悠子ちゃんは、もう怒ってないのかな。聞きたくても聞けない。俺は無言のまま悠子ちゃんと駅までの道を歩き続けた。

　信号が赤になり、立ち止まると悠子ちゃんはまっすぐ俺の目を見据えた。

「和泉さん、まだ誤解してますか」

　すぐに仲島のことだとわかった。ここで答えを間違えたら振り出しに戻ってしまう。

　息を飲んで、短く答えた。

「──ううん、もうしてないよ」

　俺の答えに悠子ちゃんは晴れやかな笑顔を向けてくれた。もっと悠子ちゃんの言葉を信じてあげればよかった。

「じゃあ、仲直りです」

　手を握にぎってくれる柔やわらかい手を、俺は握り返した。

　もう二度とこの手を握れなくなるかと思っていたから、夢のような幸福感だった。




　そのまま二人で歩いていると悠子ちゃんはフラバタの映画の感想を話し始めた。悠子ちゃんには申し訳ないけど俺はあまり映画の内容を覚えていない。あの時は映画を楽しめるような心境ではなかったのだ。悠子ちゃんの話を聞きながら、ふと俺はポケットに入れていた物を思い出した。

「これ、チケットの半券切ってもらった時に渡されたんだけど、いる？」

　すっかり存在を忘れていたけど悠子ちゃんが欲しいかな、と思って貰もらっておいたのだ。貰った時は絵柄までよく見ていなかったが、主人公の飛人たかとと幼おさな馴な染じみの穂積の二人が印刷されたメモ帳だった。

　すると悠子ちゃんは、俺の手の上のメモ帳を見下ろして子供のように目をきらきらと輝かがやかせている。

「くっ、悠子ちゃん、欲しいんだね。はい、どうぞ」

　そのわかりやすすぎる反応に笑いが込み上げてきた。俺の手渡したメモ帳を悠子ちゃんはプルプル震ふるえる手で眺ながめている。

「一生大切にします！」

　そんな大げさな。メモ帳一冊でこんなに喜んでもらえるとは。俺が笑い続けていると悠子ちゃんは怒った顔で語った。

「和泉さん、笑いごとじゃないんですよ。これはとても貴重な特典なんです。日本中に喉のどから手が出るほど欲しがっている人がいるんですからね」

「うん、うん、良かったね」

　悠子ちゃんのこういう姿を見てると安心した。

　ポンと悠子ちゃんの頭を撫なでれば、ムッとした顔で俺を見上げる悠子ちゃん。とても高校生には見えなかった。

　どうか今はまだこのままでいて欲しい。

　俺が手を離さなくても済むように。

　暗い夜道の中、悠子ちゃんの歩ほ幅はばに合わせて歩く。悠子ちゃんに男が近付くと冷静でいられなくなる自分。理想の家族になれたらこの言い知れぬ不安は消えるのだろうか。──温もりを求めるように手を握った。たとえ何も見えない暗くら闇やみの中に飛び込もうと彼女がいれば明るくなる。輝く月を見上げながら、悠子ちゃんと笑いあう未来に思いを馳はせた。
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　家に帰り、俺は悠子ちゃんと一緒に作った鍋なべを家族五人で囲んでいた。

「何はともあれ、仲直りできて良かったわね」

「心配掛けてごめんね。母さんがチケットをくれたおかげだよ」

「私は放っておいても、時間が解決してくれると思ってたのよ。耐たえられなくなったのは正まさ輝きさんの方。チケット準備してくれたのも正輝さんだから、お礼は正輝さんに言って」

　そうだったのか……。ますます俺は気まずくなった。先程夕飯を作っている時も、悠子ちゃんは親父が俺を心配していたと話していたし、感謝している気持ちもあるけど口にしにくい。

　隣を見ると強い意志のある瞳ひとみで悠子ちゃんに強く頷かれた。

「和泉さん──正直に言って下さい」

　悠子ちゃんが俺の気持ちを察して背中を押してくれている。

　今を逃のがすと、きっと俺は言うに言えない。

「……親父、ありがとう。今回は助かった」

「あ、あぁ」

　俺が礼を言うと、親父は言葉を詰つまらせながら瞳を潤うるませた。……いい歳としして泣くなよ。親父から目を逸そらすと、俺達の様子を見ていた悠子ちゃんと妃きさきさんが微笑ほほえましそうに眺めていた。

「フフフ、良かったわね、正輝さん」

　妃さんが親父の肩かたに手を伸ばして優しく撫でる。妃さんの膝ひざに座る豊ゆたかは無む邪じや気きな声を上げて笑っていた。

「そういえば和泉君、どうだった？　悠子の服、似合ってたでしょ」

「あの服、妃さんが選んでくれたんですか！」

　映画館でお洒落しやれをした悠子ちゃんを見た瞬しゆん間かん、その可愛さに心を射い抜ぬかれたけど、同時に複数の感情が交こう錯さくしていた。

　誰のために可愛い服を着て、誰の手によって全身コーディネートされたのか。ヘアアレンジとか悠子ちゃんは苦手そうだし、他人の手が絶対加わっていると思っていたのだ。

「ええ、和泉君を驚おどろかせてあげたくてね」

「はい！　びっくりしましたけど、とてもよく似合ってて可愛かったです」

　仲島のためじゃなくて、俺のためだったんだ。もっと目に焼き付けておけばよかった。

「悠子はお洒落をすればそれなりなのに、面めん倒どうくさがってさぼるから。和泉君に頼たよりすぎよ」

「あぁ、うん、わかってるんだけどね」

　妃さんに注意されて悠子ちゃんはきまりが悪そうに目を逸らしている。

「妃さん、いいんです！　俺が好きでやってることなんです。悠子ちゃんのことは俺に全部任せて下さい」

　斜ななめ前に座る妃さんに頭を下げて頼たのむと、食事の席がシーンと静まり返った。

　俺、今間違ったこと言ってないよな。

　隣にいる悠子ちゃんは俺とは逆方向に顔を逸らし、親父は机に肘ひじをついて額ひたいに手を当てている。妃さんは俺と悠子ちゃんの顔を見比べて、嘆たん息そくした。

「和泉君って罪よね」

「……お前は、始末に負えん」

　溜ため息いき交じりの親父の言葉に悠子ちゃんが頷いている。

「え、悠子ちゃん、嫌いやだってこと……？」

「いえ、そ、そういうわけではないんですけど」

　そう言いながらも悠子ちゃんはこちらを向いてくれない。三者三様の反応を不思議に思っていると、目が合った豊は俺の真ま似ねをするように小首を傾かしげていた。
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　季節は移り変わり、紅こう葉ようの季節を迎むかえていた。枕まくら元もとで震ふるえる携帯の音で目が覚め、見てみると仲なか島じまからのメールが届いていた。

『早売りゲット。バッカス様予想的中、来週号の飛人たかとは穂積ほずみと体育倉庫で急接近ヤバス』

『公式神展開待ってた！　今日、持ってきて下さい。お願いします』

　最後に土下座をする顔文字をつけて送るとすぐに返信が来た。モチのロン！　という内容を読んで私はパタンと携帯を閉じた。私服に着替えて、あくびをしながら階段を下りていく。

「おはようございます、和泉いずみさん」

　ギャルソン風エプロンを身につけた兄は、おはようと笑みを浮かべて私の座る椅い子すを後ろに引いてくれた。兄は朝から爽さわやかで、笑顔が目に眩まぶしい。昨夜、夜よる遅おくくまでパソコンで穂ほ×飛たか小説の検索をし続けていた私とは大おお違ちがいだ。

　私は椅子に座って、いただきますと両手を合わせた。机の上にはご飯と塩しお鯖さば、ジャガイモと玉たま葱ねぎのお味み噌そ汁しるや卵焼きが並んでいる。

　ふっくらとした黄こ金がね色いろの卵焼きに手を伸ばして、口の中に運ぶと私好みの甘い味が広がる。パーフェクトな味わい。私は幸せな一時に浸ひたった。

「悠ゆう子こちゃんって美お味いしそうに食べてくれるから、作り甲が斐いがあるよね」

「私ばっか見てないで、和泉さんも食事して下さい」

　視線に耐たえきれず俯うつむいた私にくすくす笑いながら兄は箸はしを手に取った。兄は料理の他にも、様々な家事に力を入れていてアイロンの掛け方も完かん璧ぺきになってきた。主しゆ夫ふにでもなりたいのだろうか、目指している先が読めない。

「和泉さん、大学卒業したらどうするんですか」

「俺おれ？　地方公務員になって、できれば市役所とかに勤めたいな」

　思った以上に具体的な将来の夢を語られて驚おどろいた。しかもこのファッショナブルできらきらしい兄が公務員を目指しているのは、意外すぎた。

「そんなに驚かなくても。ほぼ定時に帰れて、安定してるって魅み力りよく的だよね。残業が当たり前の職業だと豊ゆたかを保育園の開園時間内に迎むかえにも行けないし」

　そうか、豊の送り迎えの問題があった。母はブランクが空かない内に通訳の仕事に復帰することを希望していて、豊が一歳になったら保育園に入れたいらしい。父の仕事は海外が拠きよ点てんだし、母はきっちりフルタイムで働きたい人だ。必然的に私達が豊の面めん倒どうを見る時間も多くなる。

「それに早く帰って悠子ちゃんといる時間を大切にしたいな。もし悠子ちゃんにやりたい仕事が見つからなくても、俺が養うから心配しないでね」

　おぅっと、さりげなく私が就職難民になるような発言はやめていただきたい。仕事に没ぼつ頭とうする母を見て育った私としては、夢はなくとも正社員として働きたいという理想がある。

「働きますよ。私だって和泉さんと同じように自分で稼かせいで家族を支えるようになりたいんですから」

　まずは自分で立てるようにならないと、他人を守れない。

　一方的に甘やかされる関係は嫌いやだった。

「じゃあ就職した後も、結婚はしないでしばらくはうちにいてくれるんだ！」

　そっちに解決するのか。喜色満面の笑みの兄に、どれだけ自分の一言が兄を心配させていたのか思い知った。

　目の前の兄は、私が数年後に就職する頃も妹でいてくれることを心の底から喜んでいる。

　特別な人と伝えて頰にキスをしたんだけどな……。

　──この思いはいつ頃、届くだろう。

　私は長丁場を覚悟の上で伝えた。

「はい、これから何年先も一いつ緒しよにいましょうね、和泉さん」
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　兄との朝食を終えて、私は部屋に戻り出で掛かける支し度たくを始めた。今日、私は仲島と一緒にオンリーイベントに参戦するのだ。

　兄は仲島を私の友達と認めてくれたものの、男友達に対する注意事項なる物を渡されている。そこには触さわらない、与あたえない、触らせないの三つの文言が書かれていた。どこかで見たことのあるような警告文だった。

　友達とはわかっていても、私の傍そばに男がいるだけで心配でたまらないらしい。

　一気に私とバージンロードを歩くところまで想像してしまうような人だ。

　高望みはしない。だからせめて、その調子で許容できる範はん囲いを広くしていってもらえると助かる。荷物の中身をチェックして、私はリュックを背負った。

　玄げん関かんで靴くつを履はき終わり立ち上がると後ろから足音が聞こえた。振り返ってみればそこには豊をだっこした兄が立っている。

「今日は何時頃？」

「四時頃には帰りますね。その前に豊をだっこしてもいいですか」

　兄に手を伸ばして両手で豊を受け取る。豊の体重は少しずつ重くなってきていて、その内抱き上げるのも大変になっちゃうんだろうけど、できる内はこうしていたい。

　つぶらな瞳ひとみに、ふくふくのほっぺが可か愛わいい。魅み惑わくの頰ほおに引き寄せられてキスをしようとすると、兄の手で強ごう引いんに豊を取り上げられてしまった。

　愛いとしの弟をさらっていった兄を恨うらみがましく見上げた。

「ダメ、俺だけって言ったでしょ」

　私の唇くちびるに人差し指を当てられて意味を悟さとる。

　ゆ、豊が相手でもダメなんですか。

　驚きに目を丸くしていると兄から頰に口づけを落とされた。

　──完全に、油断していた。

「俺も悠子ちゃんにしかしないから、約束は守ってね」

　有う無むも言わさぬ笑顔を浮かべる兄に他意はない。

　他意はないとはわかっているけれど！

　赤い顔で悔くやしげにする私に、兄は瞳を細めて破顔した。








Ｆｉｎ
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　こんにちわ、九重ここのえ木こ春はるです。この度は『腐ふ女じよ子しな妹ですみません』二巻をお手にとっていただき、ありがとうございます。一巻の二人の出会いからから三年後、悠ゆう子こは腐女子として、和泉いずみはシスコンとして更さらなる進化を遂とげて今回も楽しく書かせていただきました！

　家族の絆きずなと恋愛と友情、どれも大切で手離せない。守りたいものが増えていくからこそ、段々強くなっていくものなのです。これからも頑がん張ばれ、悠子！

　そして、何と言っても書籍の醍だい醐ご味みはカワハラ恋れん様のイラストです。

　悠子がより可か愛わいさを増して見えるのは、決して作者と和泉の気のせいではない……！

　カワハラ恋様、二巻も素敵なイラストを描いて下さり誠にありがとうございました♥

　二巻でも編集担当Ｉ様には、色々とご相談にのって頂きありがとうございます。

　今回の番外編は、兄と腐ふの三人組でお送り致します。最後まで楽しんでいただければ幸いです。


九重木春
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　今年もやってきた三日間限定の冬の祭典。私は日も出ない内から部屋でごそごそと出で掛かける準備をしていた。マフラー、手て袋ぶくろ、腹巻きと対策を徹てつ底ていする。

　会場について待つ間は暇ひまなのでトランプでも入れていくか。今年は麻ま紀きちゃんだけでなく、仲島も一いつ緒しよだから遊びの幅はばも広がるだろう。荷物の最終確認を終え、リュックを背負った私は静かに階段を下りていく──と、無人のはずの玄げん関かんに兄が立っていた。

　な、何な故ぜ、この時間に和泉いずみさんが玄関に。階段で戸と惑まどい足あし踏ぶみをしていると兄の方から近寄ってきた。

「出掛けるんでしょう？　じゃあコレを持って行って」

　兄に渡された袋の中には使い捨てカイロやお菓か子しが入っていた。

「悠ゆう子こちゃんの無事を祈いのって待ってるから」

　出しゆつ征せいする夫を見送る妻のような顔をしながら兄は私を見ている。

　つい癖くせで足止めされるなんて思ってしまったけど、夏コミの後、仲直りしてから兄は変わったのだ。仲島のことだって認めてくれたし、イベントに行く時だって行き先を聞かれなくなった。しかも、寒い朝に出掛ける私を心配して使い捨てカイロまで準備してくれるなんて。

「お友達によろしくね、悠子ちゃん」

「は、はい。コレ、ありがとうございます!!　五時頃までには帰ってきますね」

　ぺこりと頭を下げると兄は手を振って見送ってくれた。半年前までの兄だったら考えられない現象だ。私は兄の気き遣づかいを嬉うれしく思いつつ玄関を後にした。




「へぇ、今日は見つかっても外に出してもらえたんだ。あのお兄様が丸くなったもんだね。三年前、冬コミの後うちに同人誌置いてジャージに着替えた上で、私のお父さんのダンベルを担かついでかむちゃんちに行った日が懐なつかしいわ」

　麻紀ちゃんは感心しながら、私の手から一枚カードを引いた。会場前の待機列に並んだ私達は、三人で座り込んでババ抜きをしている。

「師し匠しよう、何でジャージ姿でダンベルを担いで冴さえ草ぐさんちに……？」

　それを聞かれると耳が痛い。私が口止めする前に麻紀ちゃんは話し始めていた。

「かむちゃんはお兄様には腐ふ女じよ子しだってこと秘密にしててね、冬コミの朝にかむちゃんが私と早朝マラソンしてきますって噓うその書き置きを残したの。つまり、冬コミに出掛けたとバレないための隠いん蔽ぺい工作ね。ダンベルはリュックの中身を追及された時のために用意したの」

「もっとマシな噓があっただろう、冴草。師匠も人が良すぎですよ」

「いいのいいの！　私も楽しかったし。かむちゃんの鞄かばんからダンベルが出てきた時のお兄様の胡う乱ろんな眼まな差ざし、完全に私を疑ってたわよ。いい勘かんしてるのよねぇ」

　本当に麻紀ちゃんには頭が上がらない。

「あの時は助かったよ。玄関の前で鬼おにが待ってたからね……今日は天使のようなお見送りだったけど。はい、和泉さんに多めに貰もらったから二人にもあげる」

　私は袋から使い捨てカイロと飴あめを出して、二人に分けた。

「でも良かったわ、これでもうかむちゃんは何も気にせずイベントに参加できるね！」

「こうして使い捨てカイロまでくれたしな。……前に会った時は怖こわい感じだったけど。気がきく兄貴じゃん」

　仲島、兄をフォローしてくれてありがとう。私としても兄が外出に五う月る蠅さくなくなったのは勿もち論ろん嬉しい。

　だが謎なぞは残る。兄は何故、冬コミに行くのを見み透すかしたかのように玄関で待ち伏せていたのか。……深くは考えないようにしよう。まずは冬コミを楽しまなければ！　隣となりの待機列が動き出し、冬の祭典が幕を開けようとしていた。

















著

九重木春

Koharu Kokonoe




体の節々が休息を訴えてる九重です。

フラバタサーチ、あったら検索してみたいです（笑）。WEBringとか主張同盟とかお絵チャとかＢＢＳとか……入れたいけど、ね！

時代の流れが早過ぎる。










イラスト

カワハラ恋

Ren Kawahara




漫画家。

近著に「淫らな青ちゃんは勉強ができない」（講談社）

私も腐女子ですが最近栄養取れてません。

腐女子充したい…。




Twitter：@kawapara



















イラスト／カワハラ恋

デザイン／島田絵里子












電子版　ビーズログ文庫アリス







腐ふ女じよ子しな妹いもうとですみません 2








九ここ重のえ木こ春はる





[image: ]





2017年8月17日　発行





[image: ]Koharu KOKONOE 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫アリス『腐女子な妹ですみません 2』

2017年8月12日初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





エンターブレイン　カスタマーサポート

［メールアドレス］support@ml.enterbrain.co.jp

（かならず商品名をご明記ください）















item/image/p000-00-15-1.jpg





item/image/p000-00-9-1.jpg
By LE B5K

EFORROEHRE.
IERESF-

T &S g 9] \
Ll = A\
X BEFELTEETO

FICKZITES
HIROBDSORA.

REAFT-T7IL0
BAERTEF 3,

TR QT FEE
X <& BED ;H E yE
A8 8 | oo

FIRN I, LRI
RUEPE VPR BF RO 0. BERFREIRR






item/image/p000-00-38-1.jpg
¢





item/image/logo-bslogA.png





item/image/p000-00-30-2.jpg





item/image/p000-00-30-1.jpg
<9





item/image/cover.jpg
A

Sumimasen 2

&/ hINSE

nExs )

ooooo
-----
......
------
.......
ooooooo
oooooooo
-------
--------
........
oooooooo
........
........





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p000-00-27-1.jpg
2





item/image/p000-00-23-1.jpg





item/image/p000-00-65-1.jpg
¢

¢





item/image/p000-00-84-1.jpg
¢

¢





item/image/p000-00-88-1.jpg
~ St

o





item/image/p000-00-69-1.jpg
<9





item/image/p000-00-69-2.jpg
+11 Be B






item/image/p000-00-58-1.jpg





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		一　妹の邂逅



		二　兄の努力



		三　妹の手紙



		四　兄の心配



		五　妹の狼狽



		六　兄の防衛



		七　妹の仲間



		八　兄の疑問



		九　妹の絶交



		十　兄の衝撃



		十一　妹の決意



		十二　兄の撃沈



		十三　妹の鉄槌



		十四　兄の氷塊



		十五　妹の覚悟



		あとがき



		三年目の冬の朝



		プロフィール



		奥付











Guide





		表紙



		目次



		本編











item/image/p000-00-2-1.jpg
/ N\ N \\\\

T- DS \\\§
LN

A
)
En
/// . ( |
W EFX T \ N
/ =) |
i R '
[

T

S/ E
&





item/image/p000-00-77-1.jpg





item/image/p000-00-24-1.jpg





item/image/p000-00-47-1.jpg
| Ouezm |





item/image/p000-00-20-1.jpg





item/image/p000-00-50-1.jpg
BEES s =





item/image/p000-00-85-1.jpg





item/image/p000-00-89-1.jpg
Il me G B






item/image/p000-00-59-1.jpg





item/image/p000-00-36-1.jpg





item/image/p000-00-13-1.jpg
¢

¢





item/image/p000-00-3-1.jpg
VPREBEDOR - *ﬂ%t-ﬂb(ﬁl-)\bhf.rﬁt-}’-mﬁ 5T,
AINLETF LoOBREIADb, RORBIIEEE—F
ZALHBESEFIIERTIRO/ — 85,
{5 Al CRiE)
ToSRTRAXER L0
ASREH eeooee

Lrblo/—roRbERESFIo7!
BRIFEZEB-1-ERE,
BREMBRAED AL

Koharu KOKONOE

Fujoshi na Imouto de Sumimasen 2





item/image/p000-00-81-1.jpg





item/image/p000-00-78-1.jpg
¢





item/image/p000-00-48-1.jpg
¢





item/image/p000-00-44-1.jpg





item/image/p000-00-21-1.jpg





item/image/p000-00-63-1.jpg
| © ek |





item/image/p000-00-86-1.jpg
¢





item/image/p000-00-86-2.jpg
| B9 wemin |





item/image/p000-00-67-1.jpg





item/image/p000-00-18-1.jpg





item/image/p000-00-8-1.jpg
[XVPHTIPRI=R
A X IKZE,
THHNEF,

«

IEE!-.'&; (IB%%:88#)
EISRBRFeRRE.
HrgdE 7547w I—]
ISR\ h) s,






item/image/gaiji-0001.png





item/image/p000-00-33-1.jpg
[ D=m& |





item/image/p000-00-56-1.jpg





item/image/p000-00-10-1.jpg





item/image/p000-00-52-1.jpg
[ S=emx |





item/image/p000-00-75-1.jpg
[ Buseiin |





item/image/p000-00-79-1.jpg
¢

¢





item/image/p000-00-45-1.jpg





item/image/p000-00-90-1.jpg





item/image/p000-00-41-2.jpg





item/image/p000-00-41-1.jpg
¢





item/image/p000-00-71-1.jpg





